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人生終了のお知らせ




　午後五時半――。

　土地建物の取引や、アパート・マンションの賃貸を取り扱う不動産会社『新しん栄えいハウジング』の営業部には、チリひとつなく、各デスク脇に置かれている小さなゴミ箱もキレイに空だ。

　ファックスやメールもすべて確認し、営業から連絡のあった物件のネット情報を修正する。

　その後、依頼されていたハウスクリーニングの見積書をプリントアウト。ついでに媒ばい介かい契約期間の更新が近づいた物件もリストアップして、担当者のデスクにメモと一緒に置いておく。

　印いん紙しや切手も軽くチェックし、本日分の小こ口くち現金の支払いがないのを確かめて、手持ち金庫に鍵をかけ、さらに備え付けの金庫の中へしまう。

　午後五時四十五分。

　ぱらぱらと帰ってきた営業を笑顔で迎えながら、パソコンの電源を落とし立ち上がる。

　定時の六時を迎えると同時にロッカーへ直行。上着とバッグを掴つかんで、急いで事務所を出れば、六時五分のバスに乗れる。

　うん、完璧だ。我ながら、今日も完璧なタイムスケジュール。

　バスに揺られること十五分。バス停からマンションの自分の部屋まではダッシュで約五分。バス停から家までダッシュは正直つらいけど、がんばれば六時三十分には確実にテレビの前にいられるはず。

　それから三十分間正座をしてテレビを見て、七時から就寝まではびっしりパソコンにかじりつく。

　計画どおりに進めば、日付が変わる前に〝目的〟を達成できるだろう。

　よし、バッチリだ。

　左手首にはめた腕時計を見ながらうなずき、ロッカーに向かおうとしたとき……。

「友とも野のさん、これ出してくれたの？」

　背後から声をかけられた。

　ああもう。人が急いでるときに、くだらないことで声をかけないで！

　思わず心の中で舌打ちをする。しかし、そんな本音を一ミリも外に漏らさない、完璧な笑顔で振り返る。

「はい。山やま下した様が先日、住宅ローンについて相談したいとおっしゃっていたので、いくつか資料を用意しておきました」

「本当に助かる。ありがとう」

「いいえ、とんでもないです」

　口角を上げつつ肩をすくめ、恐縮したように首を振る。我ながら、どこからどう見ても控え目で感じのいい笑顔。

　しかし、その私の作り笑いを上回る、百点満点の笑顔を返してくるのは、我が新栄ハウジングの営業一課で一番の成績を誇る、金かね子こ 敦あつしだ。

　老若男女問わず一撃で懐かい柔じゅうできそうな、さわやかな笑顔を浮かべる金子さんは、見れば見るほど容姿の整った男だと思う。

　意志の強そうな眉と、すっと通った鼻び梁りょう。日本人男性の平均身長よりも十センチは高そうな細身の長身に、いつも清潔でシンプルなシャツとネクタイを、センスよく着こなしている。

　それだけだと整いすぎて近寄りがたい印象だけど、少し明るめのサラサラの髪と、色素の薄い茶色の瞳が彼の印象を柔らかくし、さらに誰に対しても屈くっ託たくなく向けられるさわやかな笑顔が加わると、完全無欠の王子様になる。

　三年前に他の不動産会社から新栄ハウジングに転職してきた金子さんは、自分の整った外見を鼻にかけることのない持ち前の気さくさで、あっという間に会社に馴な染じみ、上司からはかわいがられ、後輩からは慕したわれている。

　その上、二十八歳にして、高額の物件を扱う営業一課で一番の成績を収めるほど仕事ができる男となれば、新栄ハウジングの全女子社員のアイドル的な存在になるのも当然だ。ただし、その女子社員の中に、私は含まれませんが。

「じゃあ、私はお先に――」

　そう言いかけた私の言葉を遮さえぎって、金子さんが話しかけてくる。

「友野さんって、仕事も早いし気が利くし人当たりもいいよね。宅建持ってるんだし、営業にならないの？」

　お願いだから空気を読んでよ！　私は一刻も早く帰りたいんだってば！

「そんな。私に営業なんて無理ですよ」

「そう？　上からも営業にならないか、打診がきてるって聞いたけど。今のアシスタント業務より残業は増えるけど、やりがいも給料も上がるよ」

　たとえ給料が上がるとしても、残業が増えるなんて絶対にイヤだ。残念ですが私は、仕事にやりがいなんて一ミリも求めてませんから！

「私は営業であちこち回るより、社内で人をサポートする業務のほうが好きなので」

「ふーん、もったいないな。友野さんならいい営業になりそうなのに」

　金子さんは微かすかに首を傾け、こちらを見下ろしながらそう言った。

　自分の価値観を人に押しつけないでほしい。私は今の給料と仕事内容で十分満足してるんだから、放っておいてください。

「ありがとうございます」

　まだなにか言いたげな金子さんに向かって、自分の心の中とは正反対の、一ミリのほころびもない穏やかな笑顔を向けて会話を終了させる。

　相手を不快にさせず角を立てないように会話を切り上げたいときは、これに限る。

　イエスともノーとも取れる微妙な角度で小首を傾かしげ、口こう角かくを完璧な角度で引き上げ、視線はまっすぐ相手に向ける。そして目が合った瞬間、少しだけ視線を伏せがちに逸そらせば、大抵相手が黙り込んで会話は終了してくれる。

　これは本音を隠して生きてきた十数年、他人に必要以上に踏み込まれたくない一心で、私が生み出した技だ。

　案の定、金子さんも口を閉ざして黙り込む。

　よし。これ以上話しかけられる前に、さっさと帰ろう。今の会話のせいで、貴重な時間を二分もロスしてしまった。今日は一分一秒も無駄にできないというのに。

「あ、友野さん！」

　バッグを持った私に、またもや話しかけてくる金子さん。

　だから、私は帰りたいんだってば！　本当にしつこいなぁ。

　心の中で再び舌打ちをして、うんざりしながら振り返る。

「今日さ、二課の相さが楽らさんたちに一緒にご飯を食べにいこうって誘われてるんだけど、友野さんもどう？」

　明るく笑いながらそう言った金子さんに、思わず口元が引きつる。

　さすが誰にでも分け隔へだてなく優しい、完全無欠の王子様。普段から女子社員とあまり接点のない私を気遣って、わざわざ食事に誘ってくれたんですね。

　だが、しかし！　大きなお世話だ！

　金子さんとその取り巻きの女子たちと一緒に食事なんて、絶対イヤだ。賃貸物件を扱う営業二課の女子力高い女の子たちの中に交じったら、息苦しくてろくに呼吸もできないに決まっている。

　しかも事務の相楽真ま子こなんて、異性を恋愛対象か否か、同性を自分よりモテるかどうかでしか判断しない、典型的恋愛脳の女子。私が最も苦手とする人種だ。

　どうせ、誰が金子さんを射い止とめるか、お互いを牽けん制せいし合いながら、オシャレなお店で聞いたこともないカタカナの名前の料理やお酒をたしなんだりするんでしょ？　そんな苦痛でしかない時間にお金を払うなら、コンビニのお弁当のほうが、いや一個百円のカップラーメンのほうがずっといい。

　それに私は、明るくて、話し上手で、仕事ができて、極めつきに外見までいい完璧な金子さんのことが苦手だった。

　キレイな茶色の瞳にじっと見つめられると、必死で隠している私の本性が見透かされてしまうんじゃないかと不安になるから。素で完璧な彼とは違って、必死に外そと面づらを取り繕つくろっている自分が、ひどくみじめに思えてしまうから。

「すみません。今日は用事があって……」

「あれ、めずらしい、金子が女の子に振られてる」

　私たちのやりとりを見ていた遠えん藤どう課長が、からかうように声をかけてきた。

　私はぎょっとして振り返る。

　そんなこと、冗談でも言わないでほしい。課長の言葉を誰かが真に受けて、万が一にも私が金子さんを振ったなんて噂うわさが広がってしまったら、女子社員からの風当たりが強くなるじゃない！

「諦めろ、金子。友野さんには遠距離恋愛中の彼氏がいるんだもんな」

　話を聞いていた先輩営業マンの志し賀がさんが、金子さんの肩を叩たたきながらそう言った。

「え、彼氏？」

　志賀さんの言葉に、金子さんが驚いて私の顔をのぞき込んでくる。

「ええと……」

「友野さん、彼氏いるの？」

　曖あい昧まいに首を傾げごまかそうとする私に、金子さんが身を乗り出して聞いてくる。

　問い詰めるようにじっと顔を見つめられ、思わず視線が泳いでしまう。

　そんな私たちを見ていた志賀さんが、得意げに口を開いた。

「友野さんって普段男っ気ないのに、年に何回か妙に早く帰る時期があるじゃん。遠距離の彼氏がこっちに帰ってきてるんじゃないかって、二課の女の子たちが噂してたよ」

　そんな根も葉もない噂を流したのは、間違いなく相楽さんたちだろう。

　水面下で行われている金子さん争奪戦に、私を参戦させたくないんだろうな。わざわざ彼氏がいるなんて噂を流して牽制しなくても、私はもともとそんな戦いにまったく興味がないんだけど。

　勝手な推測をあちこちで言いふらす、噂好きの女子社員たちには辟へき易えきするけど、いちいち訂正するのも面倒なので、曖昧に首を傾げてみせる。

「なんか海外勤務のエリートらしいじゃん。お似合いだよなぁ。美人で仕事もできて性格もいい完璧な友野さんに、エリートの彼氏」

　海外勤務のエリートなんて、いったいどこから出てきた設定なのよ。年に数度やけに早く帰るというだけで、よくそこまで想像できるな、と感心してしまう。しかも、まったく的外れだし。

　無責任な噂を広める二課の女子たちにも、それを真に受けて面白がって話す先輩にもうんざりして、こっそりため息をついた。

「今も彼氏が帰国してるんでしょ？　今週の日曜も、絶対に譲れない用事があるって、ずいぶん前から希望休を出してたし。それに、最近やけに寝不足みたいだし？」

　ちらりとこちらに視線を投げ、意味深に笑う志賀さん。

　セクハラを含んだ言葉に、さすがに顔が引きつる。

　寝不足は事実だけど、志賀さんが想像するような充実した夜はいっさい送っておりません。

「すみません。図々しく日曜に休みをとってしまって……」

　セクハラ部分は聞こえなかったことにして、申し訳なさそうに頭を下げる。

「いいよいいよ。友野さんは普段誰よりも真面目に仕事してるんだし。せっかく久しぶりに彼氏と過ごせるんだから、気にしないで休みな」

　基本、接客業である不動産業。新栄ハウジングの定休日は、日曜・祝日ではなく、毎週水曜と隔週の火曜だ。既婚者が子供のイベントで日曜に希望休を出すことはあっても、私みたいな独身社員が堂々と日曜に休みたいなんて、なかなか言い出しにくいのが実情だ。

　だから、こんな噂が立って、人の用事を勝手に推測してくれるのは正直助かる。

　私は否定も肯定もせずに、ただ恥ずかしそうにはにかんでみせた。それだけで志賀さんたちは、都合のいいように想像してくれるだろう。

　きっと来週の月曜には、『彼氏とどんなラブラブな時間を過ごしたの？』なんて、またセクハラまがいな質問をされるんだろうけど、気兼ねなく日曜日を休めるなら、そのくらい笑って許せる。

「それでは、お先に失礼します」

　丁寧なお辞儀をして、私は会社をあとにした。

　友野莉り央お、二十七歳。新栄ハウジングの、主に住宅の売買を仲介する営業一課で営業アシスタントをしている。

　どんな雑用でも文句を言わず率先してこなし、営業マンたちを完璧にサポートするのが私の仕事だ。

　誰にも迷惑をかけないように、そして誰よりも早く家に帰るためにと、真面目に仕事をしているうちに事務処理のスキルはどんどん上がり、物件査定からオーナーさんへの対応、各種書類の作成と、不動産売却に関する知識も経験も豊富。その辺の新人営業マンよりも、ずっと仕事ができると自負している。

　だけど、正式に営業にならないかという誘いを断り続けているのには、ワケがある。私には、仕事よりもずっと大切な、〝ある秘密〟があるからだ。

　その誰にも知られてはならない秘密を守るために、私は本音の上にはりぼての外面を貼りつけて、完璧な女を演じる。いつも微ほほ笑えみを絶やさず、背筋を伸ばし、仕事をする。完璧でいれば、誰も不快にさせず迷惑もかけず、不用意に深入りされることもないから。

　二十七年の人生で、私はそう学習したのだ。




「くっそう……」

　はぁはぁと息を切らし、私は自宅の玄関の床にはいつくばっていた。足には脱ぎかけのショートブーツが引っかかり、辺あたりには放り出したバッグの中身が散乱している。

　急いで部屋に入ろうとして、思いきりつまずいて転んだのだ。

『痛いよう』と泣きべそをかきそうになるけど、なんとか歯を食いしばって、テーブルの上のリモコンに手を伸ばし、テレビをつける。

　すると、色鮮やかな映像と共に、軽快なエンディングテーマが流れてきた。

「終わっちゃった……」

　楽しみにしていたアニメの第一話。リアルタイムで見たかったのに……。

　完璧なタイムスケジュールを組んでいたのに、帰る直前のくだらない無駄話のせいで、乗りたかったバスに乗り遅れた。仕方なく乗った次の便は、三つ前のバス停にある役所の退勤時間と重なり超満員で、椅子に座れないどころか、ぎゅうぎゅうに押され、乗っているだけでヘトヘトだった。

　バスを降りてから全力疾走しようにも、揺れるバスの中で必死に踏んばって立っていた足はもう限界で、急げば急ぐほど足がもつれた。

　ようやくたどり着いた玄関で盛大に転んで、情けない今の状況に至る。

　もう、これも全部金子さんのせいだ。あの人が無駄に話しかけてくるから……！

　込み上げる怒りに私は歯ぎしりをする。

　しかし、今は怒っている暇はない。もう時刻は七時をすぎていて、タイムリミットは刻々と近づいている。

　見逃したアニメは、もちろんしっかり録画済み。リアルタイムで見ることはできなかったけど、やることをやってからゆっくり楽しもう。それよりも、今日中に原稿を完成させてデータを送らなきゃ、新刊が落ちる。

　私は慌ててパソコンの電源ボタンを押し、起動する間に洗面所にダッシュしてコンタクトレンズを外し、眼鏡をかける。転んだせいで膝に穴が開いたストッキングをゴミ箱に突っ込み、床に転がっていたスエットの上下に着替えた。

　前髪は邪魔だから、その辺に転がっていたダブルクリップを使い、ちょんまげにして留める。そして、明るくなったディスプレイの前の椅子に、背中を丸め、片膝を立てて座った。

　会社にいるときとはまるで別人の姿。これが私の本来の姿だ。

　ワンルームのマンションの壁に隙間なく貼られたアニメのポスター。アルミの棚の上にキレイに並べられたフィギュアにぬいぐるみ、ずらりとぶら下げられたキーホルダーなど、さまざまなアニメグッズ。キャラクターの顔がプリントされたクッション。本棚にはもちろん、大好きな漫画がズラリと並ぶ。

　そう、実は私はアニメや漫画が大好きな、オタクなのだ。

　そしてなによりも好きなのが、〝ボーイズラブ〟、略してＢＬビーエル。男同士の切ない純愛をこよなく愛する、隠れ〝腐ふ女じょ子し〟だ。

　そして私は今、ＢＬ漫画を描いている最中だった。

　スエットの袖をまくり上げ、絵を描くためのペンタブを握り、真剣な表情でパソコンに向かう。画面には、私が描いた、ふたりの制服姿の男子高校生が見つめ合っているイラスト。

　指先が触れただけで息を呑む、恋に不慣れなふたり。響く学校のチャイム。遠くに聞こえる運動部の声。校舎を赤く染める秋の夕暮。

　誰もいない放課後の教室でそっと肩に触れると、華きゃ奢しゃな体がびくりと震え、潤んだ瞳がこちらを見上げる。その瞬間、堰せきを切ったように感情が溢あふれだし、お互い今にも泣きだしそうな表情で、無言できつくきつく抱きしめ合う。

　男子高校生同士の、許されない恋……。

「切ない！　たまらん！　ＢＬサイコーっ!!」

　そんな言葉を、ひとりきりの部屋で叫ぶ。

　オタク文化に関しては、国からも日本が誇るカルチャーだともてはやされて、すっかり世間に浸透しているけれど、自分が腐女子だなんて胸を張れる人は少ない。

　二十七歳にもなって、生まれてから一度も彼氏を作らず仕事が終わるとすぐに帰って部屋に閉じこもり、二次元に浸ってＢＬ漫画を描くのが趣味です。なんてバレたら、即アウトだ。人生終わる。

　だからこの趣味は、絶対に人に知られてはならない。

　改めて、この秘密は墓場まで持っていくんだと心に決めて、ペンタブを握る。

　ここ数週間、必死に仕事を終わらせて定時で上がり、部屋でひとり、なにをしていたかというと、今週末の同人誌即売会用の原稿を描いていたのだ。

　本当はもっと余裕を持って仕上げ、印刷所の早割期間のうちに脱だっ稿こうするつもりだったのに、気づけば早割どころか、納期ギリギリの割増期間になっていた。

　ちゃんと早割料金で印刷していれば、追加料金分で何冊もの素敵な同人誌が買えたのに……っ！

　なんて、今さら悔やんでも仕方がない。割増どころか、急がないと印刷自体が間に合わなくなる。こんなに必死になって描いているのに原稿が落ちてしまうことだけは、なんとしても避けなきゃ！

　そう気を引き締め直し、私はパソコンに向かった。




「ふー、なんとか終わりが見えてきた」

　作業もほぼ終わり、ひとり言を言いながら大きく伸びをする。

　ふと、気分転換にＳＮＳでものぞこうかなとマウスに触ると、ネットに繋つながっていないことに気づいた。

　あれ？　なんでだろう。

　不思議に思い首を傾げる。

　無線ＬＡＮの調子が悪いのかな。それともルーター？

　パソコンを再起動して、モデムやルーターの電源も入れ直す。無線が悪いのかと、あちこち探して見つけたケーブルをつけて、有線で試してみる。しかし、それでも繋がらない。

　じわじわと焦りがつのってきた。どこかにネットが繋がらないときの対処法を書いた説明書がないかと、乱雑に積まれた書類をガサガサ漁あさっていると、一枚の紙がひらりと落ちてきた。

「ん？」

　見れば、ご入居者様各位と書かれた書類に、【十月十四日よりケーブル工事のため、一時的にインターネットのご利用ができなくなります。】と、恐ろしいお知らせが書いてあった。

　十月十四日って、今日じゃない。

「ウソぉぉぉぉぉっ！」

　なんで、よりによって今日？　今日中にデータを入稿しないといけないのに、ついてないにもほどがある。どうしよう、どうしよう、どうしよう!!

　まさかの事態に青ざめながら、私は部屋でひとり途方に暮れる。

　……仕方ない。会社に戻って、そこから送るしかない。

　完成した原稿のデータをＵＳＢメモリに移し、スエットの上から薄手のトレンチコートを羽織る。

　なんとも情けない格好だけど、スエットのズボンの裾すそをめくり上げればトレンチコートの下からは見えないし、なんの問題もない。この時間なら営業所にもう人はいないだろうし、コートさえ脱がなければ大丈夫だ。

　コンタクトに替えるのも面倒で、眼鏡をかけたまま家を出て、会社へ急いだ。




　ビルを管理する守衛さんに声をかけ、「忘れ物をしてしまったので」と社員証を見せる。

　完璧なスマイルを浮かべる社員証の写真と、眼鏡をかけた今の私のギャップに、一瞬守衛さんは驚いたようにポカンとしたけれど、すぐに笑顔で鍵を開けてくれた。

　よし、あとは会社のパソコンからデータを送信して入稿すればオッケーだ。これで無事、日曜日のイベントに参加できる。

　小さくガッツポーズをしながら、誰もいない営業部でパソコンを立ち上げた。

「それにしても、今日は本当についてない一日だったなぁ」

　画面を眺めながらつぶやくと……。

「なにがついてなかったの？」

　背後から誰かの声がした。

「へっ!?」

　ぎょっとして振り向く。まさか、こんな時間に人がいるとは思わなかった。

「友野さん、こんな時間にどうしたの？」

　不思議そうに首を傾げるその人は、よりによって金子さん。

「か、か、金子さんこそ……」

　引きつった顔で言いながら、さりげなく体を動かし画面を隠す。

　ヤバいヤバいヤバい。深夜の事務所に忍び込んで、ＢＬ同人誌の原稿データを印刷所に送っていたなんてバレたら、一いっ貫かんの終わりだ。

「俺はさっきまで二課の子とご飯を食べてたんだけど、今日中に確認したい案件があったのを思い出したから、帰りに寄ったんだよね」

「そ、そうですか、仕事熱心ですね。お疲れ様です」

「友野さんは？」

　ひょいと画面をのぞこうとする金子さんの視線を、慌てて体で遮る。

「わ、私も同じような感じ、です……」

　普段の完璧な自分はどこへ行ったのかというくらい、しどろもどろになりながら苦しい言い訳をする。

　必死に冷静になろうとしても、勝手に冷や汗が出る。呂ろ律れつは回らないし、視線も泳ぎっぱなしで、かなり挙動不審だ。

「せっかく彼氏と一緒だったのに、わざわざ会社に来たの？」

　金子さんはきょとんとした表情でそう言った。

　はっ！　そうだった。今日の私は、遠距離恋愛中の彼氏とラブラブな時間を過ごしているという設定だったんだ。それなのに、こんな時間に会社にいるなんて怪しい。ものすごく怪しい！

「いや、えっと、仕事を中途半端にしておくと、なんだか気になって落ち着かないので……」

　そんな私を見た金子さんは、くすりと笑うと「えらいね、友野さん」と労ねぎらいの言葉を口にする。

　穏やかな笑みに、耳に心地よい甘い声。深夜のオフィスに、ふたりきりのこんなシチュエーション。恋愛漫画やゲームなら、確実に恋のフラグが立つところだ。

　まぁ、私は三次元の男になんか、少しも興味はないですが。

「友野さんって、普段はコンタクトしてるんだね。眼鏡姿、初めて見た」

「はぁ……」

「眼鏡だと、いつもと雰囲気が違うね」

「そう、ですか？」

　長身の彼が体をかがめ、眼鏡をかけた私の顔をのぞき込む。さらりと流れた少し長めの前髪の間から、こちらを見上げる茶色の瞳。

　私が戸惑いながら視線を合わせると、キレイな目が緩やかな弧を描き、にっこりと笑った。

「うん。眼鏡も似合ってて、かわいいね」

「ファーーッ！」

　三次元の生身の男に面と向かって『かわいい』なんて言われて、思わず口から変な叫び声が漏れた。

　やだ、なにこの人！　酔っ払ってもいないのに、異性に向かって『かわいい』とか、こんなに自然に言える人、初めて見たんですけど。怖い。三次元のイケメン、怖い!!「ファー？」

　私の奇声に、金子さんが不思議そうに首を傾げる。

「ご、ごめんなさい。くしゃみが出そうになって……！」

　苦しすぎる言い訳に、金子さんはきょとんとしたあと、「そっか」とうなずいてクスクス笑う。

　二課の女の子たちがこぞって金子さんに話しかける気持ちが、なんとなくわかったかも。こんな端正な顔のイケメンに優しく微笑みかけられたり、甘い言葉を囁ささやかれたりしたら、簡単に恋に落ちてしまいそうだ。

　ただ、しつこいようですが、私は三次元に興味はまったくありませんがね。

　そんなことを考えながら、そろりとパソコンの画面を見れば、送信完了のメッセージ。

　よし、任務完了。

　私は急いでパソコンの電源を落として立ち上がると、頭を下げた。

「じゃあ、用事は終わったので、私はお先に失礼します」

「待って」

　くるりと背を向け歩きだした私を、金子さんが追いかけてくる。

　なによ。私はさっさと家に帰って、缶チューハイでも飲みながら、見逃したアニメの録画を楽しみたいんですけど。

　そう思って振り返ると、長い指が私の前髪に触れた。

「これもかわいいけど、外ではつけないほうがいいかも」

　笑いをこらえながらそう言われ、彼の手元を見れば、ダブルクリップ。

「はうぁ……っ！」

　しまった。家での作業中、前髪が邪魔でそのへんにあったダブルクリップで止めてたんだった……！

「し、失礼しました……っ」

　慌てて金子さんの手のひらからダブルクリップを奪い取り、私は全力で会社から逃げ出した。

　なんて失態だ。会社ではずっと完璧な女を装っていたのに。よりによって金子さんに、こんな姿を見られたなんて！

　私はその晩、後悔のあまり、部屋でひとり枕を殴り続けることになった。




　日曜日。

　私は同人誌即売会のイベント会場で、長机の前に置かれたパイプ椅子に座っていた。机の上には私が作った同人誌が並んでいる。

　にぎやかな会場にはたくさんの人がいるけれど、私の描いた漫画に興味を持つ人は少なくて、時折通りすがりのお客さんがぱらりと表紙をめくってくれるくらい。

　そんな様子をのんびり眺めながら、隣に座る大学時代からの友人の菅すが原わら恵え美みとおしゃべりをしていた。

「それで次の日、会社でなにか言われたりしたの？」

　キレイなロングの黒髪で、細身のデニムに白い綿のシャツを着た恵美は、まるでモデルみたいだ。ただパイプ椅子に座っているだけなのに、妙に絵になる。

　そんな恵美に尋ねられ、私は仏ぶっ頂ちょう面づらで首を横に振る。

「なぁんにも。いっさいそのことには触れられてない」

　深夜の事務所での失態を見られた翌日、帰国中のエリート彼氏とラブラブな時間を過ごしているはずの私が、眼鏡姿で頭にダブルクリップをつけて会社にいたなんて、絶対みんなにからかわれるだろうなと、憂ゆう鬱うつな気分で会社に行ったのに、私のことを笑う人はひとりもいなかった。

　どうやら金子さんは、私の情けない姿を誰にも言わないでいてくれたらしい。

「へぇ、イイ人じゃん。そのイケメン営業」

　イイ人なのか、それとも私なんかにまったく興味がないのかはわからないけど、まぁ助かったのは事実だ。入社してから五年、必死に作ってきた私の完璧な人物像をぶち壊されたら困る。

「それにしても、今日は豊作だわー。これでまたしばらくがんばれる」

　私はそう言いながら、今日の収穫の山を見て微笑む。

　今日の即売会でゲットした、素敵な同人誌たち。自宅に持って帰ってじっくり読んで、家宝にするんだ。

　早く読みたい。でも、読むのがもったいない。ああ、もう笑いが止まらない。美しい表紙を眺めるだけで、もうヨダレが出そうです。

　この薄い本の中に男たちの恋愛がいくつも詰まっているのかと思うと、私の胸ははちきれんばかりに躍る。

　だらしなく頬を緩めてにやける私を見て、恵美があきれたようにため息をついた。

「莉央は相変わらず腐ってんね」

「えへへ。ありがとう」

「褒めてないし」

　恵美はオタクではないけれど、こうしてイベントに付き合ってくれる優しい友達だ。お目当ての同人誌をゲットするために私が会場を駆け回っている間、イベントで同人誌を頒はん布ぷするために割り当てられた場所、いわゆるサークルスペースで売り子をしてくれる。

　しかも会社用の完璧女子風ファッションは恵美のお見立てだし、髪形も化粧品も彼女のチョイス。オシャレにも流行にもまったく興味がない私が完璧女子を装っていられるのは、すべて恵美のおかげだ。

　今は就職してすっかり落ち着いた恵美だけど、大学時代は金髪のヤンキーだった。

　お互い田舎から東京の大学に進学し、誰ひとり知り合いがいない中、根暗でオタクの私と、時代遅れの金髪ヤンキーの恵美。ひどく周りから浮いていた私たちは、自然と話をする機会が増えていった。最初は彼女の外見が少し怖かったけど、話をしてみれば意外と気が合い、すっかり打ち解け親友になった。

　世話焼きで姉御肌の彼女は、風変わりな私のことが、危なっかしくて放っておけないらしい。私の趣味を理解しようとはしないけど、否定もしない、貴重な存在だ。

「それにしても、あんたの本は相変わらずあんまり売れないね」

　スペースに残った同人誌の山を見て皮肉を言う恵美に、私は顔をしかめる。

　エロ要素のいっさいない、ひたすら純愛路線のオリジナルＢＬ漫画は、正直あまり需要がない。

　それでも、いいの。こうやって自分の好きなシチュエーションを描いて、一冊でも手にとってもらえれば、それで満足なの。『面白かったです』なんて感想をもらえたら、嬉うれしくてそれだけで五年は生きていける。

「いいの。自己満足だから。イベントは参加することに意義がある！」

　オリンピックの名言のように声高らかにそう言うと、背の高い人影が視界に入った。

　お客さんかな？と顔を上げた私は、そのまま凍りついてしまった。

「全部、一冊ずつください」

　そう言ったさわやかな声に私が反応する前に、恵美が「はぁい」と愛想よく返事をして、机に並んだ同人誌を一冊ずつ袋に入れる。

「三冊で、千五百円です」

「はい」

　財布を出そうとするその人に、私は慌てて声を張り上げた。

「ダメ！」

「はぁ？」

　突然叫んだ私を、恵美が眉をひそめて振り返る。

「恵美っ、その人に売っちゃ、ダメェっ!!」

　同人誌を渡そうとする恵美の手に飛びつき、必死で叫んだ。

「なんでよ」

　不機嫌そうに眉をひそめる恵美から、同人誌が入った袋を奪う。

　なんでって、そんなの、ダメに決まってる！　だって目の前にいるのは、金子 敦なんだから……。

　イベント会場に不釣り合いなスーツ姿の男性は、取り乱す私を見下ろして、くすりと笑う。

「それにしても驚いたな。エリートの彼氏と過ごしているはずの友野さんが、こんなイベントに参加してるなんて」

　そう言いながら、机の上の同人誌をぱらりとめくる。

　開いたのはちょうど、抱き合うふたりの男子高校生のページ。その絵を見て、金子さんはゆっくりと目を細めた。

　うわぁ、見ないで見ないで！　お願いだからっ！

「な、なななな、ななっ」

「莉央、落ち着いて」

　金魚のようにパクパクと口を動かす私を見かねた恵美が、背中をさすってくれる。

　ありがとう、恵美。さすが私の友人。

「なんで金子さんが、こんなところに……」

　恵美のおかげで少しだけ落ち着いて、なんとか言葉を発した。

　ウチの会社の定休日は水曜だ。もちろん金子さんも、今日は普通に仕事だったはず。それなのに、どうして日曜の同人誌即売会なんかに来てるの？

「この近くの物件に用があったついでに寄ってみたんだ。もしかしたら友野さんがいるかなと思って」

　人懐っこいさわやかな笑顔を浮かべながら、金子さんが予想外の言葉を口にする。

「ど、どうして、私がここにいるなんて……」

　動揺のあまり脇汗が止まらない。動どう悸きもすごい。頭がくらくらする。もうパニック状態だ。

「これ、忘れていったよ」

　そう言って目の前に差し出されたのは、見覚えのあるＵＳＢメモリ。

「ひぃぃ！」

　それを見た瞬間、一気に全身の血の気が引いた。

　……しまった。あの日、印刷所にデータを入稿したとき、慌ててパソコンの電源は落としたけど、ＵＳＢメモリを持って帰るのを忘れていたんだ。

「ま、まさか……。な、中、見たんですか……？」

　他人のメモリのデータを勝手に見るなんて、プライバシーの侵害だ。最低だ。人間失格だ。

　そんな思いを込めて、金子さんを睨にらみ上げる。

「友野さん。会社のパソコンには顧客の個人情報が詰まっているから、個人のＵＳＢを接続するのは禁止だということは、知ってるよね？」

　手に持ったＵＳＢメモリを左右に振りながら、私を見下ろし微笑む金子さん。

「う……っ」

　不動産という高価な商品を取り扱う営業一課では、個人情報の取り扱いは厳重に管理されていて、少しでも違反すれば厳しい罰則が定められている。

　同人誌をイベントに間に合わせることで頭がいっぱいで、そんなことすら忘れていたなんて言えなくて、私は黙り込んで唇を噛かむ。

「友野さんが会社のデータを持ち出そうとしてたなんて疑われたら、罰則は免まぬかれないだろうから、念のため俺が中身を確かめたんだよ。もしかして、そんなことはしないで、さっさと上司に渡したほうがよかった？　そうしたら、この中のデータが社内に公表されて、始末書を書くことになっただろうけど」

「うう……っ」

　万が一そうされていたらと想像して、吐きたくなった。

　社員全員に私が書いたＢＬ漫画を読まれたら、気持ち悪いとドン引きされるに決まってる。その上罰則で減給か、下手したら仕事はクビになるかもしれない。

　頭に浮かんだ恐ろしい状況に、ぶるりと身震いをした。

「中を見て驚いたよ。仕事もできて美人で完璧な友野さんに、こんな趣味があったなんてね」

　そう言って笑う金子さんの顔から、いつものさわやかな仮面がはがれ落ち、人をいたぶるような意地悪な微び笑しょうが浮かぶ。

　……ああ、これで私の人生は終わったわ。

　いつも完璧な女を装っていたくせに、実は腐女子だったなんてバレたら、会社にいられなくなる。

　彼の微笑みを見て、私はそう悟った。

「お、お願いだから、会社には言わないで……！」

　ＵＳＢメモリを持つ金子さんの右手にしがみついて、懇願する。

「どうしようかな。理由はどうあれ、社内規定に違反したわけだし？」

　金子さんは必死な私を見て鼻で笑った。優位な場所から弱者を見下ろす傲ごう慢まんな表情。

　もしかして、私の弱みを握ったことを面白がってる!?

　ぐぎぎぎぎっと、悔しさに奥歯を噛みしめる。

「マンションのネットが繋がらなくて、仕方なく会社のパソコンを使ったんです！　あの日のうちにデータを送らないと、イベントに印刷が間に合わなかったから、仕方なく……」

　なんとか見逃してもらおうと言い訳する私を見て、金子さんはあきれたように小さく笑った。

「バカだな。それなら会社じゃなくて、ネットカフェにでも行けばよかったのに」

　はっ、確かに！　どうしてそんな簡単なことが思いつかなかったんだろう。

　だけど今さら後悔しても、もちろん遅い。

「……そうだな。じゃあ交換条件っていうので、どう？」

　うなだれる私に向かって、金子さんがそう言った。

「こ、交換条件……？」

「内緒にしてほしいなら、俺の言うことを聞けるよな？」

　茶色い虹こう彩さいの瞳を細め、そう意地悪に笑った金子さんを見て、私は思わず震え上がる。

　きっと口止めの代わりに、私にいやらしいことをするんだ！　エロ同人誌みたいに！

　私の心の叫びが漏れていたのか、金子さんは「ちげーよ」とあきれたようにため息をついた。

「弱みにつけ込んで体を要求するほど、女に困ってねーよ」

　……ですよね。社内の全女子社員から熱い視線を集める金子さんが、わざわざ私みたいなオタク女を相手にするわけがないですよね。

　ほっとして、安あん堵どの息を吐き出す。

　しかし、そんな私に向かって、金子さんはとんでもないことを言いだした。

「誰にも言わないでやるから、俺と付き合ってるフリして」

「はぁ!?」

　たった今、女に困ってないって言いましたよね？　どうして私が金子さんと付き合ってるフリをしないといけないわけ!?　まったく意味がわかんないんですけど！

「めんどくせーんだよ。他の課の女にいちいち言い寄られんの。彼女がいるって言えば、誘われなくて済むだろ」

「し、知らないですよ、そんなの。女の子からの誘いくらい、自分で断ってくださいよ」

　金子さんの傲慢な言葉に、思わず顔をしかめる。

「だったらこれ、課長に渡してもいいんだ？」

「うぐ……っ」

　金子さんは鬼の首を取ったと言わんばかりのドヤ顔で、右手に持ったＵＳＢメモリを振ってみせる。

「ていうか金子さん、会社とキャラが違う……」

　仕事中は常に笑顔を絶やさない、人当たりのいい王子様キャラなのに。女の子に誘われることを『めんどくせー』なんて、絶対に言いそうになかったのに。八方美人のさわやかイケメンキャラはどこにいったの？

「お前に言われたくねーよ」

「ぐぬう……っ」

　もっともな反論に、私はつぶれたカエルみたいな声しか出ない。

「で、どうする？」

　冷たい視線で見下ろされて、私はギリギリと歯ぎしりをした。

「いいよ。付き合うフリくらい」

　そう返事をしたのは、私じゃなくて……隣に座る恵美。

　私たちのやりとりを面白そうに眺めていた恵美は、金子さんを見上げ、勝手に「オッケー」と笑った。

「なに勝手に了承してんの。微み塵じんもよくないから！」

　慌てて恵美に反論する。

「そう？　彼、イケメンだし、別によくない？」

「イヤだよ！　この人はしょせん三次元の男だよ？」

　ノンキに言う絵美に、私は金子さんを指差して叫ぶ。

「次元を超えて貶けなされたのは、初めてだな」

　私たちの応おう酬しゅうに、あきれたように息を吐き出す金子さん。しかしその顔に浮かぶのは、優越感に満ちた腹黒そうな笑顔。

「さぁ友野さん、どうする？」

　私がその要求を断れないことをもちろんわかった上で、金子さんは獲物を追いつめた捕食者のようにニヤリと笑った。










社内の噂




　朝、出勤のためにバスに揺られる十五分間。私にとってその時間は、物思いにふける大切なひとときだ。

　ぼんやりと窓の外を眺めていると、自転車にふたり乗りした男子高校生が見え、私の乗るバスが追い越していった。

　私は慌てて身を乗り出し、その自転車を振り返る。

　道路脇に落ちた黄色いイチョウの葉を、細い車輪で巻き上げながら走る自転車。ふざけてわざと落ち葉を踏もうとハンドルを切る茶髪の男の子と、自転車の揺れに驚いて必死に肩にしがみつく黒髪の男の子。

　じゃれ合う男子高校生って、なんて尊いんだろう！

　無邪気にはしゃぐ男の子たちの姿に腐女子の血が勝手にたぎり、腐った妄想が頭の中に浮かんでは消える。

　バスの窓に額を押しつけて、溢れる萌もえを噛みしめていると……。

「お前、興奮しすぎて鼻息で窓ガラスが曇ってるぞ」

　背後から冷たい声が聞こえてきた。

「はっ……！」

　ぎょっとして振り返ると、そこにいたのは……。

「金子さん！」

　ちょっと、なんでこんなところにいるの!?

　私が座るひとり掛けの座席の横に、いつのまにか金子さんが立っていた。

　昨日の即売会といい、今日のバスといい、なんて神しん出しゅつ鬼き没ぼつな男なんだ。もしかして、ストーカー？　この人、私のストーカーなの？

「バァカ。誰がお前のストーカーだ。俺も普段から、この路線のバスに乗ってるんだよ」

　どうやら心の中の声が無意識に口から出てしまっていたようで、目を見開いて固まる私を見下ろして、金子さんがあきれたように言った。

　そんなこと知らなかった。それならもっと前に声をかけてくれればよかったのに。

「お前はいつも窓の外を眺めてて、男子高校生を見ると目を血走らせてるから、声をかけにくかったんだよ」

　金子さんはそう言って、意地悪に笑った。

「くっ……」

　たった今も、自転車のふたり乗りをする高校生を見て、妄想にふけっていたところだった私は、反論できずに歯を食いしばる。

「お前、会社でも男の社員を見ながら、そんな妄想ばっかしてんの？」

「ま、まさかっ！」

　冷たい目で見られ、慌てて首をぶんぶんと横に激しく振った。

　名も知らぬ男子高校生を見て妄想にふけることはあっても、リアルな知り合いの三次元の男を相手によからぬことを考えるなんて、ありえない。そこまで飢えていませんから！

　必死に否定する私を見て、金子さんは肩を揺らして笑いだした。

「変なヤツ」

　そう言って意地悪に笑う表情は、会社で見せるさわやかな顔とは別人だ。

「あ、そろそろ会社に着きますよ。会社の人に一緒にいるところを見られたくないので、ちょっと離れてください」

　バス停が近づいてきたのに気づき、定期入れを出して立ち上がろうとする。

　就業開始時刻よりもずっと早いこの時間に、ウチの社員がいるとは思えないけど、万が一、他の課の女子社員にでも見られたら大変だ。一緒に出勤してきたの？なんて、変な誤解をされたくない。

　すると、あろうことか金子さんは、エスコートするように私の腰に手を回し、体を寄せてきた。

「な、なにして……っ！」

「なにって、俺たちは恋人同士だろ？」

　金子さんに耳元で囁かれて、ポカンと口が開いた。

「はっ……」

「まさか、忘れてたんじゃないだろうな」

　ギロリと冷たい視線でこちらを睨む。

「ま、まさか……」

　昨夜はイベントでゲットした素敵な御ご本ほんに埋もれ、一冊読んでは悶もだえて床を転げ回り、一冊読んでは萌えすぎて五ご体たい投とう地ちで涙を流し……と、充実した夜を過ごした。そのおかげで今日はかなり寝不足で、金子さんのことなんて頭の片隅にもなかった。

　……とは怖くて言えないので、曖昧に首を傾げて微笑む。

　気まずい会話を終了させたいときの、私の必殺技だ。

　はにかんだ笑顔を向け、おまけにパチパチと瞬まばたきも二回付け加える。

　これで金子さんも黙るだろうと思っていたら、なぜかさわやかイケメンの眉間に、深いシワが刻まれた。

「猫かぶってごまかしてんじゃねーよ！」

「い、痛い。痛い痛い痛いっ！」

　完璧に決められたアイアンクローに、私は光の速さで金子さんの手首をタップする。

「ちゃんと恋人のフリをしないなら、あのメモリを課長に渡すからな」

「わかった！　わかりましたから、ギブ！　ギブギブっ!!」

　やっとのことで悪魔の右手から解放された私は、両手でこめかみを押さえ、涙目で金子さんのことを睨み上げる。

「こんなところを会社の人に見られたらどうするんですか！」

　通勤中のバスでアイアンクローを決められ絶叫する姿なんて見られたら、私が作り上げた完璧な女像が崩れてしまう。

「うるせぇ。こんな早い時間に出社するヤツなんて、他にいねぇよ」

　涙目の私を見下ろし、金子さんは楽しげに笑う。

「それにしても、女の子にアイアンクローなんてひどい。恋人のフリをするなら、もうちょっと優しくしてくれたっていいのに……」

「ふーん、優しくしてほしいんだ？」

「そりゃ、技をかけられるよりは、優しくしてほしいです」

　なに当たり前のことを言わせるのよ。ドＭの変態でもなければ、痛くされて喜ぶ女なんているはずがない。

　すると金子さんは小さく肩を上げ、こちらに手を伸ばした。頬にかかる私の髪を指先ですくい上げ、耳にかけながら、さっきまで押さえつけていたこめかみに顔を寄せる。

「ここ、赤くなってる」

　なにが『赤くなってる』、よ。あなたのせいでしょうが。

　そう言い返そうとしたけれど、至近距離で端正な顔に微笑まれ、私は言葉を失った。

「痛くして、ごめんな」

　耳元で、甘い声で囁かれる。同時に、ちゅっと響いた微かな音。まだじわじわと痛みを持っていたこめかみに、柔らかい唇が触れ、一瞬で離れていった。

「な、なななななな、ななな……っ」

　え、ちょっと。今、キスされたの？　意味わかんない！

　一気に頭に血がのぼる。

　パニックで目を見開いて固まっている私を見て、金子さんがあきれたように笑った。

「なに変な声を出してんだよ。お前が優しくしてって言ったんだろ」

　なんで、優しくする＝イコールキスになるのよ。いくらなんでも極端すぎるでしょ。アイアンクローとキスの中間はないんですか!?　……ていうか、キス。私、初めてだったんですけど！

「ああああああ！　私のファーストキスが!!」

「ふーん。初めてだったんだ？」

　叫ぶ私を見て、金子さんがニヤリと笑う。

「初めてですよ！　どうしてくれるんですか!?」

「別にこめかみにキスなんて、数に入んねぇだろ」

　私の中では完全に数に入っちゃいますけど!?　あぁ、私の初めてのチューが、三次元の男なんかに……！

　もう絶望しかない。今すぐ家に帰りたい。そしてキレイなＢＬを読んで、この汚れた俗物から浄化されたい。

「今日は会社を早退します」

　まだ出勤もしてないけど……。

「なにバカなこと言ってんだ。ほら、さっさと降りるぞ」

「うう……」

　私は金子さんに引きずられるようにしてバスから降ろされ、会社に連行された。




　――ゴシゴシゴシ。ゴシゴシゴシ。

　雑念を払うように、白い陶器の便器をひたすら磨く。

　掃除用のゴム靴にゴム手袋を身につけ、顔にはマスクと眼鏡を装着。朝早く出社して完全防備でトイレ掃除をするのが、私の日課だ。

　今日はイヤなことがあった分、いつもより念入りに、もくもくと掃除をする。

　すると、背後で扉の開く音がした。

「あ、友野さん、掃除中だった？」

　振り向けば、遠藤課長がトイレに入ってくるところだった。

「おはようございます。もう終わるところなので、大丈夫ですよ」

「いつもえらいね。ありがとう」

「いえ」

「友野さんだけじゃなく、二課の女の子たちにも掃除させればいいのに」

　そう言われて、ゴム手袋を外しながら慌てて首を横に振った。

「あ、これは私が個人的にやっているだけなので」

　ビル清掃の業者のおばちゃんが夕方頃に清掃に入ってくれるけれど、お客様が使うことが多いこのトイレは、私が朝も掃除をしている。

　誰から言われたわけでもなく、やりたくてやっていることだから、他の女子社員に強要するつもりなんてない。

「でも、トイレ掃除なんてイヤじゃないの？」

「これも営業アシスタントの仕事のうちだと思っているので」

「トイレ掃除が？」

　課長は不思議そうに首を傾げる。

「はい。いくら営業さんが『ウチの会社はどんな些さ細さいなことでも親身になってご相談に乗ります』と言ったとしても、事務所のトイレが汚れていたり紙が切れていたりしたら、あまり説得力がないじゃないですか」

「そういうもん？」

「そういうものです。特に女性は、細かいところをよく見てるんですよ」

　課長にそう言いながら、掃除用具を片付け男子トイレをあとにする。次は女子トイレの掃除をするために移動した。

　男子トイレはただキレイに清掃するだけだけど、女子トイレにはもっと気を遣っている。

　手洗い場にアメニティ入れの籠を置いて、生理用品、綿棒、脂取り紙、コットンを常備し、おむつ替え用のベビーベッドの横には、おしりふきと紙おむつも各サイズ用意してある。

　置き始めた頃は、他の部署の男性社員から無駄な経費だなんてイヤミを言われたこともあったし、お客様に備品をごっそり持って帰られたこともあった。

　だけど、分譲物件の取引は、人生で一度か二度の大きな決断。数千万円からときには億単位のお金が動く取引なのだから、小さなところまで気遣いをしてくれる、信頼できる会社に任せたいと思うのが当然だ。

　それが夫婦の場合、男性に比べて家にいる時間の長い女性の意見が反映されることも多い。

　トイレだけでなく、事務所の中もいつもキレイに保つように心がけ、査定を依頼してくれたお客様には、契約に至らなくても挨あい拶さつやお礼状を欠かさないようにしている。

　そういった細かな心遣いを気に入って、一度取引をしたお客様が新栄ハウジングを知り合いに紹介してくれたり、『いい評判を聞いたから』とウチの会社を指名してくれるお客様も多くなってきた。

　トイレの掃除を終えて、掃除用具入れの前でゴム靴から社内用のパンプスに履き替え、マスクを外していると、うしろからふわりと甘い香りが漂ってきた。

　振り返らなくても、誰かすぐわかる。二課の事務の相楽さんだ。

　私より二歳年下の彼女は、今日もキレイなセミロングの髪を柔らかく巻いたゆるふわヘアに、愛され度満点のピンクのチークと、とろけそうなくらいグロスが塗られたぷるぷるの唇をしている。

　もう完璧に仕上がっているように見えるのに、自分の外見を整えることに余念がない相楽さんは、化粧ポーチを持ってトイレの中に入ってきた。

「おはようございます」

「あ、友野さん、おはようございますー。トイレ掃除ご苦労さまですぅ」

　一オクターブ高い声を出しながら、相楽さんは鏡の前に小さなラメ入りのフェイスパウダーをパタパタとまき散らす。

　そこ、私がピッカピカに磨いたばかりなんですけどね。まぁ、自分が好きでトイレ掃除なんてしてるんだから、誰に汚されようが文句は言わないけど。

「今日も朝から金子さん見ちゃいましたー。いつ見てもカッコイイですよね。いいなぁ、友野さんは毎日金子さんと一緒に仕事できるんですもんね。うらやましい。私も一課に行きたいなぁ。賃貸の二課なんかより一課のほうが自分に合ってると思うけど。人事の係長にもそれとなく異動させてってお願いしてるんですけど、全然効果ないっていうかぁ、使えないっていうかぁ」

　彼女の早口に圧倒される。グロスの塗られたかわいい唇で今日もよくしゃべるなぁなんて、ぼんやりと思う。

　相楽さんは、まつげの角度をミリ単位で調整するように指先でちょんちょんと目元に触れながら、鏡越しにこちらを見る。そして、鏡の中でポカンとしている私を見て、軽く片方の眉だけ引き上げた。

「あ。友野さんはこんな話に興味ないですよねー。エリートの素敵な彼氏と結婚間近なんですもんね」

「えっ？」

　私、結婚間近なの？　知らなかった。ていうか、それはいったいどこ情報なのよ。

「友野さんが会社をやめたら、私が代わりに一課に行けるかもしれないですよね。わぁ、楽しみ！　友野さん、いつ寿退社の予定なんですかー？」

　それ、さり気なく私にさっさと会社をやめろって言ってるでしょ。残念ながら、寿退社の予定なんて、百年先まで入ってないんですけど。勝手に人をやめる方向にもっていかないでもらえませんかね。

「そ、そんな予定なんてないんだけどなぁ」

　ぎこちない笑顔を浮かべながら、私は首を傾げる。

「昨日も、会社が一番忙しい日曜日に休みを取って、彼氏さんとデートだったんですよねぇ？　楽しかったですかぁ？」

「えっと、まぁ……」

　いもしない彼氏のことを聞かれ、頬の辺りが引きつる。

「あ、そろそろ一課の朝礼が始まるから！」

　そう苦しい言い訳をして会話を中断させると、私はトイレから逃げ出した。




　事務所に戻ると、私を見つけた金子さんがにっこりと微笑みかけてきた。

　数十分前のバスでの悪魔の笑みが、ウソのようなさわやかさですね。まぁ、私も人のことを言えませんが。

　金子さんの微笑みに、こわばった愛想笑いを返しながら自分のデスクへ向かう。

「莉央」と、突然親しげに名前で呼ばれ、驚いて足を止めた。

「へ……？」

　今、私のことを『莉央』って、呼んだ？

　すると金子さんはふわりと笑いながら近づき、掃除の邪魔にならないようにうしろで髪をまとめていたシュシュに手を伸ばした。

　背後で髪がほどかれ、胸までの髪がはらりと落ちる。

「おい金子、友野さんに馴なれ馴なれしいぞ」

　めざとく声をかけてきた志賀さんに、私は心の中で全力で同意する。

　そうだ、そうだ。慣れ慣れしいぞ。なに勝手に人を下の名前で呼んでるのよ。しかも、了解もなく女性の髪に触るなんて、失礼だぞ。

「あ、すいません。つい」

　はにかんだ笑顔を見せながら、金子さんはあろうことか他の社員がいる前で、私の肩を抱いてきた。

「えっ、金子さん!?」

　突然肩を抱かれ、驚いて飛び上がる私とは対照的に、金子さんはにっこりと笑って口を開いた。

「俺たち、付き合い始めたので、浮かれちゃって」

　……なにこの、さわやかな交際宣言。ていうか、勝手になんてことを言うのよ！　いくら恋人のフリをするっていったって、わざわざ事務所でこんなふうに宣言しなくてもいいじゃない。

「え、マジで!?」

「だって友野さん、彼氏いるじゃん。昨日の日曜日も彼氏とデートだったんでしょ？」

　遠藤課長と志賀さんが、驚いて身を乗り出してくる。

　そうよ。私はこの週末、海外勤務のエリート彼氏と久しぶりのデートを楽しんでいた設定なんだから。

「莉央、昨日彼氏と別れたんだよな？　前からうまくいってなかったみたいで、いろいろ相談に乗ってるうちに、お互い自然と好きになって付き合うことになったんです」

　キレイな笑顔を浮かべ、ペラペラとウソを並べる金子さんのことを、私は顔を引きつらせて見上げる。

　なに、そのベタな設定。ドラマでも漫画でも見たことあるよ。彼氏がいるのに、親身になって話を聞いてくれるこの人にときめいちゃうなんて、どうしよう。私って悪い女……って、ヒロインが自分に酔っちゃうやつね！

　私、そういう女、大っ嫌いなんですけど。だって、恋人同士の問題なんて当事者ふたりで解決すればいいのに、彼氏とうまくいかないっていう相談を他の男にする時点であざといじゃない。

　それに私は、相談相手に簡単に惚ほれるような尻軽女じゃありませんから。そもそも、私が三次元の男に惚れるなんて、微び粒りゅう子しレベルでもありえませんから！

「そうなんだ！　やるなぁ、金子」

「いいねぇ、社内恋愛。このままふたりが結婚するなら、俺が仲人なこうどやってもいいか？」

　感心する志賀さんの横で、遠藤課長がとんでもなく先走った発言をする。

「いや、金子と友野さんの結婚式なら、部長が仲人をやるって言いだすんじゃないですか？」

「あー、それなら常務もめでたい席が好きだから、しゃしゃり出てきそう」

　課長の言葉を聞いて周りにいた先輩や同僚の営業マンたちも、おもしろがって好き勝手なことを言いだした。

　やめてやめてやめて。結婚なんてありえないから。冗談でも、部長とか常務とか、お偉いさんを巻き込まないで。そんな上まで私たちが付き合ってるという話が回ると、本当に結婚を急せかされそうで怖すぎますから！

　おめでたい話題で勝手に盛り上がる一課の中で、私ひとりだけが青ざめる。

「待ってくださいよ。ようやく昨日から付き合いだしたのに、結婚なんて気が早すぎます」

　金子さんがめずらしくまともなことを言ってくれて、ほっと胸をなで下ろす。

　金子さん、お願いだから、結婚するつもりなんてないと、はっきり宣言しちゃってください！

　私が祈るように見つめていると、その視線に気づいた金子さんが、小さく肩を上げくすりと笑った。

「俺はすぐにでも結婚したいですけど、あんまりプレッシャーかけて莉央に逃げられると困るんで、ほどほどにしてくださいね」

　そう言いながら私の腰に腕を回し、完全無欠の王子様スマイルを浮かべた金子さんが、私のこめかみにちゅっと形のいい唇を押し当てた。

「ファーっ！」

　人生二度目のキス！　しかも公衆の面前で！

　パニックのあまり、うしろに仰のけ反って気が遠くなる。

　倒れていく私の体を金子さんが慌てて抱き寄せると、ちょうどメイクを終えトイレから出てきた相楽さんが、「ぎゃーっ！」と鬼の形相で悲鳴を上げるのが見えた。

　悲鳴を上げたいのは、こっちだって。勘弁して、マジで……。

　金子さんの腕の中、私は混乱しすぎて意識が遠のいていった。




「友野さん、大丈夫？」

　そう言って差し出されたのは、スチール缶に入った温かいココア。

　あぁ……。もう自販機にホットのココアが登場する季節なんですね。最近、肌寒くなってきたもんなぁ。

　そんなふうにぼんやり考えながら受け取ると、目の前の金子さんがほっとしたように笑った。

「突然倒れるからびっくりしたよ」

　そう言われて見渡せば、そこは自動販売機が置いてある休憩所。

　私は壁際に置かれたソファの上で、横になっていた。

「すいません……」

　そうか、私、事務所で倒れてしまったんだ。

　いったいどのくらい気を失っていたんだろうと、頭だけを起こして時計を探す。

　すると私の仕草に気づいた金子さんが、「大丈夫、十分くらいしか経ってないよ」と教えてくれた。

　よかった。何時間も寝込んでいたのかと思った。

　手の中のココアの温かさをじんわりと感じながら体を起こすと、かけてあった膝掛けが滑り落ちそうになる。

　慌てて押さえようとすると、先に金子さんが手を伸ばし、拾い上げた膝掛けを今度は私の肩にそっとかけてくれた。

「寒くない？」

「あ、大丈夫です。ありがとうございます……」

　私を気遣うように顔をのぞき込み、優しく微笑みかけてくれる金子さん。そのキレイな顔を見ながら、少しずつ頭がはっきりしてくる。

　いやいやいや、なに金子さんの優しさにほだされそうになってるのよ。

　私が気を失う原因となったさっきの暴挙を思い出して、怒りが込み上げてくる。

「……ていうか、金子さん。なんですか、さっきのあれは！」

「おっと、素の友野さんが出てきた」

　怒りだした私を見て、金子さんが面白がるように笑う。

「人を二重人格みたいに言わないでください！　そんなことよりも、これはどういうことかちゃんと説明してくださいよ。いきなり交際宣言とか、人前でいきなり、キ、キス、とか……っ！」

「あぁ、まさかこめかみに軽くキスしただけで、卒倒されるとは思わなかった。失神するくらい嬉しかった？」

「そんなわけないでしょ!?」

　誰が金子さんみたいな、外面だけの腹黒男にキスされて喜ぶか！

「海外勤務のエリート彼氏がいて、結婚間近だとか言ってたくせに、本当はキスもしたことのない恋愛経験ゼロの女だったとはなぁ」

　腕を組み、しみじみとつぶやく金子さん。

「ちょっと、それは私が言ったんじゃなくて、勝手に噂されてただけですから！」

　私がムキになって反論すると、金子さんはこちらを向いてニヤリと笑った。

「ちなみに、気を失った友野さんを俺が抱き上げてここまで運んだんだけどさ、二課の前を通ったら女の子たちが絶叫してたよ」

「はぁ!?」

「あの様子だと、俺たちが付き合いだしたって噂も、あっという間に広がるだろうな」

　楽しげに言う金子さんに、私は頭を抱えた。

「最悪……」

「俺と付き合ってるって噂されるのが最悪とは、ひどいな」

　うなだれた私が低い声でつぶやくと、金子さんがそう言って笑った。

　ノンキな口調にカチンときて、思わず顔を上げる。

「最悪ですよ！　金子さんと付き合い始めたなんて噂になったら、絶対に会社の全女子社員から恨まれて、私、呪い殺されちゃいますよ！」

「そんな大げさな」

　ちっとも真面目に人の話を聞かない金子さんに、私はムキになって反論する。

「大げさじゃないです！　私が前から彼氏と金子さんを二股かけてたとか、卑ひ怯きょうな手で金子さんを口く説どいて騙だました性悪女だとか、あることないことでっち上げられて噂されるに決まってます！」

　年に数度早く帰るというだけで、海外勤務のエリートと結婚間近という設定を作られていた私が、今まで女子社員が必死で争奪戦を繰り広げていた金子さんと突然付き合い始めたなんて知られたら、恨みを買わないはずがない。

　私はがっくりと肩を落として頭を抱える。

「別にそんなの気にすんなよ。お前のことがうらやましくてそんな噂が立つんだから、同性に嫉ねたまれて光栄だわって、胸を張って笑ってればいいじゃん。今までだって、ちやほやしてほしくて完璧な女を演じてたんだろ？」

　人の気も知らないで、金子さんは能天気に笑った。

「ふ、ざけないでください……！」

　この人は、私が今までどんな思いで必死に完璧を装ってきたと思ってるのよ。

「今まで、会社で悪目立ちしないように、嫌われたりしないように、必死で取り繕ってきた私の気持ちがわかります!?　素の自分を見せたら、オタクなんて気持ち悪いって、軽蔑されて見下されるだろうから、誰にも必要以上に踏み込まれないように、この五年間、完璧を装って人と距離を置いて仕事してきたのに……」

　絞り出すような声でそう言うと、ニヤニヤと軽薄な笑顔を浮かべていた金子さんの口元から笑みが消えた。

「友野さん……」

「金子さんのせいで、もう台無し」

　感情が高ぶって涙が出そうになる。私はうつむいて歯を食いしばった。

　最低最悪、もうイヤだ。今この瞬間、世界が滅べばいいのに。巨大隕いん石せき、飛んでこい、今すぐ私の頭上に。

「……悪い。俺、自分のことしか考えてなかった」

　そう低い声で謝られ、顔を上げると、神妙な表情でこちらを見つめる金子さんがいた。

「そんなにイヤなら、恋人のフリをするのはやめるか？　もう別れたことにしたい？」

　そう言った金子さんの表情は真剣だった。

「え、いいんですか？」

　予想外の言葉に、私は身を乗り出した。

　やったぁ！　そんな簡単に恋人のフリをやめてもいいなんて、金子さんってけっこうチョロい。正直、恋人のフリなんて厄介なことをいつまでさせられるのか不安だったけど、もうしなくていいなんて、ラッキーだ。やめていいなら、今すぐやめます！

　顔を輝かせた私を見て、金子さんがにっこりと微笑む。

「まぁ、やめたらやめたで、もっとすごい噂が立つだろうけどな」

「は？」

「俺、みんなに散々、友野さんにベタ惚ぼれアピールしてノロケといたから、すぐに別れたなんて聞けば、今度は俺を弄もてあそんで一方的に振ったクソビッチだとか言われるんだろうなぁ。そっちのほうが大変そうだけど、ま、がんばって」

　きょとんとする私に向かって、さわやかな笑顔で恐ろしいことを言う金子さん。

「はぁ!?」

　なにそれ。付き合ってても別れても、どっちにしろ地獄しかないってこと!?

「性悪女かクソビッチなら、どっちがいい？　お前が選べよ」

　キレイな口元を引き上げて、勝ち誇ったように笑う目の前の男に、私は言葉を失った。

　……神様。五万円払うから、今すぐこの男を地球上から抹殺してください。




　よろよろしながら事務所に戻ると、「大丈夫？」と遠藤課長が声をかけてきた。

「すいません。ちょっと寝不足と貧血で」

　もっともらしい言い訳をして頭を下げると、課長の口元がニヤッと緩む。

「そうか、今日は寝不足だよなぁ。昨日から金子と付き合い始めたんだもんなぁ」

「ち……っ！」

　違う違う違う違う！　なんか思いっきり変な想像されてる！

「おっと、これ以上言うと、セクハラでコンプライアンス室行きになっちゃうな」

　思わず目をむいた私を見て、課長はお決まりのジョークを飛ばした。

『金子さんとなんて付き合ってませんから！』と叫びたい気持ちをなんとかこらえる。

　こんなに噂が広まっているのに、『別れた』だの『本当は付き合ってない』だのと言えば、さらに面白がっていろいろと詮索されるだろう。

　ここは不本意だけど、じっと耐え忍ぶしかない。

　フーッ、フーッ、と荒い息を吐きながら精神を落ち着かせ、鉢植えの手入れを始める。

　この営業所の中でもとりわけ高額な物件を扱うこのフロアには、高価な観葉植物や胡こ蝶ちょう蘭らんが並んでおり、霧吹きと布巾を手に持ち、葉を一枚一枚拭いていく。

　せっかくフロアにゴミひとつ落ちていなくても、植物が枯れていたりホコリがたまったりしていたら台無しだ。それに、葉をキレイに拭いてきちんと手をかけてあげれば、その分植物が元気になっていくのがわかる。

　自分が世話した緑が色鮮やかに育っていくのを見ると、心が穏やかになる。

　一つひとつの鉢植えの様子を見ながら、こっちはもう少し日当たりのいい場所に移そうかなとか、そろそろ液体肥料をあげなきゃな、なんて考えていると、背後から視線を感じた。

　イヤな予感がして恐る恐る振り返ると、そこにいたのはやっぱり金子さん。

「金子さん、どうかしました？」

「いや、花のお世話をする姿もいいなぁと思って」

　外面バージョンの王子様スマイルでそう言われ、思いきり顔が引きつる。

「……ありがとうございます」

　こんなさわやかな顔をしてるけど、腹の中は真っ黒の性悪男だって、みんなに言いふらしてやりたい！　でもそんなことをしたら、もれなく私の本性も暴露されるだろうから言えないけど。

「十時にマンションの売却希望のお客様が来るから、お茶出しをお願いできる？」

　くだらない雑談かと思っていたのに、急に仕事の話を始めた金子さんに、私は慌てて背筋を伸ばす。

「はい。現地で商談ではなく、事務所に来られるんですね」

「まだそこで暮らしてるから、あちこちの不動産屋に部屋を見られるのは抵抗があって、机上査定で条件のよさそうな会社に絞りたいらしいよ」

「わかりました」

　金子さんの言葉にうなずいた。

　ということは、依頼主は単身ではなく家族がいるのかな。もしかしたら、お子さんも。

　売ろうとしている分譲マンションの大体の査定額を知ってから、次に住む物件の目星をつけたいとなれば、住んでいる状態で内覧をしてもらうことになる。

　しかし業者とはいえ赤の他人に、水回りから収納まで細かくチェックされるのをためらってしまうケースは多い。自分の生活の場をのぞかれる相手は、できるだけ少ないほうがいいに決まっている。

　そんな私の想像どおり、事務所にやってきたのは家族連れだった。

　三十代の夫婦と、幼稚園児くらいの男の子。

　すりガラスのパーテーションで区切られた応接セットに通し、金子さんに声をかける。

　コーヒーと、男の子のためにオレンジジュースとお菓子を用意して応接セットへ行くと、どこかギスギスした不穏な空気が漂っていた。

　めずらしい。人当たりがよく口のうまい金子さんの商談の席で、こんな空気になるなんて。

　そう思いながら、邪魔にならないようにお茶出しをする。

「せっかく思いきってマンションを買ったのに、こんなにすぐ売ることになるなんて。しかも買ったときからこんなに価格が下がるなら、最初から買わなきゃよかった！」

「お前、そんなことを今さら言ったって、しょうがないだろ」

　感情を隠しきれず不満を漏らし始めた奥さんと、それをたしなめるように低い声を出す旦那さん。

「誰のせいでこうなったと思ってるのよ！」

　ふたりの様子から、離婚が原因で家を手放すことになったのかなと察してしまう。

「すいません」

　声を荒らげた奥さんに、旦那さんは諦めたようにため息をついて、彼女ではなく金子さんに向かって頭を下げた。

「いえ、実際に査定の金額を知って、いろいろ割り切れなくなるお客様も多いんですよ。お気になさらず、思ったことをすべて言ってもらえたほうが、私もいろいろとご相談にのれると思います」

　穏やかな笑みを浮かべたまま、なんでもないことのように受け止める金子さん。

　さすがだなと思いながら、私は邪魔にならないタイミングで男の子にお菓子を差し出す。

「よかったら、これどうぞ」

　そう言って小さな袋に詰めたお菓子を渡すと、男の子は「ありがとう」と小さな声で言って受け取ってくれた。

　袋をしばる青いリボンを見て嬉しそうに笑いながら、お母さんの隣にちょこんとおとなしく座る男の子。

　かわいい子だな。この子は、両親が離婚することを理解しているんだろうか。

　そんなことを考えて、なんだか切なくなる。

「もしよかったら、お姉さんとあっちに行ってる？」

　思わずそう声をかけると、男の子はきょとんとして私の顔を見上げた。

「小さなお客さんが来たときに渡せるように、こうやってお菓子を袋に詰めて用意してるんだけど、もしよかったらそのお手伝いをしてもらえないかな？」

　男の子は嬉しそうに勢いよく首を縦に振ったあと、隣に座る母親の顔を見る。

「お手伝いしてもらってもいいですか？」

　男の子の代わりに私から母親に尋ねると、「いいですけど」と、少しほっとしたようにうなずいた。正直、子供の前でお金や離婚の話はしづらかったのかもしれない。

　男の子の手を引いて応接セットを離れると、金子さんが視線だけで微かに笑いかけてきた。『助かった、ありがとう』とでも伝えたいのだろう。

　だけど、さわやかな流し目のアイコンタクトが様さまになりすぎてて、なんだかちょっとムッとした。




　事務所の私のデスクの上には、たくさん並んだお菓子と袋。

　大きな袋で買った飴あめやチョコやクッキーを、かわいらしい袋に小分けに入れてリボンを結んでいく。

「拓たく斗とくん、リボン結び上手だね！」

「お姉さんがヘタクソなんだよ。さっきのも縦結びになってたよ」

　お菓子の袋詰めをしていた男の子は、イヒヒと歯を見せて笑った。

「バレた？　実はお姉さん、リボン結びが苦手なんだよね」

「しょうがないなぁ。僕がやり方教えてあげるよ」

　こんな幼い男の子に『しょうがない』なんてあきれられて、こんなにキュンとするとは思わなかったよ。なんだか私、新しいジャンルに開眼しそうなんですけど。

「本当？　拓斗くんが教えてくれるの？」

「僕もママに教えてもらったんだよ」

　自慢げに胸を張る拓斗くんがかわいすぎて、必死に奥歯を食いしばる。

　少し舌っ足らずな口調とか、小さな手のひらとか、柔らかそうな頬とか、無邪気な表情とか。いちいち愛らしくて、天使に見える……！

　萌えたぎる心を理性で押し殺しながら拓斗くんを見ていると、リボン結びをしていた小さな手が不意に止まった。

「拓斗くん？」

　どうしたんだろうと、顔をのぞき込むと……。

「パパとママ、離婚しちゃうの、僕のせいかなぁ」

　拓斗くんは自分の膝小僧を見下ろしながらぽつりと言った。

「そんなこと……」

「僕ね、男の子のくせに、本を読んだりおうちの中で遊ぶのが好きで、パパにいつも『男らしくない』って言われてたんだ。『男ならもっと、外でボール遊びしたり木登りしたりしろ』って。でもママは、『まだ小さいのに木登りなんて危ない遊びをさせないで』って、いつも口ゲンカになるんだ」

　うつむいたまま言う拓斗くんに、ぎゅっと胸が締めつけられた。

　こんなに小さくても、両親が離婚することを理解しているんだ。そしてその原因を自分なりに考えているんだ。

「そっか。パパもママも、拓斗くんのことが大好きなんだね」

「え……？」

　私の言葉に拓人くんは顔を上げ、パチパチと瞬きをした。

「ふたりとも拓斗くんが大好きで大切だから、ときどきケンカしちゃうんだよ」

「そうなの？」

「うん。だからパパとママが離婚しちゃったとしても、それは拓斗くんのせいじゃないし、離れて暮らすことになっても、ふたりとも拓斗くんが大好きなのは変わらないよ」

　安心させるようにゆっくりとした口調で言って笑いかける。

「本当に？」

「本当に」

　私が力いっぱいうなずくと、拓斗くんはほっとしたように笑った。

「じゃあ、お菓子を詰めるお仕事も終わったし、次はお絵かきして遊ぼうか」

「うん！　僕、お絵かきも好きだよ」

「本当？　お姉さんも得意なんだよ」

「リボン結びはヘタクソだけど？」

「拓斗くん、けっこう意地悪だよね」

　私がふてくされて頬を膨らませると、「ごめんね、お姉さん」と小さな手で頭をなでなでしてくれた。

　拓斗くんの無邪気な笑顔が尊すぎて、お姉さんはもう泣きそうです……。

　それから私たちは、デスクにあった色とりどりのボールペンでコピー用紙にお絵かきをしたり、描いた絵を見ながらお話をしたりと、ご両親が商談をしている時間をふたりで楽しく過ごした。




「じゃあねー！　お姉さん、また遊んでねー！」

　母親と手を繋いで歩きながら、何度もこちらを振り返ってそう叫ぶ拓斗くんに、キュンと胸が締めつけられる。

　その小さな手の中には、私が描いてあげたアニメの絵があった。

　お絵かきの途中で、なんとなく描いてあげた絵をすごく喜んでくれて、『持って帰ってもいい？』と大切に折りたたんでいた姿を思い出し、涙が溢れそうになる。

　あぁ、離れるのが寂しい。なんだろう、この胸の切なさは。これが母性本能なのかな。

　子守りという名目で拓斗くんの遊び相手になっていた私は、すっかり彼の虜とりこになっていた。

「お前、なに涙ぐんでんの？」

　切なさを噛みしめて拓斗くんのことを見送っていると、うしろから声をかけられた。

「ごめんなさい。ちょっと、拓斗くんがかわいすぎて」

　あきれる金子さんに、慌てて目尻をぬぐいながらかぶりを振る。

「彼氏がいるのに他の男に夢中なんて、妬やけるな」

「な……っ！」

　耳元で低く囁かれ、思わず飛び上がった。

　彼氏といってもフリだけだし、子供相手に嫉妬するなんて大人げなさすぎるし。いろいろ突っ込むところが多すぎだ。

　そう思って金子さんの顔を見上げると、意地の悪い微笑み。

　拓斗くん一家の姿を見送った途端、人をからかってくるなんて本当にいけすかない男だ。

　膨れっ面で睨むと、金子さんは小さく笑ってぽんと私の肩を叩いた。そして私に背を向けて、一課の事務所の中へと入っていく。

「商談は、どうでした？」

「ぼちぼちだな。今年の初めにできたばかりのマンションで、物件自体は悪くない。だけど子供もいるし、実際の使い方次第でコンディションが悪ければ、もうちょっと値が落ちるかもしれないってのは伝えてある」

　隣に並んで歩きながら話していると、金子さんの表情が、仕事中に見せる真面目なものに戻っていた。

「拓斗くん、あんまり乱暴な子じゃないし、そんなに傷み具合を心配することはないと思いますけど」

「そっか。じゃあ、ウチに任せてくれるといいんだけどな」

　私の言葉にうなずいた金子さんは、そう言いながら、自分のデスクのパソコンで近隣の物件の価格帯をチェックする。

　学校もスーパーも近く、立地条件もよさそうだ。

「今年マンションを買ったばかりなのに、もう売るなんて。拓斗くんのご両親、本当に離婚しちゃうんですかね」

　拓斗くんの寂しそうな顔を思い出して、複雑な気持ちになる。

　パソコンの画面をぼんやりと眺めながら言うと、金子さんが横でため息をついた。

「まぁ、そうだろうね。離婚の財産分与のために売却するって雰囲気だから、本格的な査定が出れば、引っ越して離れて暮らすんだろうな」

「……そのマンション、売れなきゃいいのに」

　そうしたら、あの家族はバラバラにならず、ずっと一緒に暮らしていけるのに。

「友野さん。それ、本気で言ってる？」

　私がぽつりとこぼした言葉に、金子さんの声が低くなった。

「えっと……」

　私、なにか変なことを言ってしまったかな。

　不機嫌そうな声色に、戸惑いながら金子さんの顔を見る。

「これは仕事で、俺たちは不動産のプロだ。売却したいという依頼があれば、どんな事情があろうと売るのは当然だろ？　その手数料をもらって成り立ってる仕事なんだから。私情を挟んでどうすんだよ」

　金子さんは、真剣な表情で私のことを見ていた。

「それは、わかってますけど……」

　思わずうつむいた私に、金子さんはあきれたようにため息をつき、事務所から出ていった。

　うつむいた視線の先には、拓斗くんが描いた家族の絵。

　パパとママと手を繋ぎ、大きな口を開けて笑う拓斗くんが真ん中にいる絵を見て、どうしようもなく泣きたくなった。










私が婚活できない理由




　金子さんが事務所で電撃交際宣言をしてから約一週間が過ぎて、予想どおり私は、すっかり社内の女子の嫌われ者になっていた。

　私がずっと前から遠距離の彼氏と金子さんを二股にかけていただの、上司にも色目を使って社内で男漁りばっかりしているだの、根拠のない噂はあっという間に広がった。最終的に、金子さんが悪い女に騙されてかわいそうだと同情され、私は完全に悪者になっていた。

　まぁ、もともと好かれていたわけじゃないし、一緒にお昼を食べるような友達がいたわけでもない。変わったことといえば、すれ違いざまにヒソヒソと陰口をたたかれたり、悪意がこもった視線で睨まれたりするくらい。

　実害があるわけじゃないから、気にしなければいいだけの話だ。

　ビッチ、男好き、悪女……。

　そんな根拠もない悪口、中学時代から同級生たちにオタクだとからかわれていた私にとっては、どうってことない。陰口なんて相手にしたほうが負けだ。

　そう自分に言い聞かせながらも、休憩室でお弁当を広げ、ため息をついてしまう。

　あー、なんかもう、食欲がない。

　多少つついただけで、ほとんど中身の減っていないお弁当箱の蓋ふたを閉め、飲み干したお茶のペットボトルを持って立ち上がる。

　設置されたゴミ箱にペットボトルを入れようとして、中にアルミ缶が交じっているのに気がついた。

　誰かが適当に突っ込んだんだ。すぐ横にアルミ缶用のゴミ箱があるのに、だらしないなぁ。まだ休憩時間はたっぷり残っているし、ちゃんと仕分けしようかな。

　そう思い、腕まくりをしてゴミ箱の蓋を開ける。

　すると、その様子を見た他部署の事務の女の子ふたり組が、ヒソヒソと話しているのが聞こえてきた。

「なにあれ。また友野さん、イイ人アピールしてむかつく」

「清掃のおばちゃんが来るのに、わざわざゴミの仕分けをするって偽善っぽいよね」

「どうせ、私はよく気の利くいい女ですよーって、社内の男に見せつけたいんでしょ？」

「さすが男好き。普通、男にモテたいからって、そんなことまでしないよねー」

　小さな囁きのはずなのに、悪意のこもった言葉はどうしてこんなにハッキリと聞こえてしまうんだろう。

　でも中断するのも癪しゃくで、ムキになってゴミの仕分けをしていると……。

「偽善とは違うんじゃない？」

　休憩室の入り口の方からそんな言葉が飛んできた。

　わざわざ振り返らなくても、声だけで誰かなんてすぐにわかる。少し低くて甘い、意地悪な声。

「わ、金子さん……」

　休憩室に入ってきたその人に、女の子たちが慌てだした。

　私はゴミ箱の前でかがんでいた体を起こし、近づいてくる靴音の主を振り返る。

「友野さんのしていることは偽善じゃないし、なにもしないで見てるだけのヤツに非難される筋合いもないと思うけど？」

　口元に笑顔を浮かべながら、でも冷めた視線で女の子たちを見る金子さん。

　憧れのイケメンに冷たい目で見られ、ふてくされた女の子たちは顔を見合わせ無言でその場を去っていった。

　表面上はいつも穏やかな金子さんが、女の子にあんな冷たい言い方するなんてめずらしい。

「金子さん。さわやか王子の皮がはがれかけてますよ」

　金子さんにかばってもらえたのが嬉しい。でも素直に喜ぶのはなんだか恥ずかしくて、わざとぶっきらぼうな口調で言った。

「自分の彼女が苛いじめられてるんだから、守ってもいいだろ」

　そんなクサいセリフを恥ずかしげもなく言ってしまう金子さんが、なんだか憎らしい。

「別に、苛められてませんけど」

「そう？」

　金子さんは首を傾げて笑いながら、自動販売機でカフェオレを買う。

　へぇ、金子さんって、カフェオレが好きなんだ。知らなかった。事務所でコーヒーを出すときはいつもブラックだったけど、今度から砂糖とミルクも出してあげようかな。

　ゴミを仕分けながらそんなふうに思っていると、買ったばかりのカフェオレが私の目の前に差し出された。

「はい、やる」

「え、いらないです」

「なんで？」

「さっきお茶を飲んだばかりなんで、喉渇いてないです」

「……かわいくねぇ。せっかく、ご褒美あげようと思ったのに」

　金子さんはそう言いながら、少しふてくされたような顔をする。

「ご褒美？」

　なにかご褒美をもらうようなこと、した覚えはないけど。

　ずっと差し出されたままのカフェオレを、仕方なく受け取りながら首を傾げる。

「お前って、誰に頼まれたわけでもないのに、自分から朝早く出社してトイレ掃除したり、まめに花の世話をしたり、ゴミをちゃんと分別したり。そういう見えない部分をすごく真面目にやるよな。人の見てないところで自然とそういうことができるのって、すごいと思うよ。トイレにこもってメイク直しばっかりしてる女子に、見習えって言ってやりたい」

　金子さんに優しく微笑まれ、なんだか居心地が悪くなる。

「別に、誰かのためにやってるんじゃなく、自分のためなんで」

「自分のため？　潔癖なのか？」

　動揺を悟られたくなくてツンとすまして言うと、金子さんが驚きながら聞いてきた。

「いや、むしろズボラなほうですけど。徳を積んでいるんです」

「は？　徳？」

「いい行いをすると、運気が上がるって言うじゃないですか」

「なんだそれ。いい行いって、修行僧かよ」

　ポカンとする金子さんに、私は苦笑いしながら続ける。

「くじで推しキャラのグッズを自力で引き当てられるように、運を上げておきたいんですよ」

「くじ？　推しキャラ？」

「一番くじとか、みんなのくじとか知りません？　本屋さんとかコンビニのレジのところに置いてあるやつですよ。あれで、好きなアニメのキャラクターのキーホルダーとフィギュアが欲しいんです。キーホルダーはまだなんとかなりそうですけど、フィギュアはかなり確率が低いので、いいことをして徳を積まないとゲットできないじゃないですか」

　私が真顔で言うと、金子さんは困惑したように首を傾げて唸うなった。

「お前、ホント意味わかんねぇ。高尚な話かと思ったら、煩悩にまみれてんな」

「ほっといてください」

　ぷいっと顔を逸らすと、金子さんは面白がるように私の顔をのぞき込んでくる。

「ちなみにその好きなキャラってどんなの？」

「秘密です」

「ふーん。教えてくれないんだ？」

　そう言いながら金子さんはスーツのポケットからＵＳＢメモリを出して、私の目の前で左右に振った。

「ちょっとそれ、なに持ち歩いてるんですか!?」

　恐ろしい物を取り出され、私は目を見開いて叫ぶ。

「んー、たまたまポケットに入ってただけだよ」

　涼しい顔で言う金子さん。

　たまたまなわけない。絶対、私をからかって面白がってる。

「返してくださいよ！　約束どおり、ちゃんと恋人のフリをしてるんだから！」

「お前、俺に恋人らしいことなんかしたっけ？」

「……うっ」

　図星をつかれて、言葉に詰まる。

　確かに、一方的に恋人宣言されただけで、金子さんの恋人らしいことなんてひとつもしてなかったかも。

「返してほしかったら、恋人らしくかわいくおねだりしてみろよ」

　不遜な笑みを浮かべ、とんでもない無茶ぶりをする性悪男。

　生まれてから二十七年間、一度も恋をしたことがない私に、恋人らしくかわいくおねだりなんてできるはずもない。どうしろっていうのよ、いったい。

　ギリギリと歯ぎしりしながら、髪をかきむしる。

　そんな様子を楽しげに眺める金子さんと向かい合い、私はゆっくりと息を吸い込んだ。

　金子さんのスーツの袖を指先できゅっと掴み、困ったように少し眉を下げる。背の高い金子さんを見上げ、上目遣いで小首を傾げ、うるんだ瞳で瞬き……。

「金子さん、お願い。それが欲しいの……」

　昨夜読んだ大好きなＢＬ漫画の、意地悪な彼氏におねだりするけなげな主人公のセリフをそのまま引用した。

『これでどうよ！』と、こてんと首を傾げたまま上目使いで金子さんの顔を見つめ続けると、長い腕がこちらに伸びてきた。

「わ……っ」

　大きな手のひらに視界が覆われる。びっくりして声を漏らした次の瞬間……。

「いっ、痛い痛い痛い痛い痛いっ!!」

　完璧に決まったアイアンクローに絶叫した。

「お前、あざとすぎる。むかつく」

　金子さんは不機嫌そうに顔をしかめる。

「金子さんがおねだりしろって言ったんでしょ！」

　私が必死に逃れようともがきながら反論すると、金子さんは額を掴んだ指にさらに力を込める。

「それにしても、反則だろ」

「意味わかんない！　ていうか、マジで痛い！　ギブギブギブギブッ!!」

　叫びながら高速タップを繰り返し、ようやく解放されたときには、私はもう息も絶え絶えだった。

　床にへたり込み肩で息をする私を見て、金子さんがなにかを思い出したように「あ」と声を上げる。

「そういえば明日、内覧の依頼が入ってるから、予定が空いてるなら同行してもらえないか？　俺がひとりで行くより、お前もいたほうが都合がいい」

「あ、はい……」

　いきなり仕事モードに戻られて、私は呆ぼう然ぜんとしながら痛むこめかみを押さえ、うなずいた。




「ここですね」

　社用車の助手席から、一軒家の外観を眺める。

　白い塀に囲まれた、庭のある二階建ての家。クリーム色の外壁と庭の大きな木の緑とのコントラストが鮮やかな、明るい雰囲気の家だった。

「静かないい住宅街だな。大きな通りにも面してないから、周りの交通量も少なそうだし」

　金子さんは辺りの様子を眺めながらつぶやく。

「でも、早朝は道路沿いに何台か路駐があるのが気になりました。たぶん角のアパートに住んでいる人の車だと思うんですけど、トラブルにならないように、売り出す前に一度アパートの管理会社に確認をしたほうがいいかもしれません」

「お前、この辺に住んでんの？」

　不思議そうにこちらを見る金子さんに、私は首を振りながら近くのコンビニを指差す。

「今日の早朝、くじを引きにあそこのコンビニに来たので、ついでに内覧するおうちの周辺をチェックしたんです」

「早朝？」

「昨日言ってたくじ、今日の早朝から発売開始だったんですよ。競争率が高いコンビニだと、発売と同時になくなったりするんですけど、ここのコンビニは穴場なので、朝の五時に行ってもちゃんと残ってました」

　そう言って、胸を張る。

　お目当てのくじは、今一番はまっている少年漫画が原作のスポーツ青春アニメ。

　今朝はくじを十回引いて、お気に入りのキャラのフィギュアはゲットできなかったけれど、キーホルダーは手に入れられたから、とりあえずはよしとしよう。

　本当はＡ賞のフィギュアが出るまで引き続けたかったけど、ひとり暮らしの独身会社員の予算の都合上、仕方ない。

「お前、くじのために、出社前にわざわざこんなとこまできたのかよ」

　金子さんはうんざりした顔で言う。

「そうですけど？」

「相変わらず、意味わかんねぇな」

「別にわかってもらいたくないんで、ほっといてください」

　そう言いながら、道路に落ちていたゴミが目につく。

　あぁ、すごい気になる。拾いたい。でもこのあと内覧に行くから、ゴミを持ったままお邪魔するわけにはいかないし、あとで帰るときに拾おう。

　私はそう心に決める。

「お前、またゴミを拾って、徳を積もうとか考えてんのか？」

　じっとゴミを見つめる私に気づいた金子さんが、あきれたように言った。

「悪いですか？」

「くじ、欲しいの出なかったんだ？」

「キーホルダーは出ましたけど、Ａ賞のフィギュアはゲットできずじまいでした。もうちょっと徳を積んで再チャレンジします」

　ぐっと右手を握りしめ、絶対手に入れてやるんだと誓うように言う。

　そうやって、『もう一回』『あと一回だけ』と言っているうちに、給料日前にピンチになって泣くことになるんだけど。

『でも必ず迎えにいくから、それまで待っててね！』と、くじの置いてあるコンビニを見つめて心の中で叫ぶ。

　そんな私を見て、金子さんは小さく笑った。




　約束の時間ぴったりにインターホンを押す。

「新栄ハウジングの金子と申します」

　玄関先で、完全無欠のさわやか王子様スマイルを浮かべながら名刺を差し出した金子さんに続き、「営業アシスタントの友野と申します」と私も名刺を取り出す。

「あ、お待ちしてました。えっと、中にどうぞ」

　金子さんの微笑みに気け圧おされ気味の家主の女性に「失礼します」と丁寧に頭を下げ、靴を揃そろえてお邪魔する。

　依頼主の西にし村むらさんは、三十代前半の女性。控え目な雰囲気に、胸元まで伸ばしたキレイな髪が印象的な和風美人で、『いい奥さんになりそう』なんて男性から好かれそうなタイプだった。

　査定を依頼された一軒家は少し古めの築三十五年だけど、変に凝ったところのないシンプルな間取りのせいか、そんなに古さは気にならない。

　壁に開いた画が鋲びょうの穴や、柱の傷。時計がかかっていただろう場所だけうっすらと白い跡を残す、日に焼けた壁紙。合板ではない立派な無む垢く材ざいのフローリングの木目は、動線を示すように、よく歩くところが微かに薄くなっていた。

　リビングの掃出し窓の向こうには、程よい広さの庭もある。キレイに生え揃った芝生に大きな柿の木が一本あるだけの庭は、細かな手入れも必要ないだろうし、使い勝手もよさそうだ。

　しっかりとした生活感を残しながら、それが不快ではない、気持ちのいい家だった。

「キレイにお使いですね。さっそく拝見してもよろしいですか？」

「あ、はい。どうぞ」

　イケメンオーラ全開の金子さんに話しかけられるたびに、依頼主の西村さんがわずかだけど飛び上がる。

　わかる。わかるよ、その気持ち。

　女子のすべてがイケメン好きというわけじゃない。非の打ちどころのない王子様はうさんくさくて苦手だという人種も、もちろんいる。

　きっと金子さんは電話での打ち合わせでそのことをなんとなく察して、私に同行させたんだろう。まったく、憎らしいくらい完璧な男だ。

　そう思いながら、部屋の中を査定する金子さんのうしろ姿を眺める。

「風通しがよくて、とても気持ちのいい家ですね」

　私が話しかけると、西村さんはほっとしたように笑い返してくれた。

　白い頬が少し恥ずかしそうに上気していて、年上なのにかわいらしい人だなと思ってしまう。

「ありがとうございます。生まれ育った実家なんですけど、両親が体を壊して介護サービス付きのマンションに引っ越してしまったんです。私はひとり暮らしをしていて、とても管理できなくなって」

「一軒家は人がいないと傷んでしまいますしね」

「そうなんですよね。手放すのは少し寂しいんですが、このまま空にしておくのももったいないし」

　西村さんは大切な思い出をなぞるように、家の壁や床、使い込まれた扉なんかを順番に眺めながらそう言った。

「この家もひとりぼっちでいるより、誰かが住んでくれたほうが、きっと嬉しいと思いますよ」

　キッチン脇の立派な柱にうっすらと背比べの跡の残る木目をなでながら言うと、くすりと笑われた。

「不動産屋さんって、家の気持ちもわかっちゃうんですか？」

「あ、すいません。変なことを言って」

　慌てて柱から手を離し、ぺこりと頭を下げる。

　仕事中だというのに、この家の持つ温かい雰囲気に、つい気が緩んでしまった。

「いえ、せっかく思い出の詰まった家を売るなら、そうやって家の気持ちまで考えてくれるような人にお任せしたいなと思っちゃいました」

　西村さんはそう言って小さく笑う。

「ありがとうございます。もし我が社に任せていただけるのでしたら、少しでもいい買い手が見つかるようにがんばります」

　私はもう一度頭を下げたあと、リビングから庭を眺めた。

　西向きの窓にはこの時間、直接光が届かないけれど、庭に面して立てられた白い大きな塀が陽の光を反射して、庭を明るく照らしていた。




「いいお家でしたね」

　私が助手席で感想を述べると、ハンドルを握る金子さんも同意するようにうなずいた。

「そうだな、立地条件はイマイチだけど間取りがいい。築年数的には取り壊しもあるだろうけど、あの間取りならある程度リフォームしてから売るか、現状のまま買い手を見つけて委ねるのもいいか……」

　金子さんは頭の中で売り出す戦略を練っているんだろう。車を運転しながら小さく唸うなる。

「私は現状のままのほうが好きです」

　思わずそうつぶやくと、金子さんが横目でこちらを見た。

「あ、別に変えてほしくないって言ってるわけじゃないですよ！　買った人が住みやすいことが一番大切だってわかってます」

　私は慌てて首を横に振る。

「じゃあ、なんだよ」

「母からよく言われてたんです。笑い声を聞いてきた柱は軟らかく温かくなるし、怒ど鳴なり声ばかりを聞いてきた柱は硬くて冷たくなるって」

「なんだ、それ」

「ウチの実家、田舎で林業をやってるんですよ。木は切られて建材になってからも呼吸をするから、温かい家族の住む家の柱は、その家庭の温かい空気を吸っていつまでも優しく家を守ってくれるって、よく言ってました。ウソかホントかわからないですけど」

　私がそう言うと、金子さんは小さく肩を上げこちらを見た。話の続きを促すように目配せされ、私はうなずいて口を開く。

「この仕事をするようになって、どんなに高級なマンションでも淀よどんだ空気の部屋ってあるし、逆に日当たりが悪いはずなのにどこか居心地のいい部屋もあることに気づいたんです。それは、今まで住んでいた主あるじの気配を、壁や柱が覚えているのかもしれません。母が言っていたのは、こういうことなのかなって」

『いい歳して、なに夢見がちなことを言ってるんだ』とバカにされるかと思ったけれど、金子さんは少しも笑うことなく、静かにうなずいた。

「……あぁ、わかるな、なんとなく。一歩部屋に入っただけで、気持ちが沈むような家も確かにある。そういう家はどんなに条件がよくても、なかなか買い手がつかなくて、どんどん値が下がったりするんだよな」

「今回の家は、その逆ですよね。どことなく穏やかな気分にしてくれる。だから、あのままの空気を気に入ってくれる買い手を見つけてあげたいなって」

　私は力を込めてそう言う。

　せっかく西村さん一家が大切にしてきた素敵な家なのに、取り壊したり、面影がなくなったりするようなリフォームをするのはもったいない。

「……お前、仕事に私情を挟みすぎ」

　金子さんは運転しながら、私を咎とがめるような視線を投げる。

「すいません」

　やっぱり怒られたか……と肩をすくめると、ぽんと頭を叩かれた。

　一瞬だけ触れた手は、すぐにハンドルを握り直す。

　三次元の男に頭を叩かれるなんて、とても腹立たしいことなのに、なぜかその手のぬくもりを心地いいと感じてしまう。

　きっと寝不足で疲れてるんだな。今日はくじのために早起きしたから、さすがにちょっと眠い。

　助手席であくびを噛み殺していると、「ちょっとコンビニに寄っていいか？」と金子さんが声をかけてきた。

「いいですよ。私、車の中で待ってます」

「ん」

　金子さんは慣れた様子でコンビニの駐車場に車を停め、シートベルトを外す。その姿を見送りながら、私は少しだけシートを倒して目をつぶった。

　それにしても、今日見せてもらった家は、いい空気の家だったな。リビングからもキッチンからも見える、白い塀に囲まれた庭もちょうどいい。あんな家で育ったら、きっと子供はのびのび過ごせるだろうなぁ。

　できれば、あの家に次に住むのは元気な男の子がいい。お庭で犬なんて飼っちゃって、芝生の上で転げ回るの。

　なんて、勝手な妄想をしていると、ガチャリとドアの開く音がした。

「お前、車の中で無防備に寝んなよ」

　うっすらと目を開けると、不機嫌な顔をした金子さんがこちらを見下ろしていた。

「ちゃんとドアロックしてましたよ」

　社用車の中には個人の貴重品はもちろん、お客様の個人情報が入った書類も乗っている。ドアを開けたまま寝るなんて不用心なことをするわけがない。

　私がそう主張すると、金子さんは眉間にシワを寄せた。

「じゃなくて、外から寝顔が丸見えだろ」

「私、そんなに寝顔汚いですか？」

　ヨダレでも垂らしていただろうかと、慌てて袖で口元を拭うと、大きなため息をつかれた。

　ぽいっとミルクティーのペットボトルを投げ渡され、驚きつつも慌てて受け取る。

「あ、ありがとうございます」

　さすが、外面王子。普通のペットボトルではなく、女の子の喜びそうな、かわいいプリンセスのデザインボトルを選ぶあたり、女の子におごり慣れているんだろうなと思ってしまう。

「お金、払います」

　足元に置いたバッグから財布を出そうとすると、金子さんが首を横に振った。

「別にいい」

　そう言いながら、金子さんは買ってきた缶コーヒーをひと口飲む。

「あと、これ」

　ついでのようにぶっきらぼうに言って、なにかの箱が入ったビニール袋を私の膝の上に置いた。

「なんですか？」

　袋の中をのぞいていいのかわからなくて、膝の上に置いたまま聞くと、金子さんは素っ気なく言った。

「内覧に付き合ってくれた、礼」

「礼？」

　礼もなにも、仕事なんだから気にすることないのに。

　そう思いながら、ビニール袋の中をのぞくと……。

「ぎゃぁーっ!!」

「うるせぇ。車の中で突然叫ぶな！」

　悲鳴を上げた私に、金子さんが大声で怒鳴る。

　コンビニの店員さんが何事かと駐車場に出てくるほどの大騒ぎだ。

「だって、だってこれ、どうして……っ！」

　驚きのあまり涙を流しながら、金子さんがくれた箱を胸に抱きしめる。

　中に入っていたのは、私が大好きなスポーツ青春アニメのくじの、欲しくて欲しくて仕方なかった、Ａ賞のフィギュアだった。

「ほしかったのって、それか？」

「これです、これです！　金子さん、どうして!?」

　興味なさげに聞いてきた金子さんに、私は全力でうなずく。

「レジの前にあったから、なんとなく引いてみた」

「い、一発でＡ賞当てたんですか!?　なんて徳の高いお人なんですか！　腹黒のくせに！　外面だけ王子のくせに!!」

「てめぇ、返してくるぞ、それ」

　舌打ちをしながらフィギュアを奪おうと手を伸ばしてきた金子さんに、私は慌てて箱を抱きしめ死守する。

「うわ、ダメです。ごめんなさい！　ありがとうございます!!」

　感謝の言葉を口にしながら、意地でも箱を離そうとしない私に、金子さんは大きなため息をついた。

「くじを引いたら『Ａ賞です！　おめでとうございます!!』って店中の店員にすげーテンションで祝われて、恥ずかしかったんだからな」

　ハンドルの上に添えた右手に額をつけ、疲れきったように愚痴をこぼす金子さん。

　その様子を想像して、思わず笑ってしまう。

「腹黒王子がアニメのくじを引いて盛大に祝われるって、なんだかシュールですね」

「やっぱり、店に返してくる」

　笑われたのが気に障ったのか、金子さんがまた私のフィギュアを奪おうとしてくる。

「うわぁ！　ごめんなさいごめんなさい！　金子さん、大好きです！　愛してます!!」

「お前なぁ……」

　フィギュアの入った箱を抱きしめて離さない私を見て、金子さんはあきれたようにため息をついた。

「まぁ、いいや」

　なんか疲れた、とつぶやきながら、金子さんはコンビニで買ってきた煙草の箱を開け、火をつける。

　金子さん、煙草吸うんだ。事務所では吸わないから、知らなかった。

　そう思いながら、改めてＡ賞のフィギュアに見とれる。

　はぁ、素敵。この表情、髪形、首筋のライン。スポーツマンらしく逞たくましい胸筋と肩、引き締まった腰回りに、きゅっと細い足首。ユニフォームのシワとか、ふくらはぎの筋とか、手の甲とか……。もう、なんという造形美！　あぁ、嬉しすぎて鼻血が出そう……。

「開けないのか？」

　じっと箱の外からフィギュアを凝視する私に、金子さんが不思議そうに首を傾げた。

「ちゃんとお部屋で身を清めて、手をアルコール除菌してから開けますよ。こんな社用車の中で、しかも煙草を吸って有害な煙をまき散らしてる人の隣でなんて開けません」

　フィギュアに見とれたままそう言うと、横から冷たい視線を感じた。

「てめぇ、感謝の気持ちゼロだな」

「ひぃ……。感謝してます！　本当に！」

　煙草をくわえた金子さんにギロリと睨まれ、縮み上がる。

「まぁ、いいけど。でも、そんな人形どうすんだよ」

「どうするって、上から前から横から下から、舐なめ回すんですよ」

「……舐めるのか」

　私の発言に、思いきり引いて顔をしかめた金子さん。

「いや、間違えました！　舐めたいところを我慢して、あらゆる角度から舐め回すように見るんです」

　慌てて私は首を横に振り、言い直す。

「その様子を想像するだけで恐ろしいな」

「じゃあ、想像しないでください」

　ぷいっとそっぽを向いて、フィギュアが入った箱を抱きしめる。

　スリスリと頬ずりしていると、「どうでもいいけどさぁ」と、金子さんがこちらに身を乗り出してきた。

「このキャラって、なんとなく俺に似てない？」

「な……っ」

　まっすぐに見つめられながら問われ、頭の中が真っ白になる。

　いやいや、似てる？　誰が？　三次元の男が、なに調子こいたことを言ってるの？　まぁ確かに、茶色の柔らかそうな髪と、整った華のある顔と、意地悪そうに笑う表情は、似てなくも、ない、けど……。

「お前が俺に似た人形を、部屋でひとり舐め回すように見てんのかと思うと、意外と悪くねぇな」

　金子さんは楽しげに肩を揺らしながら、煙草を唇に挟む。ゆっくりと煙を吸い込みながら、ちらりとこちらを見て笑った。

「ひぃ……、やめてやめてやめて！　この子を侮辱しないでぇ!!」

　絶叫せずにはいられない。

　そんなことを言われたら、大好きなキャラに金子さんが被ってしまうじゃない！　せっかく手に入れたフィギュアなのに、見るたびに金子さんの顔が浮かんでしまいそうじゃない！

「なんだよ、『侮辱』って」

「うっさい！　シネ！　バチが当たってシネッ」

　まるで子供のケンカみたいに、ムキになって言う。

「てめぇ、それが人に感謝する態度かよ、コラ」

　私の言葉にカチンときた金子さんが、運転席から体を起こし、フィギュアを奪おうと手を伸ばす。

「やだやだ！　私の宝物に気安く触らないでください！」

「その宝物は誰が当ててやったと思ってんだよ！」

　車の中でギャーギャー言い争っていると、ブーブーブーッと低い振動音が聞こえてきた。

　ふたりして、条件反射で音の鳴る方を見る。どうやら私のバッグの中でスマホが震えているようだ。

　仕事の電話かもしれないと思い、慌てて取り出して着信を確認する。すると、実家の母からだった。

　なんだ。どうせいつものお説教でしょ。

　無視することに決めて、スマホをしまおうとすると……。

「出ないのか？」

　金子さんが聞いてきた。

「母からなので、家に帰ってからかけ直します」

「別に、出ればいいのに」

「どうせ、いつも小言を言われるだけですから」

「お前が二次元に夢中になってるから、心配してるんだろ」

「うぅ……」

　言い返せず顔を歪ゆがめた私に、金子さんは笑いながら「俺のことは気にしないで電話に出ろよ」と言ってきた。

「いいです。イヤです」

　電話といえど、金子さんに親子の会話を聞かれたくない。

「ふーん？」

　ニヤニヤしながら取り出したのは、あのＵＳＢメモリ。金子さんは無言のまま、私の目の前で左右に振って見せる。

「人の弱みを、〝この紋もん所どころが目に入らぬか〟的に使うのはやめてください！」

「別に、俺はなにも言ってないけど？」

「……出ればいいんですね!?」

「わかってんじゃん」

　やけくそでスマホを持ち直した私を見て、金子さんは勝ち誇ったように笑う。

「もしもし」

《あ、莉央？　あんた、連絡もよこさないで、なにしてんの？　たまにはこっちに帰ってきて顔を見せなさいよ。どうせ相変わらず部屋にこもって漫画ばっかり読んでるんでしょ。あんたも三十近いんだから、そろそろ真面目に結婚相手でも探したらどう？　〝婚活〟っていうの、はやってるんでしょ？　婚活パーティーとか、テレビでよくやってるじゃない》

　私の『もしもし』のたった四文字に対して、何倍もの一方的な言葉が母から投げつけられ、くらりとめまいがする。

「婚活なんてしないよ。私、忙しいんだから」

《なにが忙しいのよ。あんたは時間がないんじゃなくて、やる気がないんでしょ。夏休みの宿題も、毎回あと回しにして最終日に泣きながらやって、終わらなくて『学校行きたくない』って駄々こねて。あの頃からちっとも成長してないんだから》

　私の言い訳を、母は容赦なくはねのける。

《まぁ、お母さんはもともとあんたに期待してないからね。こっちでちゃんと結婚相手を探してるから安心して。こっちの独身の若い男に、手当たり次第あんたの写真を配ろうと思ってるから、一度帰ってきなさい。写真館で写真撮るわよ。大丈夫。あんた、顔だけはお母さんに似てるし、黙ってればなんとかなるから、お見合いして本性バレる前に結婚しちゃえばこっちのもんよ》

「なに勝手なこと言ってんのよ！　そっちの男なんて、若いっていっても四十過ぎのジジイばっかりじゃん。お見合いなんて絶対イヤ。私、田舎に帰らないからね！」

　母の恐ろしい提案に、私は必死に反論する。

《どうしてよ。なんでそんなに東京にこだわるの。不動産の仕事なら、こっちにだってあるわよ。農協の不動産課で事務員さんを募集してたから、ウチの娘はどうですかって話をつけといてあげる。お母さん、こう見えても顔が広いんだから、安心してこっちに帰ってきなさい》

　有無を言わさぬ強い口調で言う母に、私は大きく息を吐き出し、重大な事実を口にした。

「お母さん、ここで残念なお知らせです。来春から大好きなアニメの第二期の放送が決定したので、娘は意地でも東京から離れません。婚活する暇もありません」

《バカ娘め。アニメはこっちでも放送されるし、週に一回三十分、テレビの前にいるだけなんだから、婚活を拒否する理由にはなりません》

「残念ながら、そちらでは一週遅れの放送になるのです。巷ちまたの仲間たちがアニメを見て萌えたぎっているのを一週間も指をくわえて我慢するなんて拷問には耐えられませんし、あなたの娘は週に三十分だけテレビの前に座っていて満足するような、ぬるい腐女子ではありません」

《……どういうことよ》

　母の声が低くなる。その迫力に気圧されそうになるけれど、ここで負けちゃいけないと、スマホを持つ手に力を込める。

「アニメ化に伴うさまざまなキャラクターグッズ、イベント、コラボ商品。それからゲームにドラマＣＤ、ＤＶＤ、雑誌。さらにゲーセンの景品からガチャガチャまで。それらのすべてにお金をつぎ込んで、出版社やアニメ制作会社などの公式企業を支えるのが私の喜びです。公式は金にならないと悟るとすぐに手を引きますが、商売になるとわかれば、私の大好きなキャラクターがさまざまな展開を見せてくれるのです。それを支えるのが私の幸せなのです」

《バカ者。二次元にいくらつぎ込んでも、交際も結婚もできないどころか、ヤツらに指一本触れることもできないということに、そろそろ気づきなさい》

「そんなことはわかってます。それでも愛しい人に尽くさずにはいられない、バカな娘だと諦めてください」

　いつものように電話で親子ゲンカをしていると、隣から「ぶふぉっ」と、なにかが噴き出す音が聞こえた。

「あー、お前、面白すぎ……っ」

　ハッとして振り向くと、ゲラゲラとお腹なかを抱えて笑う金子さん。

　しまった、ついお母さんのペースに乗せられて、金子さんがいるのを忘れていた。

《ん？　誰の笑い声？》

　金子さんの爆笑が電話の向こうにまで届いたようで、お母さんが不思議そうに聞いてくる。

「ええと、それは……」

　焦る私を見て、ようやく笑いが落ち着いてきた金子さんは、目尻に浮かんだ涙をぬぐいながら、こちらに手を伸ばしてきた。

「貸して。俺も話したい」

「はぁ？」

　話すって、ウチのお母さんと？　いったいなにを話すつもりなんだろう。

　ポカンとしているうちに、私の手の中からスマホを取り上げた金子さんは、こほんと小さく咳せき払ばらいをしてから耳に当てた。

「もしもし、突然すいません」

　さっきまで爆笑していたくせに、今は完璧王子の仮面をつけ、人のよさそうな声を出している。

　そのうさんくさいさわやかな笑顔を睨んでいると、とんでもないことを言いだした。

「同じ会社の同僚で、莉央さんとお付き合いさせていただいている、金子といいます」

「はあっ!?」

　金子さんの言葉に、私は驚いて目をむく。

　なに言ってるの、この人は。人の親にまで交際宣言なんて、頭おかしいんじゃないの!?

「――はい。まだ付き合ったばかりなので、きっと報告するのが恥ずかしかったんじゃないですかね」

　電話の向こうで、お母さんが狂きょう喜き乱らん舞ぶする奇声が聞こえてくる。

　ちょっとどうすんの、本気にしてるよ、絶対。今日の実家の晩ご飯は、お赤飯に決定だよぉ。この調子だと、近所にお赤飯配っちゃうよぉ。

「――はい、ぜひそちらにご挨拶に伺いたいと思ってます」

　微笑みながら恐ろしいことを言いだす金子さんに、私はぎょっとして目をむいた。

　いやいや、絶対に伺いませんけど！　断固拒否しますけど！

　そう思って、首が千ち切ぎれそうな勢いで顔を横にぶんぶんと振っていると、金子さんがこちらをちらりと見た。

「お前、再来週の連休の予定は？」

　ウチの会社は毎週水曜日と隔週の火曜が公休だ。再来週は火曜も休みの週なので、二連休になる。

「えっと、来週末に大好きなアニメの映画が公開になるので、二日とも映画館にこもる予定ですけど」

「よかった。空いてるな」

　私の言葉を無視して、金子さんは勝手にうなずく。

「はぁ!?」

　いや、空いてないですから。人の話を聞いてましたか!?

「じゃあ、再来週の火曜日に伺わせてもらいます」

　感じのいい柔らかな声で、母に向かってそう言う金子さん。

「いやいやいやいや、勝手に約束しないでよ！」

　絶対に行きたくない。私、拒否権を発動するからね！

　叫ぶ私の声が電話の向こうの母にも聞こえたのか、金子さんが苦笑いしながらこちらを見る。

「はい、ちょっと照れくさいのか、帰るのはイヤと駄々をこねています」

　照れてませんよ！　全力で拒否してるんですよ！　なに勝手にいいほうに解釈してるんですか。

　ガルルルルッと唸りながら金子さんのことを睨んでいると、突然スマホを渡された。

「お母さんが、お前と話したいって」

「え？」

　きょとんとしながらスマホを耳に当てると、いつもよりかなり低い、ドスの効いた母の声が聞こえた。

《莉央。金子さんがこっちに挨拶に来てくれる言ぅとるんに、あんたがイヤがるたぁ、どがぁことじゃ。そがぁな不義理しよる娘におかんはご立腹よ》

「お、おう……」

　この声、本気で怒っておられる……。

　広ひろ島しま出身のお母さんから、この広島訛なまりが出てくるときは、かなり危険な状況だ。

《とにかく、再来週、約束どおり金子さんを連れて実家に帰ってこのぉたら、われの部屋の例のブツはすべて、容赦なく可燃物ゴミ行きじゃ思いんさい》

「くっ……、わかりました、お母さん」

　実家には帰りたくないけど、実家の宝物を人質にとられてはどうしようもない。

　私は歯を食いしばりながら、渋々うなずく。

《土産はいつものバームクーヘンとひよこの形のお饅まん頭じゅうね》

　電話口でうなだれる娘に向かって、母は当然のように付け加える。

　無理やり実家に帰ってこいと脅しておいて、しっかりお土産まで指定してくる母には、一生勝てる気がしない。

「相変わらず定番が好きだね」

《いつの時代も定番こそ王者じゃけぇね》

「わかる。やっぱりＢＬも王道の設定は、いつの時代も廃すたれないよね」

《ＢＬの話はしとらんわ》

「はい。すいません」

　最後までぴしゃりと叱られて、しょんぼりしながら電話を切る。

　すると金子さんは楽しげに肩を揺らしながら、煙草の箱から一本取り出し、口にくわえていた。

「ちょっと金子さん、どういうつもりですか！」

　私はスマホを握りしめ、不満をぶつけるように金子さんを睨んだ。

　金子さんは車の窓を少し開け、煙草に火をつけ微かに目を細める。

「んー？　楽しそうだから」

「はぁ？」

「お前の話を聞いてたら、楽しそうな家族でうらやましくなった。きっとお前の家の柱は、いつも笑い声を聞いてきた、温かい柱なんだろうなって」

　優しい口調でそう言われ、妙に照れくさくなる。動揺をごまかすように、私は思いきり顔をしかめた。

「ちゃんと今の会話を聞いてました？　ウチの柱は怒鳴り声と罵声ばかり聞いてると思いますよ」

「そう？　いい家族じゃん」

　微かに肩を上げ、金子さんはこちらを見て微笑む。

『じゃあ、金子さんの家族はどんな感じなんですか？』と聞き返したくなったけど、金子さんの笑顔がどことなく寂しそうに見えて、言葉に詰まった。

「火曜、ちゃんと予定を空けとけよ」

　そう言われ、あぁ、この人は本気で私の実家に来るつもりなんだ、と肩を落とす。

「映画、行きたかったのに……」

「週末に公開なら、土日に仕事が終わってからレイトショーで見ればいいだろ」

「もちろんそれも行きますけど、入場者特典があるんですよ」

「入場者特典？」

　私の言葉に金子さんが首を傾げる。

「ランダムで缶バッジが当たるんです。それが欲しいので、びっちり映画館にこもろうと思ってたのに」

「缶バッジが欲しくて、同じ映画を何度も見るのか？」

　信じられない、という顔でこちらを見る金子さんに、私は大きくうなずいた。

「もちろん、大好きなアニメだから何度でも見たいっていうのが大前提ですけどね」

　力強く言うと、金子さんが眉をひそめる。

「それにしても、一日に何度も見るなんて、頭がおかしくならないか？」

「確かに、萌えたぎりすぎて走りだしたくなりますよね」

「……すげぇな、お前」

　金子さんは、あきれたようにうなだれた。そして、少し黙り込んだあと大きく息を吐き出し、私の方を見て口を開く。

「わかった。じゃあ、火曜の朝一に映画を見てから、新幹線に乗ってお前の実家に行くぞ」

「えー、せめて二回」

　駄々をこねる私に、金子さんが苦笑いする。

「俺も一緒に見てやるから。そうしたら、その缶バッジ、ふたつもらえるんだろ」

　予想外の提案に、思わず目を見開いた。

「本気ですか？」

「イヤなのかよ」

「いや、金子さんがアニメの映画なんて、絶対見ないと思ってたから」

　リア充でイケメンの王子が、私みたいな腐女子と一緒に映画を見てくれるなんて、意外すぎる。

「別にアニメも漫画も嫌いじゃねーよ。昔からスポーツ漫画はけっこう好きだったし」

「へぇ……」

「じゃ、そろそろ会社に戻るか。シートベルト、ちゃんとしろよ」

　そう言って、金子さんは短くなった煙草を灰皿に押しつけると、ハンドルを握った。










我が聖域は立ち入り禁止




「はぁー、よかった。すごいよかった」

　新幹線の座席に座るなり、ゲットしたお目当ての缶バッジを見て、ニヤニヤと口元を緩める。

　欲しかった一番好きなキャラと、その幼馴染みのキャラ。ふたつともゲットできて大満足だ。

　それにしても、やっぱり映画はいい。テレビシリーズもいいけれど、作画の気合の入り方が違う。どのカットを見ても線がキレイだし、どのキャラクターもカッコイイし。音楽もよかったな、サントラとか出ないのかな。

　なんて思いながら、映画のパンフレットをしみじみと眺める。

　ちなみに、今日で映画を見たのは三回目で、パンフレットは二冊目だ。もちろん一冊は保存用に、ちゃんと家にとってある。

「……さっきから、俺のことは完全無視だな」

　パンフレットを熟読する私を見て、隣の座席にいた金子さんが、ふてくされたようにため息をついた。

　そういえば、ずっとひとりで映画の余韻に浸っていて、金子さんの存在を忘れていた。

「あ、金子さん。映画どうでした？」

　慌てて感想を聞いてみる。

「まぁ、面白かった。青春って感じで」

　まんざらでもない金子さんの反応に、嬉しくて身を乗り出した。

「でしょ？　面白いんですよ。努力、根性、友情！　必死に汗を流す男子高校生の姿に、腐女子は萌えたぎるんですよ！」

　私がぐっと拳を握りしめ力強く言うと、金子さんが勢いに押されたように身を引いた。

「腐女子は萌えたぎるってどういうことだよ」

「あ、ＢＬ的な要素がなくてももちろん面白いし、この概念を強要するつもりももちろんないですけど、一度こっちに足を踏み込むと各エピソードが何倍も楽しめるっていうか、行間に無限の夢が詰まってるっていうか」

　うきうきしながら力説する私に、金子さんが眉をひそめる。

「あの映画のどこにＢＬの要素があったんだよ」

「あるじゃないですか、端々に」

　私がそう言うと、金子さんの眉間のシワが深くなった。

「ねぇだろ！」

「金子さんの目は節穴ですか！　いいですか、原作でもアニメでも、誰と誰が付き合ってるなんて微塵も描かれてないですが、付き合ってないとも書いてないんですよっ!!」

　私が口にした重大な真実に、金子さんは黙り込む。

　きっと目からうろこが落ちてるんだろう。

「……腐女子の読解力がすごすぎて、理解不能だ」

　金子さんはぽつりとつぶやいて、ひとりため息をついた。




　新幹線から在来線に乗り換えて、街から山へ。そうしてようやくたどり着く小さな田舎の駅が、私の故郷だ。

　近隣の町と合併したおかげで名前だけはかろうじて市だけれど、過疎化が進み、閑散としている。私の通った母校も、他の地区と統合され、廃校になるらしいと聞いた。

　そんなさびれた駅に降り立ち、タクシーを拾おうと駅前通りに出る。

「ふーん。ここでお前が育ったんだな」

　辺りを見回しながら、金子さんがつぶやく。

「高校はこの辺でしたけど、実家はもっと山の方ですよ。田舎者だって驚きました？」

「いや、別に。どんな高校時代だったのかなって想像してた」

「ご想像のとおり、昔からオタクで変わり者で、気持ち悪がられてましたよ」

　開き直ってそう言うと、金子さんが笑った。

「そ？　あの辺のファーストフードで彼氏とデートしたりしてたのかなとか、想像してたんだけど」

「まさか。デートどころか、彼氏がいたことなんて一度もありません」

　私は慌てて首を横に振る。

「ふーん」

　そう言いながら、金子さんは楽しげに辺りを見渡していた。

　なんだか変な感じがする。自分の育った街に、この人がいるなんて……。

　今は同じ職場で、偶然自分の弱みを握られたのがきっかけで、一緒に実家に来ることになったけど、きっと学生時代に出会っていたら、金子さんは私なんかと視線すら合わせてくれなかったと思う。

　クラスでも人気者だったであろうイケメンと、オタクで変わり者の女。まるで違う人種なのに、こうやって隣にいるのが不思議だ。

　金子さんの気まぐれではじまった〝恋人のフリ〟がいつまで続くのかはわからないけど、それが終わればこうやってふたりで出かけたりもしなくなるんだろうな。

　ぼんやりと背の高いうしろ姿を眺めていると、私の視線に気づいたのか、金子さんがこちらを振り返り優しく笑った。

　なんだか妙に恥ずかしくて、私は慌てて目を逸らし、タクシーを探しているフリをした。




「こっちはもう、紅葉がキレイだなー」

　つかまえたタクシーの後部座席で、金子さんは楽しそうに景色を眺める。

「金子さん……」

「ん？」

『どうして恋人のフリなのに、わざわざ私の実家まで来るんですか？』。そう彼に聞きたかったけれど、どんな返事を期待しているのか自分でもわからなくて、「やっぱりなんでもないです」と首を横に振った。

　黙り込んだ私を見て、金子さんは優しく微笑み、そっとこちらに手を伸ばす。長い指がするりと私の頬をなでて、眼鏡のフレームに微かに触れた。

　頬に感じた指先の感触に動揺してしまう。仕事中より優しい視線にも。

　熱くなった頬を悟られたくなくて、さりげなくうつむいた。

「今日は眼鏡なんだな」

「あ、映画を見やすいようにと思って。あとは実家に帰るだけだし」

「俺とデートだからオシャレをしようって思考はゼロか」

　がっかりしたような口調で言われ、慌てて顔を上げる。

「え？　いや、そういうわけじゃ……。ん？　ていうか、デート!?」

「いや、冗談」

　まんまと振り回される私を見て、金子さんがニヤリと笑った。

「……ですよね」

　デートという自分には無縁すぎる単語に、驚いて慌ててしまった。いちいち金子さんの言葉に動揺するなんて情けない。もっと修業を積んで、動じない心を手に入れなければ。

　そんなことを思いながら、タクシーの窓をぼんやりと眺める。

　ガラスには、眼鏡をかけた冴さえない女が映っている。

　着心地重視の柔らかいパーカーに、色気のないショートパンツ。五本指の靴下にスニーカー。寝グセ隠しのニット帽に黒縁眼鏡。会社での愛想笑いという鎧よろいを脱いだ私は、無愛想でつまらない、なんの取り柄もない女だ。

　こんな女が隣にいたら、金子さん、恥ずかしいかな。せめて、もうちょっと、ちゃんとした格好をしてくればよかった。

　休日だというのに、明るい色のジャケットに白い綿のシャツ、ツイードのネクタイまでつけて、ちゃんと小ギレイな格好の金子さんを見て猛省する。

「なに？」

　あまりに私が見るからか、金子さんが視線に気づいて微かに首を傾げた。

「私、もうちょっとマシな服を着てくればよかったと思って。すいません」

　なんだかこんな格好の自分が恥ずかしくて、パーカーの袖で口元を隠しながら頭を下げる。

「いや、お前がそんな感じの格好でよかった」

「そうですか？」

「ちゃんとスーツを着てこようかと悩んだんだけど、きっちりしすぎても俺だけ浮くかなと思って、このくらいカジュアルにしたんだ。これならお前のやる気のない格好と並んでも変じゃないから、ちょうどよかったなと思った」

　社交辞令でもイヤミでもなく、素直な口調でそう言われ、驚いて顔を上げた。

「え、カジュアルですか？　十分きちっとしてますよ」

　これでカジュアルだと言うなら、普段どれだけオシャレさんなのよ。

「そりゃあ彼女の実家に挨拶に行くんだから、多少はちゃんとした格好しないとダメだろ」

「ファーッ!!」

「お前、その突然奇声を上げるのやめろよ」

　叫んだ私を見て、金子さんが苦笑いする。

　私が驚かせたせいで、タクシーの運転手さんが一瞬ハンドル操作を誤って、田んぼのあぜ道に突っ込みそうになった。

「だだだだだって、実家に挨拶って！」

　取り乱す私をよそに、金子さんは涼しい顔で笑う。

「そうだろ？　付き合ってるって宣言して遊びにいくんだから」

「まさか、『娘さんをください』とか、言う気じゃないですよね!?」

「言ってもいいなら言うけど？」

　ニヤリと意地悪に笑って、横目でこちらに視線を投げる。

「いいわけないでしょうが！」

「残念」

　顔を真っ赤にして叫ぶ私に、金子さんがクスクスと笑った。

　ホント勘弁して。なにを考えてるのよ、この人は。人をからかうのもいい加減にしてほしい。

「まぁ、ちゃんと彼氏がいるってわかれば、実家に帰ってこいとも言われないし、強引に見合いさせられることもないだろ。お前も都合がいいんじゃねぇの？」

「それは、そうですけど……」

　金子さんの言葉に、口ごもってうつむいた。

「じゃあ、利害の一致ってことで、ちゃんと恋人のフリしろよ」

　金子さんはニヤリと笑いながら、長い指で私の頬をするりとなでた。




「いらっしゃーい！　わざわざこんな田舎まで、よく来てくれました！」

　タクシーから降りた途端、はちきれんばかりの眩まぶしい笑顔で金子さんを迎えるお母さん。

　あなたの娘として生まれてから二十七年間、我が母のそんなにいい笑顔を見たのは初めてなんですけど。運動が苦手な私が初めて逆上がりができたときも、人前で話すのが苦手な私が泣きながら学芸会のステージに立ったときも、あなたはそこまで喜ばなかった気がするんですけど。

　なんだか悔しくてムッとする。

「初めまして。金子 敦と申します」

「ようこそ、遠いところ疲れたでしょ。莉央の母です。どうぞ上がって」

　完全無欠の王子スマイルで頭を下げる金子さんに、お母さんも優しく微笑み会釈する。そして、こちらに背中を向けた瞬間……。

「お父さぁーん、大変！　東京から、おっそろしいくらいのイケメンが来たわ!!」

　家の中の父に向かって絶叫する。

　お母さん、全部聞こえてますから。

　相変わらずな母に、思わず顔が引きつる。

　ていうか、久しぶりに帰ってきた愛まな娘むすめは完全無視ですか……。

「……お前そっくりだな」

　金子さんは私にだけ聞こえるように、耳元で囁いた。

「どこがですか。私、あんなハイテンションで騒がしくありません」

　小声で会話をしながら、家の中へ案内する。

　古い引き戸の玄関の中に入ると、軽トラが停められるほど広い土間。そこには、ナタやのこぎり、チェーンソーやヘルメットなど、林業を営む父の仕事道具がずらりと並び、ホコリと古い油の懐かしい匂においがする。

「すごい、立派な家だな」

　土間の高い天井を見上げた金子さんが、感心したようにつぶやいた。

「古いだけですよ」

　父の家系は、代々この土地で林業を営んでいる。もともとはおじいちゃんが建てた納屋だったという古い家屋を、お父さんが民家として改装したらしい。

　土間から見える廊下から居間へと、無垢の木のフローリングがキレイな木目を見せて並んでいる。

「さすが、木の使い方が贅ぜい沢たくだな」

「査定しないでくださいね」

　職業病なのかあちこち気になる様子の金子さんに釘くぎを刺すと、肩をすくめて苦笑いされた。

　パタパタと忙せわしない足音が聞こえ、父を引き連れて母が玄関先に戻ってきた。

「ほらお父さん、東京のイケメン」

「ほう、これが東京のイケメンか」

　はしゃいだように父の腕を引っぱる母と、「なるほど」と腕組みをして金子さんを眺める父。

　いや、あなたたち、お客様を上うえ野ののパンダみたいな感覚で物珍しがらないで。

　小柄でショートカットの、表情豊かな母と、ガタイがよくて、武骨で無口な父。ちっとも共通点のないデコボコ夫婦に見えるけど、結婚して三十年以上経つのに、未だに仲良しでラブラブだ。

「初めまして。莉央さんとお付き合いさせていただいています、金子 敦と申します」

　失礼な両親に動じることなく、柔らかな笑顔を浮かべながら頭を下げる金子さん。

　さすがエリート営業マン。思わず目を奪われるほど、キレイな動作だ。

　その姿を見た両親の顔が、安心したように緩んだのがわかった。きっと、初めて連れてくる娘の彼氏がどんな男なのか、心配していたのだろう。

　ごめんね、お父さんお母さん。素敵な彼氏が来たと喜んでるんだろうけど、全部ウソなんだよ。恋人のフリをしているだけなんだよ。

　さすがに良心がズキリと痛んだ。




「この子は昔っから部屋にこもって漫画ばっかり読んでてね」

　うるさいよ。

「人形に向かって話しかけてるのを聞いたときは、さすがに心配になったわ」

　ほっといて。

「同級生の男になんて見向きもせずに、漫画とアニメにばかり夢中でね」

　いいじゃない。

「部屋の中なんて狂気の沙汰よ」

　なんて、失礼な。

「片づけると怒るから今もそのままにしてるんだけど、キラッキラしたポスターとフィギュアだらけで、落ち着かないったら」

　お願いだから、余計なことを言わないで。

「へぇ、あとで見せてもらってもいいですか？」

　絶対ダメ！　よそ者を我が聖域に入れるわけがないだろうが！

「……ていうか、さっきからなんで私の悪口大会になってんのよ！」

　耐え切れなくなって、私はそう叫んだ。

　遠くまでやってきた私たちを『お腹が空いたでしょう』と気遣って、早めに夕食を準備してくれたのはいいけれど、料理が並んで四人で食卓を囲んだ途端、ペラペラと人の悪口を言い始めたお母さん。

　さすがに親孝行で穏やかな私だって、堪忍袋の緒がぶち切れる。

「あら、悪口じゃなくて全部本当のことでしょ？　もしかして、彼氏の前だから一丁前に照れてんの？」

　口元に手を当てわざとらしく驚いた顔をする母に、慌てて反論する。

「うるさい。照れてないもん！」

「莉央、顔が真っ赤ですけど？」

「くっ……！」

　睨み合う私とお母さんを横目に、お父さんが日本酒の入ったお猪ちょ口こにのんびりと口をつける。

「金子くん。こんな漫画と現実の区別もつかない娘と付き合って大変じゃないか？」

　お父さん、ちゃんと二次元と三次元の区別はついてるから！　ただ、三次元より二次元のほうが好きすぎるだけだから！

「そうですね。最初は驚きましたけど。でも、好きなことに一直線で無邪気に目を輝かせる姿は、すごくかわいいと思います」

「な……っ」

　さらりと涼しい顔でそんなことを言う金子さんに、心臓が止まりそうになる。

「ただ、二次元に夢中になりすぎて放っておかれると、少し妬けるけどな」

　黙り込んだ私に意地悪な流し目を投げ、ダメ押しのセリフを付け加える。

　友野莉央。混乱のあまり機能停止しました。しばらくお待ちください。

「莉央、顔が真っ赤ですけど？」

「お母さん、それをいちいち言わなくていいから！」

　叫ぶ私を見て、お父さんと金子さんが肩を震わせて笑う。

　なんなの、この状況。私の実家のはずなのに、完全アウェーなんですけど。私のサポーターはゼロですか!?

「金子さん、もう帰ろう。東京に帰ろう」

　涙ぐみながら金子さんの服の袖を引っぱって耳打ちする。

「ん？　金子さん？」

　すると金子さんは微かに首を傾げ、こちらを見下ろす。

『言いたいことはわかってるだろ？』と言うような、意地悪な微笑み。

「金子さん、じゃなくて……あ、ああ、敦さん！」

　玄関先で挨拶をしたあと、金子さんに簡単に家の中を案内しているとき、私たちのやりとりを見た両親に、恋人なのに苗字で呼んでいるのは他人行儀で変だと散々からかわれ、『今から敦さんと呼びなさい』と勝手に決められてしまった。

　けれど、三次元の生身の男を下の名前で呼ぶなんて難易度の高いこと、さらりとできるわけがない。

　自分が発した『敦さん』という響きのあまりの恥ずかしさに、私は床に倒れ込み顔を覆ってのた打ち回る。

「はは、少しは慣れろよ」

　金子さんは笑いをこらえるように小さく肩を揺らしながら、床に転がる私を見下ろす。

「無理っ、ホント無理！」

　とんだ羞恥プレイだ。屈辱だ。

　床につっぷして唸っていると、お父さんが金子さんのお猪口に日本酒を注ぐのが視界の端に入った。

「あ、ありがとうございます」

　慌てて金子さんがお猪口を両手で持ってお酌を受ける。それを見て、いつも仏頂面のお父さんが、珍しく嬉しそうに口元を緩めた。

「金子くんが、日本酒いける口でよかったよ」

「見たことがない銘柄ですけど、地酒ですか？　すごくおいしいです」

「小さな酒蔵だけどな、蕎そ麦ばと合うから好きなんだ」

　アルコールは甘くないと飲めない私には、さっぱりわからない世界だ。

　金子さんをもてなすために、母が用意してくれた料理は蕎麦だった。

　地元で取れた蕎麦粉を使った新蕎麦と、舞まい茸たけや鱧はもや秋ナス、銀ぎん杏なんの天ぷら。こんがりとあぶられた鴨かもに、酒の肴さかなにと並べられた刺身やごま豆腐。

　なんて田舎臭い地味な食卓だとちょっと恥ずかしくなったけど、どれもおいしいと喜んで箸を進める金子さんは、我が家の居間ににすっかり馴染んでいて、なぜだか少し嬉しくなる。

　南に面した縁側と居間の仕切りを開け放ち、すっかり紅あかく色付いた里山を眺めながら、古い木でできた大きな座卓をみんなで囲む。

　なんて、のんびりとした時間だろう。

「もしよかったら、お蕎麦のおかわりどう？」

　母にそう聞かれ、金子さんがうなずいた。

「ありがとうございます。いただきます」

「あ、私も欲しい」

　そう言って私が空になった器を持ち上げると、その様子を見た父がわずかに身を乗り出した。

「この蕎麦うまいか？」

「うん」

「すごくおいしいです」

　お父さんの問いかけに私と金子さんがうなずくと、「そうか」と満足げに口元を緩める。

「このお蕎麦、お父さんが打ったのよ」

　そんな父の様子を横目で見ながら、母がそう言って笑った。

「え？　本当ですか？」

　意外そうに声を上げた金子さんと一緒に、父のことを振り返る。

　お父さん、いつの間にそんな趣味を。前は台所になんて近寄りもしない、典型的な亭主関白だったのに。

「公民館で蕎麦打ち体験があって、フラッと行ったらハマっちゃったのよ。好きなことに熱中しすぎる莉央の性格は、お父さんゆずりね」

「お父さんは変な人形に頬ずりしたり話しかけたりしないぞ」

　母の言葉に、父がイヤそうに顔をしかめた。

「いやいや。そういうことじゃなくて！」

　ていうか、私と似ていることがなんでそんなに不服そうなのよ。

「あ、お父さんもどうぞ」

　テーブルの上のお猪口が空になっているのを見つけて、金子さんが徳とっく利りを持ち上げる。

「あぁ、ありがとう。金子くん、気が利くね」

「日々営業で鍛えられてますから」

「その割に、同じ部署にいる莉央は、なんでまったく気が利かないのかしら」

「お母さん、さりげなく娘を蔑さげすむのはやめてくれる？」

　また口ゲンカを始める私たちを見て、金子さんが優しく笑った。

「莉央さんはお酌をしたりお世辞を言って上司の機嫌をとったりはしませんが、他の人が面倒がってやりたがらない仕事も率先してやってくれるし、人の目がないところでも決してズルをしたり手を抜いたりしないし。営業部の全員、彼女を信頼していますよ」

　穏やかな口調でそう言われ、なんだかむずがゆくて下を向く。こんなのは営業トークのお世辞だとわかってるけど、それでも恥ずかしい。

　ちらりと金子さんの方を見ると、静かに微笑みかけられて、慌ててまた下を向いた。

　その様子を目ざとく見つけたお母さんに、指を差されて笑われた。

「莉央、顔が真っ赤ですけど？」

「だから！　言われなくても自覚してるから、そこはそっとしておいて！」

　なんてデリカシーのない母親だ。

　頬を膨らませる私のことを、金子さんが優しい表情で眺めていた。




「お父さん、金子さんにあんまり飲ませすぎないでね。帰れなくなるから」

　ゆるゆると続くお父さんと金子さんの酒盛りに、不安になって声をかける。

　もうすっかり日も傾き、紅く染まっていた窓の外の里山が、今は夕闇に溶けていた。

「え？　今日帰るの？　さっき来たばかりなのに？」

「泊まっていかないのか？」

　驚く両親に、私は顔をしかめて首を横に振った。

「帰るよ。最終の新幹線に乗って」

「今日帰るのはもう無理でしょ。泊まっていきなさい。明日は休みなんでしょ」

　母が当然のように言った。

「大丈夫だよ。確か最終は十時過ぎだったし」

「すっかり都会ボケしたわね、莉央。十時に新幹線の駅まで、どうやって行く気？」

「どうやってって、普通に電車で……」

　そう言いかけてハッとする。

　まさか……。

「残念でした。この田舎の駅の最終は七時だから、もう間に合いません」

「くっ……、しまった！」

　勝ち誇る母を前に、私はがっくりとうなだれた。

　電車なんて日付が変わるまで走るものだという感覚が染みついていたから、一日数度しか往復しない田舎の電車事情をすっかり忘れていた。

「諦めてウチに泊まりなさい」

「でも……」

　日帰りのつもりで来たのに、いきなり他人の家に泊まれだなんて言われたら、きっと金子さんも困るだろう。

　そう思って、ちらりと金子さんの表情を窺うかがうと……。

「ありがとうございます。ずうずうしいですが、ご迷惑でなければ」

　イヤな顔ひとつせずに微笑み、「お世話になります」と頭を下げる。

「すいません。突然泊まることになっちゃって……」

　金子さんの袖を引っぱって小声で謝ると、静かに笑って首を横に振った。

「いや、居心地がよすぎて帰りたくないと思ってたから、逆に嬉しいよ」

　くつろいだ様子でそう言った金子さんに、思わず見とれた。

　これも、いつも会社で見せている完璧王子の社交辞令なんだろうか。この人の腹黒な本性を知っているはずなのに、優しい言葉を鵜う呑のみにして騙されてしまいそうだ。

　外はすっかり暗くなり、窓の外の景色は闇に沈み、風に揺れる木々のシルエットがぼんやりと浮かぶ。窓ガラスは明るい室内の様子を反射して、そこにはいかにも幸せそうな温かな食卓が映っていた。

「莉央さんから柱の話を聞いて、ぜひご両親にお会いしてみたいと思っていたんです。だから、こうやってゆっくりお話ができて嬉しいです」

「柱の話？」

　金子さんの言葉に、お母さんが首を傾げる。

「前に内覧のあとで話した、いい家族が住む家の柱は温かいって話ですか？」

「そう、それ。きっと莉央さんの生まれ育った家の柱も温かいんだろうなって」

「あぁ、それね。お父さんのプロポーズだったのよ」

　私たちの会話を聞いたお母さんが、嬉しそうに頬を染めた。

「えっ、プロポーズ？」

　びっくりしてお父さんを振り返ると、さすがに照れくさいのか、険しい表情でうなずいていた。

「そうそう。お母さんはもともと広島で生まれ育ってね、大学で東京に出てきてそのまま東京で就職しようと思って就職活動をしてたときに、同じ大学に通ってたお父さんに出会ったのよ。お父さんは卒業したら地元に帰って林業を継ぐって決めてたの。お父さんのことは好きだけど、結婚して田舎の山奥に嫁にいくなんて絶対イヤだと思ってたんだけど、プロポーズが素敵すぎてついほだされちゃってね」

　母がうっとりしたように両手を頬に当て、のろけだした。

「『俺が地元で育ったいい木を使って立派な柱のある家を建てるから、お前が笑い声の絶えない家庭を作ってくれ』って。『笑い声を聞いてきた柱はいつまでも優しく家を守ってくれるから、ふたりでずっと住める温かい家を作ろう』って言ってくれたのよ」

　プロポーズされたときのことを思い出しているのだろう。頬を赤く染めて嬉しそうに言った母に驚いて、思わずのけぞる。

「お、お父さんがそんなことを!?」

　武骨で無口なお父さんがそんなプロポーズをしたなんて……。そんな両親の馴れ初め、初めて聞いたよ。こっちが照れるわ！

「カッコイイですね、お父さん」

「素敵でしょ。まぁ、その三十数年後、ウチの柱は私が娘を怒鳴る声ばかりを聞いてるわけだけど」

　感心したように相あい槌づちをうつ金子さんに、母はそう言って笑った。

　わかってるなら、少しは私に優しくしてくれればいいのに。

　そう思いながら頬を膨らませると、お母さんは縁側に立つ一本の柱を眺めて目を細めた。

「莉央は小さい頃から縁側のあの柱がお気に入りで、いつもあそこに背中をもたれて座って、楽しそうに本を読んでたのよ。友達と遊ばないで家にこもってばかりいることを心配したりもしたけど、この家の中で居心地のいいお気に入りの場所があるなら、それでいいかと思って」

　そう言われて、私も縁側の柱に目を移す。

　この家で一番日当たりのいい場所。そこに立つ硬くて強いケヤキの柱。

　確かに小さい頃からなぜかこの柱がお気に入りで、そこにもたれかかって本を読んだり、美しい木目の模様を飽きもせず指でなぞり続けたりしていたっけ。

「この家は本当に温かくて居心地がよくて、ここで育った莉央さんがうらやましいです」

「金子くんのご実家は？」

　世間話のつもりで母がそう尋ねると、金子さんは少し困ったように笑って首を傾げた。

「ウチは実家も東京です。小さな頃に母を亡くして、ずっと父と男ふたりで暮らしていたんですが、高校のときに父が再婚することになって、それをきっかけに家を出ました」

「そう、それは少し寂しいわね」

「もういい歳をした大人が、人の家庭をうらやましがるなんて恥ずかしいですが、こういう田舎の地元とか、にぎやかな家族とは縁遠かったので」

　薄暗くなった窓の外を眺めながら、金子さんがぽつりとこぼす。

　すると、それまで黙って聞いていたお父さんが、突然口を開いた。

「じゃあ、ここを自分の田舎だと思えばいい。いつでも遊びに来なさい。おいしい蕎麦を打って待ってるから」

「そうそう。お父さん、手打ち蕎麦を誰かにごちそうしたくて仕方ないんだから。だから、遠慮せずにいつでも来てくれたら嬉しいわ」

　両親にそう言われた金子さんは、はにかむように笑いながら「ありがとうございます」と頭を下げる。

　軽く酔いが回っているのだろう。いつもよりも緩んだ柔らかい視線で私のことを見て、微かに目を細めた。

　初めて見る金子さんの酔った表情はとろんと甘く優しくて、隣にいると妙に落ち着かない気分になる。

「この辺は田舎だけど、冬はスキーもできるし、夏なら渓流釣りもできるのよ」

「へぇ、そうなんですか。前から渓流釣りに興味があったので、ぜひやってみたいです」

　母の言葉に、金子さんが身を乗り出した。

「それならウチに釣り道具一式揃ってるから、お父さんに教えてもらったらいいわ」

「ご迷惑じゃないですか？」

　金子さんが父に向かってそう尋ねると、仏頂面の父が無言でうなずく。でもその口元は緩んでいて、実はすごく喜んでいるのが伝わってくる。

「じゃあ、ぜひお願いします」

　金子さんが頭を下げると、「来年の夏が楽しみね」と、母が嬉しそうに笑った。

　来年の夏に、金子さんがウチの実家に来るわけないのに。

　だって私と金子さんはただ恋人のフリをしているだけで、金子さんに本当の彼女ができたら、私なんて用済みなんだから。

　金子さんと楽しそうに話す両親を見て、どうしようもなく胸が痛んだ。

「わ、私……、生せい協きょうのスーパーに行ってくるっ！」

「なによ、突然」

　唐突に言った私に、母が驚いて顔をしかめた。

「だって、泊まるなら歯ブラシとか下着とか、買わないと……！」

「じゃあ、俺もついてくよ」

　立ち上がろうとする金子さんに、首を横に振る。

「いいっ、ひとりで大丈夫！　お父さんの軽トラ借りるからね！」

　罪悪感から逃げるように、私は家を出た。

　軽トラの運転席に座り、バタンと乱暴にドアを閉める。狭い軽トラの車内でひとり、大きくため息を吐き出した。




　買い物から帰ってくると、酔いつぶれたお父さんはもう寝てしまい、金子さんはお風呂に入っている最中だった。

「金子くんお風呂だから、莉央も一緒に入ってくれば？」

「はぁ!?　入るわけないでしょ！」

　とんでもないことを言うお母さんに、唾が飛びそうな勢いで断固拒否する。

「あら、照れちゃって」

「照れてないし！」

　ぷりぷり怒りながら、洗面所に向かう。

「金子さん、下着を買ってきたので、置いておきます」

「あ、悪い。ありがとう」

　くもりガラスの向こうから聞こえてきた声に、妙に緊張する。

　自分の実家で知り合いがお風呂に入っているなんて、なんだか不思議な感じがする。

「酔っぱらってお風呂に入って大丈夫ですか？　けっこう飲んでましたよね」

「あー、これくらいなら大丈夫。それにしてもお父さん、酒強いなぁ。一緒に飲んでて楽しかった」

「そうですか？　無口で無愛想でつまらないと思いますけど」

「林業の話とか木材のこととか、いろいろ教えてもらったよ。勉強になったし、職人の心意気を聞けて嬉しかった」

　ふたりでずっと飲んでいるなと思っていたけど、そんな話をしていたんだ。私はお父さんの仕事になんて興味がなくて、ちゃんと聞いたことなかったな。

「それならよかったです。じゃあ私、行きます。のぼせて溺れないでくださいね」

　そんな憎まれ口を叩いて洗面所から出ようとすると、「莉央」と呼び止められた。

「……はい？」

「今日、実家に連れてきてくれて、ありがとう」

　突然優しい口調で言われ、少し戸惑う。

　金子さんの穏やかな声色に、なぜか意味もなく、少し泣きたくなった。

「なんですか、それ。勝手にお母さんと話をつけて、強引に来たくせに」

　理由のわからない動揺を悟られたくなくて、わざと素っ気なくそう言った。

「まぁ、そうだけど」

「それに、お礼を言うなら私のほうですよ。父と母の前で恋人のフリをしてくれて、ありがとうございました」

　私がそう言うと、少し黙り込んだあと、「ん」と短い返事が返ってきた。

　このくもりガラスの向こうで、金子さんは今どんな表情をしているんだろう。

　そんなことを思いながら洗面所を出て、静かにドアを閉めた。




　お風呂から上がった金子さんと入れ違いに、今度は私がお風呂に入る。パジャマ代わりに、実家に置いてあった高校時代のジャージを着て出てくると……。

「あんたの部屋にお布団敷いておいたからね」

　お母さんに声をかけられた。

「私の部屋？」

「そう。金子くんはもう部屋にいるわよ」

「ち、ちょっと……！」

　青ざめながら自分の部屋まで猛ダッシュする。

　――バターン！

　勢いよくドアを開くと、そこには私の部屋を物珍しそうに物色する金子さんの姿があった。

「なに勝手に部屋に入ってるんですか！」

「お母さんの許可は取ったけど？」

　食ってかかるように言った私を、金子さんは涼しい顔で振り返る。

「いくら親がいいって言ったって、乙女の部屋に勝手に入るなんて！」

「これが乙女の部屋な」

　私の言葉に、金子さんは笑いをこらえる。

　視線の先には、壁に貼られたアニメのポスターと、うずたかく積まれたキャラクターグッズ。そして、キャラクターがプリントされたクッションに埋もれた私のベッドと、その足元の狭い空間にかろうじて敷かれた、来客用のお布団。

「このたくさん積まれてるグッズは、ピラミッドでも作ろうとしてるのか？」

　理解できない、という様子でつぶやく金子さんの言葉を、私は仏頂面で訂正する。

「ピラミッドじゃなくて、祭壇です」

「祭壇……。確かにお母さんが狂気の沙汰と言った意味がわかるな」

「勝手に触ったらぶっ飛ばしますよ。私が高校時代から大好きなアニメのキャラなんだから。今ではもう手に入らない、貴重なグッズばかりなんですよ」

　もう十年以上前に放送していたアニメだけど、今見てもやっぱり胸がときめく。お母さんは『処分しなさい』と簡単に言うけれど、捨てられるわけがない。今住んでいる東京とは違い、アニメショップも本屋もコンビニすらないこの田舎で、これだけグッズを集めるのに、どれだけ苦労したことか。

　お小遣いを貯め、通販を駆使して集めた宝物たち。私の青春の結晶だ。

　部屋に置いてあるキャラクターのイラスト入りのクッションを持ち上げ頬ずりすると、金子さんに思いきりため息をつかれた。

「俺が前にくじで当てたフィギュアにも、そうやって頬ずりしてんの？」

「……悪いですか？」

「別に悪くはないけど、複雑だな」

「すいませんね、気持ち悪くて」

　開き直ってふんぞりかえる。

　もう金子さんには情けないところばかり見られて、恥ずかしさも薄れてきた。

「お前、あのフィギュアのキャラのどこが好きなの？　見た目？」

　クッションを抱きしめる私に、金子さんはそう聞いてきた。

「見た目も好きですけど、性格ですね。ほら、映画にも出てたじゃないですか。一見さわやかなイケメンの王子様キャラだけど、実は腹黒で、人をおちょくって遊ぶのが好きで……」

　言いながら、うっと言葉に詰まる。

　ちらっと横目で金子さんを見ると、ニヤニヤと意地悪な笑みを浮かべながら、こちらを見ていた。

「ふーん。それで？」

「いや、アニメのキャラの話ですからね？」

「俺はなにも言ってないけど？」

「いやホント、他意はまったくありませんから」

　ヤバいヤバいヤバい。なんだか顔が熱くなる。

　慌てて腕で顔を隠すと、金子さんが私の髪をひと筋掴み、優しく引っぱった。耳元に唇を寄せ、小さく笑う。

「お前も自分で言ってて、俺に似てるって思ったんだろ？」

　鼓膜を直接震わせるように囁かれ、ぐわりと心拍数が上がった。

「ち、ち、違うし！　自意識過剰もいい加減にして、この三次元男が！」

「はは、顔真っ赤」

　そうからかわれ、さらに顔が熱くなる。心臓が、痛いくらい体の内側から胸を打つ。

「……勘弁して、本当に」

　腕で顔を覆ったまま泣き言のようにつぶやくと、金子さんの手が優しく私の頭をなでた。

「じゃあ、そろそろ寝るか」

　金子さんの言葉にうなずいて、それぞれの布団に入る。

　朝から映画を見て、新幹線に乗って実家に帰ってきて、そしてこうやって金子さんと並んで眠りにつくなんて。今日はなんだか長い一日だったな。

　実家の天井を見上げながら、ぼんやりとそう思った。

「お邪魔しました」

　翌朝、玄関先で頭を下げる金子さんのことを、父も母も名残惜しそうな目で見つめる。

「本当に、また遊びに来てね。莉央がいなくても、金子くんひとりで来ていいから」

　だから、なぜふたりとも実の愛娘を無視して、金子さんばかりをかわいがるのよ。

　そう思ってふてくされていると、「莉央」とお母さんに声をかけられた。

「金子くんを大切にしなさいよ」

　寡黙な父にもうなずかれ、気まずくて目を逸らす。

　大切にするもなにも、本当は恋人同士じゃないんだよ。

　こんなに嬉しそうな両親を騙していることに、胸が痛くなった。




　駅までタクシーに揺られていると、隣に座る金子さんが眠そうにあくびをした。

　昨夜はお父さんに付き合って、けっこう日本酒を飲んでいたからなぁ。

「金子さん、二日酔いですか？」

　心配になって声をかけると、「いや」と首を横に振った。

「お前の部屋、落ち着かなくて」

　窓の外を見ながら、ぽつりと言う。

　もしかして、私と一緒の部屋だったから意識して寝られなかったとか、そういうことですか!?　ちなみに私は気疲れと叫び疲れで、ぐっすり超熟睡でしたが！

「薄暗い部屋で、壁一面のポスターと無数のフィギュアに見られていると思うと、まったく熟睡できなかった。お前、よくあの部屋に平気でいられるな」

　動揺する私をよそに、金子さんはもう一度大きなあくびをしながら言う。

　あぁ、そういうことですか……。

「あのくらいで寝れないなんて言ってたら、私のマンションの部屋になんて泊まれませんよ」

　実家暮らし時代の部屋より、今の部屋のほうが数倍パワーアップしている。キャラクターの等身大のタペストリーや抱き枕まであるし。

「ふーん。それ、俺を部屋に泊めてくれる気があるってこと？」

　ニヤリと笑われて、慌てて首を横に振った。

「いや、違っ！　それは、言葉のあやです!!」

　私の部屋に泊めるどころか、あの聖域に三次元の男を入れるつもりはありませんから！

「なんだ、残念」

「いちいちそうやって、からかわないでください」

　ふんっと鼻から息を吐き出して私が怒ると、金子さんが小さく首を傾げた。

「どうして？　腹黒で人をおちょくる男が好きなんだろ？」

「それ、あなたのことじゃないからぁ！」

　耳元で囁かれ、思わず絶叫する。

「だからお前、突然叫ぶのやめろよ。運転手さん、すみません」

　私の叫び声に驚いたタクシーが左右に揺れ、金子さんは運転手さんに謝りながらくすくすと楽しげに笑った。




　新幹線の駅へ向かうための電車をホームで待っていると、「会社に土産でも買うかな」と、金子さんが駅の売店をのぞきに行った。

　本当にマメな人だな。私は旅行に行って、会社にお土産を買ったことなんて一度もないかも。

　仕事に関しては真面目に手を抜かずやっているつもりだけど、こういう普段の気の利かないところがダメだよなぁと、ズボラな自分を反省しながらぼんやりとホームのベンチに座っていると……。

「あれ。もしかして、友野？」

　突然名前を呼ばれ、驚いて顔を上げると、スーツ姿の男が私の顔をマジマジと眺めていた。

「えっと……？」

　誰だっけ、この人。

　ベンチに座ったまま、目の前に立つ人をぼんやりと見上げる。

　私と同年代くらいのサラリーマン。短めの髪に、笑うと目が線になる愛あい嬌きょうのある顔は、なんとなく見覚えがあるような、ないような。

「懐かしー。お前、今こっちに住んでんの？」

　私の戸惑いに気づかないのか、彼は当然のように会話を続ける。

「いや、東京だけど。今日はたまたま」

　相手が誰かわからないけれど、とりあえず聞かれたことには答えてみる。

「あー、そうなんだ。今度東京で同窓会するって連絡来た？」

「知らない」

　同窓会ってことは、同級生か。

　そう思いながらスーツ姿の男をじっくりと眺める。そしてようやく、目の前の彼の笑顔に、記憶の中の幼い頃の面影を見つけた。

　確か、同じクラスでお調子者だった男の子だ。野球部で坊主頭だった彼は、いつもふざけてて、よく先生にげんこつをされていた気がする。

「誰からも同窓会の連絡は来てないの？　あー、お前、漫画ばっかり読んでて、友達いなかったもんな。教室でもほとんどしゃべんなかったし。今でもオタクなの？　そんなわけないか」

　悪びれる様子もなく、そんな遠慮のないことを言う彼に、思わず苦笑いした。

「今でもがっつりオタクだけど」

『オタクなの？』なんて聞かれて嬉しいわけがない。でも、彼の言葉に悪意がないのは伝わったので、私は素直にうなずいた。

「マジか。潔いさぎいいな、お前。そんなんだから、クラスで浮いてたんだぞ」

　そんな会話をしていると、買い物を終えた金子さんがこちらに近づいてきた。

「誰？」

　口元に柔らかな笑みを浮かべ、聞いてくる。

「えっと、同級生？」

「なんで疑問形だよ」

「だって。名前も思い出せない」

「ひでぇ」

　スーツ姿の同級生は苦笑いしてそう言うと、金子さんに向かってぺこりと頭を下げる。

「友野と中学のときに同じクラスだった、岸きし田だです」

　確かにそんな名前だったなぁと思っていると、金子さんが私の横に並んで岸田くんに会釈を返した。

「こっちは、同じ会社の――」

　そう金子さんを紹介しようとすると……。

「莉央の恋人の金子です」

　先回りをして、宣言された。

「マジか。友野、すげぇイケメン捕まえたなぁ。ちょっと握手してください」

　そう言って、なぜか同級生の岸田くんは、金子さんに向かって手を差し出す。

「なんで握手してるの？　意味わかんない」

「いや、なんとなく。これだけイケメンなら女を選び放題だろうに、わざわざ友野を選ぶって、勇者だなぁと思って」

　岸田くんは金子さんの手を強く握りしめながら、本気で感動したように言う。

「それって俺、褒められてる？」

　突然知らない男に握手を求められて困っているのだろう。金子さんが私の方を見て苦笑いしながらそう言った。

「かなり褒めてます。こいつ、中学の頃からずっとオタクで、学校ではほとんどしゃべんなくて。しかも、苛めまではいかないけど女子からハブられてたのに、いつも背筋をピンと伸ばして堂々とひとりで好きなことしてて、かっけぇなぁって思ってたから」

「ちょっと、そこの岸田とかいうヤツ。変なことを言わないように」

　なに勝手に人の過去を暴露してるのよ。

　私が思いきり睨みつけると、岸田くんはきょとんと首を傾げる。

「なんでだよ。褒めてやってんのに」

「どこが褒めてるのよ」

「あ、電車来たから、行くわ。友野、イケメンの彼氏と仲良くな」

　言いたいことだけ好き勝手に言って、去っていく岸田くん。

　なんなのよ、あいつ。

　そう思いながら岸田くんのうしろ姿を睨んでいると、金子さんが私の隣に腰を下ろし、くすりと笑った。

「お前の、人に媚こびずに堂々としてるところって、昔からだったんだな」

　金子さんの言葉に、ツンと顔を背ける。

「友達のいないオタクだったから、仕方なく開き直ってただけですよ」

　金子さんには散々情けないところを見られてしまったから、今さら恥ずかしがったって仕方ないけど、昔からオタクで根暗で友達もいなかったなんて、我ながら情けない。

「そう？　お前のそういうところ、すごい好きだけど」

「な……っ」

　さらりと『好きだ』と言われて、思わず変な声が出た。

　お世辞でも冗談でも、そんなに簡単に好きだなんて言わないでほしい。これだから、三次元のイケメンは調子に乗っていてイヤなんだ。

「やめてください。今は会社の人にオタクだとバレて気持ち悪がられないように、必死で本性隠して完璧な女を装ってるんだから。全然、堂々としてないです」

「人間なんだから、裏表があるのは当然じゃん。俺だって、会社ではかなり猫かぶって仕事してるし」

　確かに、普段会社にいるときの金子さんは、素の今とはまるで別人だ。

「俺、最初に入った不動産会社で、新人なのにいい成績をとって、営業なんてチョロいとナメて仕事をしてたんだ。客の前でだけニコニコして、会社では横柄な態度で偉そうなこと言って。しばらくはそんな強気の営業でもうまくいってたんだけど、二年目くらいでちょっとタチの悪い団体がらみの不動産屋と仕事がかぶって、因縁つけられたんだ」

　金子さんの言葉に驚いて顔を上げた。

　ウチの営業所の担当地区ではないけれど、他の営業所だとそういうトラブルがごくたまにあると聞いたことがある。

「それで家主にも会社にもイヤがらせをされたとき、先輩も上司も誰も助けてくれなかった。なんでだよって腹がたったんだけど、よく考えたら自分も先輩や同僚が困ってるときに、親身になって助けようとはしてなかったなと気づいた。自業自得ってこういうことなんだって思ったよ」

「そんなことがあったんですか……」

　相手側からのイヤがらせだけでも十分きついのに、その上、仕事仲間からも助けてもらえないなんて、相当つらかっただろうな。

「そ。それで会社にいづらくなって、今の会社に移ったんだ。俺とお前はちょっと極端だけど、仕事をしやすいように自分を作るなんて、別に悪いことじゃないだろ。誰だって多かれ少なかれ、自分を偽りながら生きてるんだから」

　優しく微笑まれ、私は黙り込んだ。

　こうやって素の自分を肯定されたのは初めてで、どういうリアクションをしていいのかわからない。視線を泳がせているうちに、ホームに電車が入ってきた。










厄介な後輩、登場




　朝の日課のトイレ掃除を終えて事務所に戻ると、いつもよりフロアがにぎやかだった。

　その中心にいるのは金子さん。どうやら、私の地元でお土産にと買った栗くり入りのどら焼きを、みんなに配っているらしい。

「いいなぁ、旅行。温泉？」

「莉央の……、いえ友野さんの実家に遊びにいってきました」

　遠藤課長の問いかけに、金子さんがさわやかな笑顔を浮かべて答える。

「おぉ！　相変わらず順調だなー。結婚の挨拶か？」

「さすがに、それはまだ」

　そう話していた金子さんが、私に気づいて王子様スマイルで微笑みかけてくる。

　わざわざ私の実家に行ったなんて、みんなに言わなくてもいいのに！

　そう叫びたかったけれど、一課のみんながいる前でそんなこと言えない。

　ぐっとこらえながら額に青筋を立てる私を見て、金子さんは笑いをこらえるように口元を押さえ微かに肩を揺らした。

　絶対に金子さんは、動揺する私を見て面白がっているに違いない。

「莉央、今度実家の住所教えて。泊めてもらったお礼になにか送りたいから」

「いえ、お礼なんていらないですよ。父と母に無理やり引き留められたんですから、気にしないでください」

　相変わらず好感度百パーセントの金子さんの外面に、引きつりながら答える。

「金子さんと友野さんって、本当に付き合ってるんですねー」

　背後から聞き慣れない声がして振り返ると、なぜか二課の新人の男の子が、入り口に一番近い私のデスクの椅子にちょこんと座っていた。

　もうすぐ朝礼が始まる時間だというのに、なんで他の課の新人が、勝手に人の席に座っているんだろう。もしかして、お土産のどら焼きの匂いに釣られてきたのかな？

　はいはい。お菓子が欲しいならあげるから、さっさと自分のおうちに帰りましょうね。

　なんて心の中で思いながら、もちろんそんな悪態はキレイに包み隠して、新人くんに笑いかける。

「あの、あなたは……」

「あ。俺、今日から営業一課に異動になりました。よろしくお願いしまーす！」

　ピンと敬礼する新人くん。

　挨拶するなら、よろしくの前にまず自分の名を名乗ってほしい。

　それにしても、この時期に二課から一課に異動なんて珍しい。もしかして、なにか問題でも起こして異動になったのかな。

「莉央。先週課長が、柴しば崎ざきくんが休み明けから異動してくるって言ってたの、聞いてなかっただろ」

　いぶかしげな私の表情に気づいたのだろう。金子さんが耳元でそう言って、小さく笑う。

「言ってました？」

「言ってたよ。どうせ休みに俺と実家に帰ることが楽しみで、耳に入ってなかったんだろ」

「ちっ……！」

　違います！　これっぽっちも楽しみになんてしてませんから！

「もうー。金子さんも友野さんも、そうやって会社でいちゃつかないでくださいよー」

「柴崎くん、誰もいちゃついてなんていないからね！」

　私たちのやり取りを見て言った柴崎くんに、私は慌てて否定をした。




「というわけで、今日から一課に来てくれた柴崎くんです。とりあえず慣れるまで営業の流れは金子の下について勉強してもらうから。事務所内では友野さんの横の席でいろいろ教えてもらって」

「はい。よろしくおねがいします」

　課長の紹介にぺこりと頭を下げ、金子さんのさわやか王子様スマイルに負けず劣らずの、キラキラした無邪気な笑顔を浮かべる柴崎くん。

　彼のおかげで一課の顔面偏差値が、さらに上がったかも。

　金子さんより少し低い身長。クセ毛なのか、ぴょんぴょんと軽く毛先が跳ねた髪形。黒目がちの二重の瞳に、よく動く大きめの口。

　金子さんがみんなから憧れられるさわやかな王子様なら、柴崎くんはみんなから愛されるかわいい後輩キャラって感じ。

　そんな柴崎くんが金子さんのうしろをついて回って、いろいろ教えてもらう麗しい光景に、腐女子の妄想が刺激される。

「今日は外回りに行ったりするんですかー？」

　背の高い金子さんを見上げ、柴崎くんは首を傾げて聞く。

「あぁ、マンションの査定で内覧と、専任契約をもらった一軒家で打ち合わせをする予定なんだけど……」

　金子さんが答えながら、視線をこちらに向けた。

「悪い、友野さんも付き合ってもらってもいい？」

「あ、はい」

　金子さんの言葉に、今日の予定を確認する。

　拓斗くんのマンションと、以前内覧に行った、お庭のある一戸建ての西村さんのお宅だ。

　拓斗くんのおうちは子守り要員に、そして男性が苦手そうだった西村さんは、金子さんと柴崎くんのふたりだとさらに萎い縮しゅくするだろうから、私も同席したほうがスムーズに進むだろう。

「もちろん大丈夫です」とうなずくと、金子さんは「ありがとう」と優しく笑った。




「わぁい、お姉さんだぁっ！」

　マンションの査定にお邪魔すると、拓斗くんが眩しいくらいの笑顔で出迎えてくれた。

「拓斗くん、こんにちは」

「お姉さんが来てくれるかなって、楽しみにしてたんだよー。ぼくの部屋、見る？　こっちだよ」

「わぁ、ありがとう」

　小さな手が私を引っぱる。無邪気に笑う拓斗くんは、本当に天使のようだ。かわいすぎる。

　金子さんに日々振り回され、からかわれているせいで、荒すさんで疲弊した私の心が浄化される。

　キャッキャとはしゃぐ私たちの横では、金子さんと柴崎くんが拓斗くんのご両親と挨拶をかわし、「さっそく査定させていただきます」と話を進める。

「拓斗、お姉さんを困らせるようなこと、しちゃダメよ」

「うん！」

　お母さんの言葉にうなずいて、私の手を引いて自分の部屋へと連れていってくれる拓斗くん。

　家の中は、子供がいる家庭とは思えないほど整然としていて、まるでモデルハウスのようで驚いた。拓斗くんの部屋も、多少おもちゃが転がっていたりはするけれど、チリひとつなくとてもキレイだった。

「すごくキレイにしてるんだね」

「うん、ママがお掃除好きなんだ」

　査定をしてもらうとなると、どの家もある程度はキレイに掃除をして依頼するものだけど、拓斗くんのおうちはそれとはレベルが違った。まるでプロのハウスクリーニングが入ったあとのように、どこもかしこもピカピカだ。

　普段からこんなにキレイにしているんだとしたら、拓斗くんの言うようによっぽど掃除が好きなんだろうな。

　そう思いながら、査定の様子を見守る拓斗くんのご両親を眺める。

　三十代のごく普通のご夫婦。おだやかで優しそうなお父さんに、しっかりした印象のお母さん。

　家は、住む人の生活や内面を知らず知らずのうちに反映するものだけど、この家はどこかよそよそしくて違和感があった。

「お姉さん、僕のおもちゃ見る？」

「見てもいいの？」

　自慢げにおもちゃ箱の中を見せてくれる拓斗くんに、慌てて視線を戻す。

　きっと宝物なのだろう。キレイに並んだミニカーやロボットに、思わず笑顔になった。

　子供部屋は、宝箱で秘密基地で、どこよりも居心地のいい自分だけのお城。そこに置かれた小さな机の前に、以前私が事務所で描いてあげた絵が貼ってあるのが見えた。

　ちゃんと大切にしてくれていたんだ。

　折り目のシワをキレイに伸ばし、セロハンテープで壁に貼られた絵。少し斜めになっているのが、またかわいらしくてキュンとする。

「これ、お姉さんが描いた絵、貼ってくれてるんだね」

「うん、ぼくの宝物なんだ」

　えへへ、と照れ笑いしながら、手にお気に入りのロボットを持って空を飛ぶしぐさをする拓斗くんが愛らしすぎて、心の中で悶える。

「すごいね、合体ロボ、カッコイイ」

「でしょー。いっぱいあるんだ。欲しいのあったらお姉さんにあげるよ」

「え？　大事なおもちゃなのに？」

「うん。もうすぐお引っ越しするから、ぼくのおもちゃも整理しなきゃいけないんだ。次のおうちに全部持っていくのは大変だから」

「……っ」

　しょんぼりと肩を落とした拓斗くんを見て、言葉に詰まる。

　自分だけのお城も、宝物のおもちゃも、大好きな両親との生活も。拓斗くんはまだこんなに小さいのに、これから大切なものを手放さなければならないんだ。

　そのとき、「なんで離婚するんですか？」という能天気な声が聞こえてきた。

　ぎょっとして振り返ると、査定の勉強のためについてきた柴崎くんが、拓斗くんのお母さんに向かって無邪気にそう聞いていた。

「なんでって……」

　そんな込み入った事情を他人の不動産屋に話すわけがない。驚いて口ごもるお母さんに、柴崎くんはさらに身を乗り出した。

「お父さんもお母さんも常識的でイイ人そうだし、金銭的に困ってるようにも見えないし。なにが理由で離婚をするのか不思議だなと思って」

　柴崎くんは、いったいなにを考えてるのよ。そんな無神経な質問をお客様にするなんて！

　ぎょっとして目を丸くした私の隣で、拓斗くんが立ち上がった。

「僕も知りたい！　どうしてパパとママが離れて暮らさなきゃならないの？」

「拓斗……」

「僕のせいなの？　僕がいるから、ふたりともすぐケンカしちゃうの？」

　顔を真っ赤にして見上げる拓斗くんに、お父さんもお母さんも途方に暮れたように顔を見合わせた。




　その後、すぐに金子さんがフォローし、柴崎くんにも頭を下げさせ、その場はなんとか取り繕った。だけど、顔を真っ赤にした拓斗くんの表情が頭を離れなくて、私は次の商談の場へと移動する車の後部座席で、ぼんやりと窓の外を眺めていた。

「柴崎、お前はもう少し物を考えてからしゃべろ」

　金子さんが運転しながら静かに注意をする。

「はい。でも、すごい気になったんですもん」

　唇を尖とがらせる柴崎くんに、思わず脱力してしまう。

　新人が叱られて、『でも』なんてすぐに反論しちゃダメでしょう。しかも、まったく反省の色がない。もしかして柴崎くん、二課で扱いに困って一課に丸投げされた問題児なのかな。

　そんな私の予想は大当たりだったようで、次にお邪魔した西村さんのお宅でも、彼は大きなミスをやらかした。




「――では、リフォームはせずに、このまま買い手を探す方向でよろしいですね？」

「はい」

　金子さんの言葉に、オーナーの女性、西村さんはうなずく。

「金額はこの額で、物件情報を当社のホームページや不動産ポータルサイトへ掲載させていただきます。来月の土日に内覧会を開きたいと思っているので、それに合わせて折込チラシも配布します」

「本格的ですね」

　本当に売却するんだという現実味が湧いてきたのか、西村さんはテーブルの上の書類に視線を落とし、ほうっとため息をついた。うつむいた白い頬にまつげの影が落ちて、なんだか悲しげに見える。

「寂しくなってしまいましたか？」

　思わず私がそう尋ねると、「少し」と小さく微笑んだ。

　その視線の先には、庭でしゃがみ込む柴崎くんの背中。

　……ていうか、柴崎くんはいったいなにをしてるのよ。

　西村さんのおうちにお邪魔した途端、『商談の邪魔になりそうなんで、俺はお庭で草むしりしてまーす！』と、お得意の敬礼ポーズを取った彼は、その言葉どおりずっと家に入らず庭にいた。

　商談の場にいないと営業の勉強にならないのに、なんで草むしりなのよ。

　そう突っ込みたかったけど、金子さんがなにも言わないので仕方なくそのまま好きにさせている。

「もうあの柿を食べることもないんだなぁと思うと、寂しいです。子供の頃から毎年楽しみにしていたんですよ。新しい持ち主さんに渡ったら、あの木も切られちゃうかもしれませんね」

　そう言いながら目を細める西村さん。

　庭に立った立派な柿の木。大きく広がった枝の先には、ツヤツヤとした柿がなっていた。

「あれ、甘柿なんですね」

「けっこう甘くておいしいんですよ。よかったら食べてみます？　マンションの両親にも持っていってあげようかな。この柿を食べられるのも、今年が最後だし」

　西村さんは立ち上がり、庭に続く掃出し窓へと近づく。

　すると、気配に気づいた柴崎くんがこちらを振り返った。

「どうしたんですか？」

「柿を取ろうかと思って。確か物置に高枝ばさみがあったはずなので――」

「じゃあ、俺が登って取りますよ」

　西村さんの言葉を最後まで聞く前に、柴崎くんは立ち上がり、柿の木に手をかけた。

「あ……」

　声をかける暇もなく、ひょいひょいと木に登る柴崎くん。小柄な彼は、まるで身軽な猿のようだ。

　あっという間に高い場所まで登ってしまった柴崎くんに、慌てて私は声をかける。

「ちょっと、柴崎くん。危ないから、下りてきて！」

「大丈夫ですよー。俺、運動神経いいほうだし」

　運動神経の問題じゃないから！

　下から叫ぶ私を無視して、柴崎くんは実のなった枝の先に手を伸ばす。

「ダメだってば！」

「わ……っ！」

　私の叫び声に重なって、パキパキと乾いた音がした。

　柴崎くんが、広がった枝に手をかけて体重を移した途端、柿の枝が折れる。慌てて素足のまま庭に駆け出した私の目の前で鈍い音がして、柴崎くんの体が地面に叩きつけられた。

「大丈夫!?」

　駆け寄り、柴崎くんの顔をのぞき込む。

　頭を抱えて起き上がらせようとすると……。

「莉央、頭を打ってるかもしれないから、下手に動かさないほうがいい」

　金子さんに言われ、急いで手を引っ込めた。

「いってぇ……」

　地面に転がった柴崎くんは、苦痛に顔を歪めながらも意識ははっきりしているようで、パチパチと瞬きをしてからこちらを見上げた。

「大丈夫？　柴崎くん」

「はい、大丈夫。びっくりしたー。いきなり枝が折れるんだもん」

　幸い地面が柔らかい芝生だったおかげで、大したケガはしてないようだ。

「……こんのバカが！　危ないから下りなさいって言ったのに。柿の木は枝が折れやすいから危ないなんて、常識でしょうが!!」

　思わず全力で怒鳴ると、柴崎くんはきょとんとして目を丸くする。

「わ、友野さん、こえぇー」

「友野さん、お客様の前だから」

　柴崎くんに驚かれ、金子さんにたしなめられ、素が出てしまったことに気づいてハッとする。

　しまった。仕事中なのに、必死にかぶっていた猫がはがれた……。

「すいません、お騒がせして。その上、無断で木に登って枝を折ってしまい申し訳ありません」

　金子さんが西村さんを振り返り、頭を下げる。

「いえ、柿の実を取りたいなんて言ったこちらも悪かったですし。大したケガがなくて本当によかった」

　西村さんもほっとした様子だった。

「すいませ……つぅっ」

　柴崎くんが、謝りながら立ち上がろうと地面についた左手に体重をかけた途端、顔をしかめた。

「柴崎、一応病院に行ってこい。多分、手首をひねってるだろ。友野さん、社用車で病院に連れていってやって。俺は商談が終わったら電車で戻るから」

「わかりました」

　私はうなずいて、金子さんが差し出した車の鍵を受け取った。




　まったく、なにやってんのよ。拓斗くんの両親に無神経な質問をしたかと思えば、西村さんのお宅では家の中にも入らずノンキに庭で草むしりなんてして。その上、人の話も聞かないで木に登って落ちるなんて、でっかい子供か！

　そう怒鳴り散らしてやりたい気持ちをぐっと抑えて、おとなしく車を運転する。

「ねんざで済んで、よかったね。でもあんな高い木から落ちて、打ち所が悪ければ命にもかかわるんだから、気をつけなきゃダメだよ」

　病院で鎮痛剤と湿布をもらい、手首に包帯を巻かれた柴崎くんは、「すいませーん」と助手席で明るく笑っていた。

　へらへら笑ってる場合か。ちっとも反省してないな、このやろう。

「それにしても、さっきの友野さん、別人みたいに怖かったなぁ。びっくりした」

「……うっ」

　咄とっ嗟さに怒鳴ってしまったことを指摘され、顔がこわばる。

　ヤバい、普段猫かぶっているのがバレたかも。

「それだけ俺を心配してくれたってことですよね。嬉しいです」

　ニコニコと嬉しそうに笑う柴崎くんに、ほっとして肩の力が抜けた。

　よかった。バレてない。

　ハンドルを握り、前を向いたまま曖昧に微笑んで、違う話題を口にした。

「柴崎くんの家はどの辺？　課長には私から報告しておくから、今日はまっすぐ帰っていいよ」

「マジですか？　じゃあ、ウチに寄っていきます？」

　無邪気にそんなことを言う柴崎くんに、心の中で突っ込む。

　寄るわけないでしょ。家に帰るのは柴崎くんだけで、私は事務所での仕事が残ってますから。

「柴崎くん、ナビに家の住所を入れてくれる？　私、運転にあんまり自信ないから、ナビがないと知らない道は走れないの」

　柴崎くんの言葉は聞き流し、笑顔で言う。

「はぁーい。友野さんの家はどの辺なんですか？」

　どうして柴崎くんに私の家の場所を教えないといけないのよ。絶対に言うか。

　柴崎くんの質問に小さく首を傾げてみせただけで、無言で運転を続ける。

「今度、友野さんの家に遊びにいってもいいですか？」

　さっきから無視を貫いているというのに、ちっともめげない柴崎くんは、そう言って身を乗り出してきた。

　無理無理無理無理。断固拒否です。

「あ、なんか誤解してます？　勉強のためにいろんな物件を見ろって、遠藤課長に言われたんですよ」

「一課のための勉強なら、私の住んでる賃貸マンションなんて見てもしょうがないんじゃない？」

　勉強のためと言うなら、分譲マンションとか一戸建てを見てください。

　しつこい柴崎くんをあしらうように言うと、柴崎くんが真面目な口調になった。

「いや、賃貸とか分譲とか関係なく、実際に家具が入って人が暮らしてる部屋をたくさん見て、空の物件とか間取り図から人の生活を想像できるようになれって」

　なるほど。それは確かに一理あるかも。

　間取りだけ見るとすごくいい部屋に思えても、実際に住んでみるとコンセントの位置や窓の高さが不便で後悔することはよくあることだ。

　……だが、断る。あの聖域に、三次元の男を立ち入らせるわけにはいきません！

「ダメですかぁ」

　口を固く結んだまま運転を続ける私を見て、柴崎くんはようやく諦めてくれたようだ。

「ごめんね。他の人に頼んでみてくれる？」

　ほっとしながら言う私を見て、柴崎くんがにっこりと笑った。

「他の男を部屋に入れたら、彼氏の金子さんに怒られちゃいますもんね」

「あー……、そうだね」

　まぁ、金子さんも私の部屋に一歩も入れる気はないんだけど、面倒だからそういうことにしておいて。

「それにしても、金子さんと友野さんって、本当に付き合ってたんですね」

「どういう意味？」

「女の子たちの噂で付き合ってるって聞いてたけど、なんとなく不釣り合いなふたりだなぁと思ったから」

　ちょうど信号で停まったタイミングでそう言われ、思わず柴崎くんの方を振り向く。

　すると、童顔のかわいらしい笑顔が一瞬だけ微かに歪んだ。

「不釣り合い……？」

　その言葉に、ぞわりと毛穴が逆立つような悪意を感じた。思わずハンドルを持つ手に汗がにじむ。

「あ、友野さん、信号が青になりましたよ」

　いつものように無邪気で明るい声に戻った柴崎くんにそう言われ、慌ててアクセルを踏み込んだ。




　無邪気な天然キャラのはずの柴崎くんが一瞬だけ見せた、するどい表情と悪意。あれはいったいなんだったんだろう。

　私は柴崎くんを自宅まで送り届け、会社の駐車場に車を停めながら考える。

　いつも笑顔で、ニコニコと愛想をふりまく柴崎くん。しかし、あの一瞬の微かな悪意。

「まさか……っ」

　まさか柴崎くん、金子さんと付き合っている私に嫉妬してる……？

　私はハッとして口元を手で覆った。頭に浮かんだひとつの可能性に、腐女子の妄想が暴走してしまう。

　私に嫉妬をするということは、もしかして柴崎くんは、金子さんに好意を……？

　そう思った途端、目の前がパァっと明るくなった。

　優しくてさわやかな先輩に憧れているうちに、いつの間にか恋心が芽生えちゃったのね！　そして、金子さんには私みたいな女より自分のほうがふさわしいのにって、苛いら立っているのね！

　なにそれ、妄想がはかどる……っ！

「ファーッ!!」

「お前、なにを叫んでんだよ」

「はっ！」

　車の運転席で興奮を隠しきれない私を、窓の外から見下ろす冷たい視線。

　金子さん、いつの間に……。

「すいません。ちょっと柴崎くんのことを考えていたら、妄想が抑えきれなくて」

　そう言いながら、車を降りて鍵をかける。

「……お前、不審者だって通報されないように気をつけろよ」

　不審者って、ひどい。

「柴崎はどうだった？」

　金子さんは私の手から車の鍵を受け取りながら尋ねる。

「ねんざでした。鎮痛剤と湿布をもらって、家まで送ってきました」

「そっか。大したことなくてよかった。柴崎に変なことを言われなかったか？」

「変なことって？」

「口説かれたりとか」

「まさか」

　ありえないです、と私が首を横に振ると、少し疑わしそうな目で睨まれた。

「それより、西村さんとの商談はどうでした？」

「あー、一応話は進めたけど、正直、まだためらってるみたいだな。ま、専任契約の期間はまだまるまる三カ月あるし、焦らずにもうちょっと様子を見てみる」

　そんなことを言う金子さんが少し意外で、思わず顔を見上げた。

「珍しいですね。仕事に私情を挟むなって言う金子さんが、そんなのんびり待ってくれるなんて」

「こっちの私情を挟むのは論外だけど、オーナーの私情ならできるだけ汲くむべきだろ。それに、お前の実家を見て少し気持ちがわかった」

「え……？」

「今まで俺は家自体にあまり思い入れがなかったけど、あの居心地のいい家を見たら、それまで住んでいた人の想いを大切にしたいっていう気持ちも少し理解できた」

　金子さんは穏やかな口調でそう言う。

　そんなに私の実家を気に入ってくれたんだ。

　なんだか胸の辺りがそわそわして、落ち着かなくなる。

　一瞬、『じゃあ、また遊びに来てくださいよ』なんて軽い調子で言ってみようかと思ったけど、妙に恥ずかしくなって、私は無理やり話題を変えた。

「それにしても、柴崎くん、ひどいですね」

「柴崎がどうかしたか？」

「拓斗くんのおうちでは無神経な質問するし、かと思えば西村さんの家には一歩も部屋に入らないし。営業としてやる気あるんですかね」

「あぁ」

　私の悪態に、金子さんは苦笑いしながらうなずいた。

「二課で持て余したから、一課に異動になったんですか？」

「まぁ、それに近いだろうな。二課は賃貸物件だから、受け身の営業だし、やり方も割とカジュアルだから、かっちりした一課に一度任せて、基本を教え込んでやれってことだろ」

「なんか、貧乏くじを引かされたみたいですね」

　他の部署でお手上げの問題児を任されるなんて、いい迷惑だ。

「そうでもないと思うけど。あいつ、けっこういい営業になるぞ」

「え、どこがですか!?」

　外面王子の社交辞令ではなく、素の金子さんが柴崎くんを褒めるなんて、予想外で驚いてしまう。

　常識もないし口のきき方もなってないし。営業としてはかなりダメダメだと思うんだけど。

「まぁ、まだまだ勉強が必要だろうけど、人を不快にさせない要素が自然と身についてるから」

「人を不快にさせない要素、ですか？」

「そう、慣れない不安な場所では無意識に変なクセが出るもんだけど、あいつは顔や髪を触ったり体を揺らしたりするクセもないし、言葉遣いは馴れ馴れしいけど語尾まできちんと発音するから、話しててあまり不快な感じを持たれない。なにより人の顔をちゃんと見て、相手の気持ちを推し量れる」

　金子さんにあっさりとした口調で言われ、私は瞬きをした。

「え、推し量ってました？」

「だから、西村さんは男が苦手だってなんとなく気づいて、庭で草むしりなんてしてたんだろうし。拓斗くんの家では両親がなにかを隠してると思って、あんな質問したんだろ」

「そうなんですか……？」

　私にはただの気まぐれとしか思えなかったのに。

「ていうか、拓斗くんのおうち、なにか隠してるんですか？」

　不思議に思って尋ねる。

「実は俺もちょっと引っかかってたんだ。あのマンションの間取りなら、離婚して母子家庭になっても住み続けたほうが得だと思うのに、買って一年も経ってない、まるまるローンが残ってる状態で売ろうとするなんて、なんだか腑ふに落ちない」

　金子さんはそう言いながら、形のいい眉をひそめた。

「でも、実家に帰ろうと思ってるのかもしれないですよ」

「それはない。二課でこの近くの賃貸物件を探してるから」

「そうなんですか……」

　それは、確かにちょっと不思議だ。

　そう思って首を傾げていると「あいつ、けっこうするどいから、お前も気をつけろよ」と釘を刺された。

「気をつけろって、なにをですか？」

「油断して、柴崎に付け込まれるなよ」

　金子さんの色素の薄い瞳が、まっすぐに私を見る。

　なにを言ってるんだ、この人は。入社して早五年。いつも完璧な外面を貼りつけて、人との間に見えない壁を作って本性を隠してきた私が、配属されたばかりの後輩なんかに付け込まれるわけがない。

「大丈夫ですよ。外面を繕うのは慣れてますから」

　そう言って胸を張ると、あきれたようにぽんと頭を叩かれた。




　事務所に戻り、柴崎くんがケガをしたので家まで送っていったことを報告し、残っていた仕事を片付ける。ロッカーに行くと、ちょうど帰り支度をしていた二課の相楽真子と出くわした。

　相楽さんを含め、三人の二課の女の子たち。それまで楽しそうに話をしていた彼女たちが、私を見て黙り込む。

　なんだか気まずいなぁと思いながら自分のロッカーの前まで行くと、相楽さんに睨まれた。

「あ、友野さん、柴崎くんのおうちまで行ったそうですねー。さすが手が早ーい。次は柴崎くんを狙ってるんですかー？」

「えっ!?」

　とんでもないことを言われてぎょっとする。

　いやいやいやいや、ケガをしたから仕方なく送ってあげただけで、下心なんて微塵もないからね？

「ちょっと、真子。本人にそんな悪口やめなよ」

　それを横で聞いていた、同じく二課の事務の子が、クスクス笑いながらたしなめるように言う。

「だって、一課は金子さんもいるのに柴崎くんまで持ってくのってズルくない？　一課の遠藤課長も既婚者だけどけっこうカッコイイし。なんか二課はしょぼい男しかいなくてやる気出ないしー」

　ぷりぷり怒りながらコートを着込む相楽さん。

　確かに二課に比べて、一課は顔面偏差値が高いかもしれないけど、そんなことで私に文句を言われても困る。人事に言ってください。

「真子は本当にイケメン好きだもんねー」

「悪い？　だって見た目が悪い男なんて恋愛対象にも入らないし、イケメンは正義だから」

　きっぱりと言い切る相楽さんに、思わず感心してしまう。

　言ってることはめちゃくちゃだけど、そこまで趣向がはっきりしていると、いっそ清すが々すがしい。

「ホント、真子は極端だよねー」

「だから彼氏できないんだよー。この前の合コンのときだって、相手の顔を見た途端に『全員不合格』とか言いだすしさぁ、幹事の子、怒ってたよ？」

　相楽さんは同僚の女の子たちに責められても少しも動じず、ツンとすまして口を開く。

「仕方ないじゃん。あのレベルの男と楽しくお話しするなんて、時間の無駄だし」

「うわー、出たよ。真子の上から発言」

　そんなふうにキャッキャと楽しそうに話す二課の女の子たちの会話を聞き流しながら、私は大きなため息をついた。










人生終了のお知らせ（二回目）




「ねぇ、金子さん。なんかおごってくださいよー」

「こら柴崎、いきなり抱きつくなよ。コーヒーこぼしそうになっただろ」

　朝、日課のトイレ掃除を終えて休憩室の前を通りかかると、金子さんと柴崎くんの声が聞こえてきた。

「え、袖が汚れちゃいました？　俺、確認します。脱いで、脱いで」

「大丈夫だから。勝手に脱がすな、くっつくな」

　休憩室の中をのぞくと、笑顔で話す柴崎くんと、苦笑しながらそれをあしらう金子さん。

「じゃあ、離れたらなんかおごってくれます？」

　じゃれる子犬のように無邪気に笑う柴崎くんに、金子さんは大きくため息をついた。

「わかったよ。なに飲みたい？」

「わぁい、じゃあ金子さんと同じので」

「ブラックだけど、飲めるのか？」

「子供扱いしないでください。飲めますよ、ちゃんと」

　胸を張る柴崎くんに、金子さんが自販機で買ったブラックの缶コーヒーを手渡した。

「ありがとうございまーす。……んっ」

　さっそく缶を開け、口をつけた柴崎くんの表情が曇る。

「どうした？」

「やっぱり苦い」

「……っとに、なにやってんだよ」

　顔をしかめた柴崎くんに、見ていた金子さんが噴き出した。

　休憩室の自販機の前で繰り広げられる、そんな戯れ。

　じゃれ合う金子さんと柴崎くんに、腐女子がよからぬ妄想で補完するまでもなく、そのままの光景で血がたぎる。

　スーツ姿のイケメンふたりの、仲睦むつまじい姿。

　まるでサラリーマンもののＢＬ漫画のような尊く美しい光景に、私はそっと胸の前で手を合わせて萌えを噛みしめる。

　最近の営業一課は、次のイベントの新刊用のネタが大豊作です。

　そうやってひとり静かに熱くなっていると、こちらを振り返った金子さんと目が合った。

「莉央」

　声は出さず口元だけ動かして私の名前を呼び、『おいで』と言うように微かに目を細める。

　本当に、なにをやっても絵になる男だな。

　そう思いながら、自販機の前にいる金子さんと柴崎くんに近づく。

「あ、友野さん、コーヒー飲みます？」

　私に気づいた柴崎くんが、飲みかけのブラックコーヒーの缶をこちらに差し出してきた。

「こら、お前が自分でブラックがいいって言ったんだから、ちゃんと飲めよ」

　苦笑いしながら、コツンと柴崎くんの頭を叩く金子さん。

「はぁい」

　顔をしかめながら、苦さを我慢してコーヒーを飲む柴崎くんの、小さな缶を両手で持ってこくんこくんと飲むしぐさが、あざとかわいい！

　思わず柴崎くんのことを凝視していると、金子さんの手が私の髪にそっと触れた。

「莉央もなにか飲む？」

　長い指で私の髪を梳すくように触れながら、そう聞いてくる。

「あ、いいです。ありがとうございます」

　慌てて首を横に振ると、『本当にいいのか？』とばかりに、金子さんが私の顔をのぞき込む。

「ホント、この光景だけでお腹いっぱいというか、ごちそうさまですというか……」

　今は飲み物なんて飲んでる余裕ありません。

「なに言ってんだ？」

　胸の前で両手を握りしめ萌えを噛みしめる私を見て、金子さんが眉をひそめた。

「金子さーん。俺、ちゃんと飲みましたよ。褒めて褒めて！」

「はいはい。エライエライ」

　空になった缶コーヒーを持って報告する柴崎くんと、あきれながら頭をなでてやる金子さん。

　あー。もうホント、眼がん福ぷくだわ。

　私はうっとりしながら、ふたりのことを眺めた。




「そんな感じでね、もう毎日仕事が楽しくて、肌がツヤツヤするわ！　萌えは日々を潤すよね」

　スマホを握って力強く言うと、電話の向こうから大きなため息が聞こえてきた。

《なんだ。あのイケメンと恋人のフリなんかしたら、恋愛に発展するんじゃないかって期待してたのに。相変わらず莉央は腐ってんね》

「えへへ、ありがとう」

《だからそれ、褒め言葉じゃないからね？》

「え、そうなの？」

　今日は久しぶりに友達の恵美が電話をかけてきてくれた。

　金子さんに恋人のフリを強要されたイベント以来、どうなったのかをずっと心配してくれていたらしい。

《それにしても、あのイケメンリーマン。さくっと手を出しちゃうかと思ったら、意外と紳士だったんだね》

　恋人のフリをしているだけで、なにも進展する気配のない私と金子さんの関係を話すと、絵美は驚いたようにそう言った。

「いや、恋人のフリなんだから、手を出すわけないでしょ」

《だって、実家で同じ部屋に泊まったんでしょ？　少しもそんな雰囲気にならなかったわけ？》

「部屋中、フィギュアとポスターだらけで、落ち着かなくて寝れなかったとは言ってたけど」

《あぁ。確かにそんな部屋じゃ、立つもんも立たないか》

「下品なことを言わないでください」

　私が頬を膨らませると、恵美は意地悪く笑った。

《それにしても、莉央。少し変わったんじゃない？》

「どこが？」

《前はこんなに楽しそうに会社の話をすることなんてなかったし、『知り合いを妄想の対象にするなんて、ありえない』とか言ってたくせに》

　はっ、確かに！　前はリアルに知っている三次元の男なんて、生々しくてとても妄想する気にならなかったのに……。

「すごい！　私、腐女子としてステップアップしたかも！　今なら二次元から三次元へのギャップが激しくて地雷だったＢＬの実写化も、おいしくいただける気がする！」

《いやそれ、ステップアップって認識でいいのか？》

　興奮気味で言った私に、絵美はあきれたように大きなため息をついた。




　翌日、いつものように朝早いバスに乗り、窓の外をぼんやりと眺める。葉を落とした銀杏いちょう並木の下を歩く高校生の姿を見て、秋の深まりを実感する。

　バスが信号待ちで停まっていると、制服の上にセーターを着た男子高校生が、寒そうに背中を丸めポケットに手を突っ込んで歩道を歩いているのが見えた。

　うしろから走って追いかけてきた同級生におしりを蹴られる。振り向いた隙に横をすり抜け駆けていく同級生を「待て」と怒鳴りながら追いかけて、首を捕まえヘッドロックする。

　悪ふざけをして笑う男子高校生たちの吐く息はうっすらと白く、頬は冷たい風にさらされたせいでほんのりと赤く上気していた。

　……あぁ。晩秋の高校生、ホント尊い。

　気温が低くなったせいで露出は減るけれど、代わりにスキンシップが多くなる。

　今年も、男子高校生たちが『手が冷たい』なんて言ってセーターの中に手を突っ込んだり、真っ赤な耳を引っぱったり、意味なくくっついて暖をとったりする季節がやってくる。なんて、すばらしき青春。

　どんどん膨らむ妄想にひとり歯をくいしばっていると、信号が青になったのか、プシューという音を立てながらバスが動きだした。

　あぁ！　楽しそうにじゃれ合い取っ組み合いをする高校生を、もっと見ていたかったのに……。

「お前、ホントに高校生が好きだな」

　目の前の光景が名残惜しくて必死に窓におでこをくっつけていると、背後からあきれたようなため息が聞こえてきた。

　振り返ると、私のことを残念そうな目で見下ろす金子さんがいた。

　細身のスーツに身を包み、センスのいいシンプルなコートを羽織った金子さんは、朝っぱらから非の打ち所のないさわやかなイケメンだ。

「別に高校生が好きなわけじゃないです」

　いるならさっさと声をかけてくれればいいのに。人が妄想にふけっている姿をじっと観察しているなんて、趣味が悪い。

「そう？　すげー目を血走らせて必死に見てたから、年下好きなのかと思った」

「血走らせてません」

「あ。年下好きなのは否定しないんだ？」

「からかわないでください」

　私が膨れっ面をすると、金子さんはこちらを見ながら薄うっすらと目を細めた。

「さっきの高校生、なんとなく柴崎に似てたな」

「そうですか？」

「ふーん、無意識なんだ」

「なにがですか？」

　含みをもたせるような金子さんの言い方に、私は首を傾げた。

「いつも目で追ってるの」

「は？　なにをですか？」

　ワケがわからずムッとしながら睨み上げると、口元を微かに上げて意地悪に微笑む。バスの窓から差し込む朝の光が、色素の薄い金子さんの瞳をさらに明るく見せている。

　私の目の前の手すりを掴んだ金子さんの手がキレイで、思わず見とれた。爪が短くキレイに切り揃えられていて、こんなところにもちゃんと気を使っているんだなと感心する。

　そんな完璧な王子様が、私の前であくびをひとつ。

　整った顔の金子さんが大口を開けてあくびをする無防備な姿は、なんだかかわいい。きっと金子さんのこんな顔、会社の女の子たちは知らないんだろうな。

「金子さん、出社するの早いですね」

　始業時刻より三十分も早いバスに乗っている金子さんに、不思議に思って尋ねた。

「お前だって、人のこと言えないだろ」

「私はトイレ掃除とか、やることがたくさんあるので。金子さんはなんで今日はこんなに朝早く出社するんですか？」

「なんでかわからない？」

　ちらりとこちらに視線を投げて、私を試すように言った。

「わからないです」

「鈍いな」

　首をひねる私を見て、金子さんが顔をしかめる。

　金子さんがなにを言いたいのかさっぱりわからないまま、『鈍い』と言われ、ムッとする。

　私が鈍いんじゃなくて、金子さんの言い方がわかりづらいんじゃない。

　ふてくされながら窓の外を見ると、会社の近くの景色が見えた。

　あ、そろそろ降りるバス停だ。

　私がバッグを持って座席から立ち上がろうとすると、腰に手を回され体を引き寄せられた。

「ひゃ！」

　驚いて目を丸くした私の耳元に、金子さんが微笑みながら唇を寄せる。

「少しでも長くお前と一緒にいたいからだろ。最近、一課に柴崎が来たせいで、会社でふたりになれる時間が減ったし？」

「ファー！」

　唇が耳たぶに付きそうなくらいの距離で甘く囁かれ、腰が抜けた。

「てのは、冗談。朝イチで商談が入ってるから、その準備で早めに出てきただけ」

　膝に力が入れられず崩れ落ちた私を見て、楽しげに笑う腹黒王子。

「くっ……」

　からかったな、この性悪王子が！　ホント、この人タチ悪い。このまま私が立ち上がれなくなったら、いったいどうしてくれるのよ。労災請求するぞ。

　ギリギリと歯ぎしりをしながら金子さんのことを睨んでいると……。

「ほら、いつまで転がってんだ。バス降りるぞ」

　私は金子さんに引きずられるようにしてバスから降ろされ、会社に連行された。




　事務所で管理物件の鍵をチェックしていると、柴崎くんが手持ち無沙汰の様子できょろきょろと辺りを見回していた。まるで飼い主を探すワンコのようだ。

　金子さんを探しているのかな。

　そう思っていると、私の姿を見つけて駆け寄ってくる。

「友野さん、なにかお手伝いすることはないですか？」

「金子さんの手伝いはいいの？」

「今日は特にいいそうです。審査の書類を確認したり、法務局に行ったりするって」

「じゃあ、週末のオープンハウスの準備をしてもらってもいいかな」

「はい！」

　私の言葉に、元気よくお返事。

　お、感心感心。金子さんの指導のおかげか、最近柴崎くんの態度がよくなってきた気がする。

　なんて思いながら、備品が詰め込まれている倉庫へと向かう。

「ここに現地までの道案内の看板と、のぼりの旗があるから、リストにあるものの数を確認して、取り出しやすいようにまとめておいてくれる？」

　倉庫の明かりをつけ、必要な備品が書かれた紙を柴崎くんに渡しながら言う。

「はい」

「汚れると困るから、スーツは脱いだほうがいいよ」

「あ、ありがとうございます」

　柴崎くんから脱いだスーツを受け取って、変に型が崩れないようにキレイにたたみ、汚れないところに置く。そして、私も着ていたジャケットを脱いで腕まくりをすると、柴崎くんが驚いた顔をした。

「友野さんもやるんですか？」

「新人さんにだけ、こんな場所で力仕事をさせるのは悪いでしょ」

　本当は、事務所で座ってばかりだから、体を動かしたくなっただけなんだけどね。

「そんなの気にしなくていいのに」

　口ではそう言いながらも嬉しそうな柴崎くんと一緒に、倉庫の中を見回した。

　前回のオープンハウスのときに使った人が適当に放り込んだようで、大きなのぼりは倉庫の奥でごちゃごちゃになって転がっていた。

　あぁ、こんな置き方をしたら、シワになってしまうのに。しかも、ついた泥や汚れをそのままにしておいたらしく、あちこち薄汚れている。

「ごめん、柴崎くん。のぼりの旗が汚れてるから、一回洗おうかな。外すの手伝ってもらっていい？」

　のぼりを指差しながら言うと、柴崎くんが私の隣にやってきた。

「いいですよ。事務所に洗濯機ってありましたっけ？」

「洗濯機はあるけど、色落ちするから手洗いするの」

「うわ、これ全部ですか？」

　足元に転がったたくさんののぼりを見た柴崎くんは、そう言って顔をしかめる。

　確かに、これを全部洗うのかと思うと正直うんざりするけど、仕方ない。

「洗うのは私がやるから、大丈夫だよ」

「あ、俺もちゃんと手伝いますよ」

　当然のように言われ、ちょっと見直した。

　営業の男の人たちは、そういった雑用は当たり前のように営業アシスタントの仕事と思い込んでいるところがある。しかも洗濯なんて、女の仕事だと頭から決めつけているし。でも、自分から手伝うと言ってくれるなんて、柴崎くん、けっこういいところあるじゃん。




「なんかこういうの、楽しいですねー」

　ゴム手袋をはめた柴崎くんが、楽しげにじゃぶじゃぶとのぼりを洗い始める。

「あんまり乱暴にしないでね」

「はぁい」

　私が汚れた部分を中性洗剤で軽く洗い、柴崎くんが隣で全体を水ですすぐ。

　こうやって洗ってから干しておけば、週末までにはシワも伸びてキレイに乾くだろう。

　ついでにほつれや破れはないかも、きっちり確認していく。

　柴崎くんのおかげで、早めにのぼりをチェックできてよかった。ギリギリに汚れを見つけていたら、大慌てするところだった。

　そう思いながらぽんぽんと汚れを叩いていると、横から水が飛んできて肩にかかった。

「冷た……っ」

「あ、すいません、友野さん。服、濡ぬれちゃいました？」

「ううん。このくらい大丈夫だけど。柴崎くんこそ、シャツとかスーツのズボンを汚しちゃったら大変だから気をつけてね」

「はい！」

　なんて元気よく返事をしたそばから、柴崎くんはゴム手袋をはめた手を水道の蛇口の下に差し出した。勢いよく跳ね返った水が、辺りに飛び散る。

　ちょうどかがんで汚れを擦こすっていた私の顔にも直撃した。

「きゃ……っ！」

「うわぁ、すいませんっ！」

『気をつけて』って言ったそばから、なにやってるのよ。ドジっ子か。

　怒鳴りたいのを必死でこらえていると、柴崎くんが慌てて手を伸ばし蛇口を閉める。

「友野さん、ごめんなさい！　びちゃびちゃですね」

　はい。もう、びちゃびちゃですよ。

　顔を直撃した水が、顎からぽたぽたと滴る。顔をぬぐいたくても、ゴム手袋をはめたうえに、洗剤がついているから動けない。

　どうしようかと立ち尽くしていると、柴崎くんが近くにあったタオルを持ってきてくれた。

「タオルです！」

「あ、ありがとう……」

　タオルを受け取るためにゴム手袋を脱ごうにも、濡れた手にゴムがぴたりとくっついて、なかなか腕が抜けない。じたばたしているうちに、滴り落ちた水が服の胸元まで染みて、どんどん気持ち悪くなる。

「あー、もう。拭きますね」

　見かねた柴崎くんはタオルを私の頭に乗せ、上からごしごしと乱暴に拭いてくれた。

　こうやって至近距離で向かい合うと、柴崎くんってけっこう背が高いんだなと実感した。いつも背の高い金子さんのうしろをついて回っているから、もっと小柄なイメージだった。

　ちゃんと男の人なんだなぁと思いながら見上げていると、不意に柴崎くんの手が止まった。

　頭に置いてあった手が私の後頭部に回り、ぐっと顔を引き寄せられる。

　どうしたんだろうと、きょとんとしていると……。

「どうした？」

　背後から、よく響く声が聞こえた。

「あ、金子さん」

　振り向くと、めずらしく不機嫌そうな顔をした金子さんがこちらを見ていた。いつも会社ではさわやかな王子様キャラのくせに、仮面が外れかけている。

「あー、のぼりの旗を洗ってたんですけど、俺が水を飛ばしちゃって」

　柴崎くんはそう言いながら、私の前髪からぽつりぽつりと滴る水滴を指でぬぐってくれた。

　冷たい水で濡れた頬や首、胸元の辺りをタオルで拭いてくれる柴崎くんに、私がおとなしくされるがままになっていると、金子さんは険しい表情のまま着ていた上着を脱ぎ、こちらに近づいてきた。そして、タオルを持っていた柴崎くんの手を払い落とし、無言のまま私の肩にスーツの上着をかける。

「わ、金子さん、スーツ濡れちゃいますよ」

「いいから。行くぞ」

　金子さんは人の気遣いをぴしゃりとはねのけ、乱暴に私のゴム手袋を外した。そして前でスーツをかき合わせると、私の肩を抱いて歩きだす。

「あ、柴崎くん。汚れは洗ってあるから、あとは水ですすいで干しておいてくれる？」

　かろうじてそう言い残すと、私は強引にロッカーへと連れていかれた。




「……お前、気をつけろって言っただろ」

　誰もいないロッカーに入った途端、低い声でそうなじられた。

「なにがですか？」

「柴崎だよ。なに無防備に体に触らせてんだよ」

　金子さんは不機嫌そうに言う。

「体に触らせるって、私が柴崎くんに逆セクハラしてたみたいじゃないですか。濡れたから、タオルで拭いてくれてただけですよ。人を痴女扱いしないでください、失礼な」

　私はムッとしながら金子さんのことを睨み返す。

「そうじゃなくて……。服、中が透けてるぞ。ちゃんと隠せよ」

「服？」

　そう言われて肩にかけられたスーツの下の自分の服を見ると、水に濡れたせいで、着ていた薄手のカットソーが体に張りつき、中に着たキャミソールの色が透けて見えていた。

「あー。でも、中にキャミソールを着てるから、大丈夫ですよ」

「大丈夫じゃねーよ」

　金子さんの乱暴な口調に、なにをそんなに怒ってるんだろうと首を傾げる。

「濡れて気持ち悪いから、脱いじゃいますね」

「って、おい！」

　濡れて肌に張りつくカットソーを脱いでしまおうと裾をまくると、慌てて金子さんに手を掴まれた。

「こんなところで脱ぐな、バカか！」

「ちゃんと中に着てますよ？」

　確認させるように裾をまくって中のキャミソールを見せると、思いきり顔を逸らされた。

「そういう問題じゃねーよ！」

　そんな汚い物を見るような態度をとらなくてもいいじゃないかと、ムッとする。

「金子さんがイヤなら、違う場所で着替えますね」

　面倒だから事務所に戻ろうと背を向けると、ぎゅっと手首を掴まれた。そのまま力任せに引き寄せられ、体を壁に押しつけられる。

「お前、ふざけんなよ」

　低い声でつぶやいた金子さんの表情は、怖いくらい真剣だった。

「なんで、そんなに怒ってるんですか」

「もうちょっと警戒しろって言ってるんだよ」

　背の高い金子さんに至近距離から見下ろされて、居心地の悪さにどうしていいのかわからなくなる。どうにか距離をとろうともがいたけれど、背中は壁に押しつけられ、目の前には金子さんの体があって、身動きすらとれなかった。

「ちゃんと警戒してますよ。いつも完璧な外面を貼りつけて、不用意に他人に踏み込まれないように壁を作ってるじゃないですか」

　バカにされたことも、簡単に体の自由を奪われたことも悔しくて、私は金子さんを睨みながら言った。

「どこが完璧だよ。穴だらけじゃねーか」

「そんなわけないです。ケンカ売ってるんですか？」

「なんでそうなるんだよ。お前、本当にバカだな。それともわざと隙を作って、柴崎を誘ってんの？」

　私のなにがそんなに気に障るのか、金子さんは冷たい口調で吐き捨てるように言う。

「はぁ？　私が柴崎くんを誘うわけないじゃないですか」

「そんな無防備で自覚ねぇのか。タチわりぃ。じゃあ、いつも柴崎のことを目で追ってんのも無意識かよ」

「突然、なにを言ってるんですか。意味わかんない。変な因縁つけないでくださいよ」

　バカとか、タチ悪いとか、そんな言い方しなくてもいいじゃない。

　理由もわからず貶けなされて、さすがに私もイライラする。

「大体、金子さんは恋人のフリをしてるだけなんだから、私が柴崎くんに触られようが誘おうが、関係ないじゃないですか」

　ムッとして睨み返すと、金子さんは黙り込んだ。

　いつものさわやかな笑顔ではなく、私だけに見せる意地悪な表情でもない。初めて見る彼の傷ついた顔に、戸惑ってしまう。

　こんな言い合いはいつものことなのに、突然そんな顔をされたら、私が悪いみたいじゃない。

　気まずい空気に、謝ったほうがいいのか、それとも話題を変えたほうがいいのかと思案していると、金子さんがため息をついて口を開いた。

「……悪い。確かに俺が口を出すことじゃねーよな」

　突き放すような冷たい表情で言って、私に背を向ける。

「金子さん……？」

「ちゃんと濡れた髪を拭いて、服も着ろよ」

　それだけ言うと、金子さんはロッカーから出ていった。

「なに、今の表情……」

　金子さんは私よりもずっと上うわ手てで大人で、どんなことを言っても傷つかないんだと勝手に思っていた。

　これまで私がどんなに怒鳴っても叫んでも、いつも飄ひょう々ひょうと受け流して笑ってたくせに。私がどんな悪態をついても、全部受け止めて言い負かして、最後には意地悪に笑って頭をなでてくれると思っていたのに。それなのに……。

　あんな他愛もない言い合いで、金子さんが本気で怒るなんて思ってもみなかった。

　どうしようもないモヤモヤが胸を覆って、私はしばらくその場所に立ち尽くしていた。




　濡れたカットソーを脱いで、代わりにロッカーに置いてあったカーディガンを着て仕事をしていたけれど、冷たい水を頭から浴びたせいか、仕事中から少し寒気がしていた。

　まぁ、家に帰って早めに寝てしまえば大丈夫だろうと、特に気にせずにいたけれど、その夜、ものすごい寒気に襲われた。

　どうしよう、すごく寒い。

　ぎゅっと体を丸め、両腕で肩を抱きしめても震えが止まらず、布団の中でガチガチと歯が鳴る。

　小さい頃からいつも、風邪のときは突然熱が上がるタイプだった。高熱が出てしまえばまともに動くこともできない私は、ひたすら部屋の布団の中で母に看病してもらっていたけれど、ひとり暮らしの今は頼る相手がいない。

　どうしよう。部屋に風邪薬はあったかな。それどころか、飲み物も食料もろくにないかもしれない。こんなことなら、寒気に気づいたときに病院に行けばよかった。せめて会社の帰りにドラッグストアに寄ればよかったのに……。

　そんな後悔をしても、今さら遅い。あるかどうかもわからない風邪薬を探す気にもなれずに、私はぎゅっときつく目をつぶって、ひたすら寒さをこらえて丸くなる。

　体調が悪いときにひとりで過ごす夜は、どうしてこんなに心細いんだろう。

　うっすらと目を開けると、壁に貼られたアニメのポスターと目が合う。

　棚にキレイに並べられたぬいぐるみにフィギュア。コルクボードにディスプレイしたステッカーやキーホルダー。大好きな物に囲まれた部屋なのに、どうして今はこんなに寒々としているように見えるんだろう。

　あー、弱ってるなぁ……。具合が悪いと気弱になるけど、こんなに不安なのはひとり暮らしをしてから初めてだ。

　恵美に電話して助けてもらおうかなとも思ったけれど、この前の電話で『しばらく仕事が忙しくて大変だ』と愚痴っていたのを思い出す。

　それなのに、風邪くらいでこんな時間に呼び出すわけにはいかない。

　そう思いながら視線を上げると、ベッドのヘッドボードに置いたフィギュアが目に入った。金子さんがコンビニのくじで当ててくれたフィギュアだ。

　金子さんは今、なにしてるのかな。もし具合が悪いと連絡したら、看病しに来てくれるかな。

　でも、そんな電話できるわけない。私たちは恋人のフリをしてるだけなんだから、迷惑だって思われるに決まってる。

　今日会社で見た、突き放すような冷たい表情が頭に浮かぶ。

　思わずフィギュアにそっと手を伸ばした。ぬくもりのない無機質なそれを胸に抱きしめ、ぎゅっと体を丸める。

「寂しい……」

　ぽつりとそうつぶやいても、胸の中のフィギュアは相変わらずキレイな笑みを浮かべたまま、返事もしてくれなかった。

　なにか返事してよ。バカだなって意地悪に笑ってよ。いつもみたいにからかってよ。あぁ、熱のせいで頭がぼうっとする。

　目尻から涙がこぼれて伝うのを感じながら、ぎゅっと目を閉じてベッドの中に潜り込んだ。




　――ピンポンピンポンピンポーン。

　玄関チャイムのやかましい音で目が覚めた。

　いったい、なに？　どこかの小学生がピンポンダッシュでもしてるの？　人が具合が悪くて寝込んでいるっていうのに、朝っぱらから人の家のピンポンを連打しないでよ！

　そう怒鳴ってやろうと勢いよくベッドから体を起こすと、くらりとめまいがした。そのまま再びベッドに倒れ込む。

　あー、ヤバい。世界が回ってる。気持ち悪い。

　平衡感覚が狂った体はふわふわと頼りなく浮いているようで、額にじわりと冷や汗が浮かぶ。

　あー、喉がカラカラ。体は熱いし、頭が痛い。関節もぎしぎしと軋きしむ。……ていうか、今は何時なんだろう。

　もう外が明るい。カーテンの隙間から漏れる光に、とっくに朝が来たことを悟る。

　眼鏡もコンタクトもしていない、ぼんやりと歪んだ視界のまま目を凝らし、壁にかかった時計を見れば、もう朝というより昼に近かった。

　ヤバい。完全に遅刻だ。会社、行かなきゃ。

　そう思って手探りでスマホを探したけれど、見当たらない。

　昨日会社から帰って、バッグの中に入れたままだ。充電もしてなかったから、電池が切れてるのかもしれない。だからアラームが鳴らなかったのか。

　――ピンポンピンポンピンポーン。

　その間も容赦なく続く、ピンポンの嵐。

　いったいなんの用よ。非常識なヤツめ。これで新聞の勧誘だったら、その場で即シバき倒すぞ。

　そんな悪態を心の中でつきながら、ベッドサイドのテーブルに置いてあった眼鏡をかけ、体を引きずるようにしてなんとか玄関の前にたどりつく。

「はい……」

　あー、今日初めて声を発したけど、私すごいガラガラ声。これはかなり重症だ。

「わ、友野さん、すごい声！　大丈夫ですか!?」

　玄関のドアの向こうから聞こえてきたのは、無邪気な後輩、柴崎くんの声。

　一瞬で全身から血の気が引く。

「な、なんで柴崎くんがここに!?」

「友野さん、なんの連絡もなく会社に来ないし、携帯に電話しても通じないから、心配して様子を見に来たんです」

「なんで、私の家の住所……？」

「あ、総務に聞きました」

　あっけらかんと言われ、めまいがした。

　おい総務！　いくら社内の人間とはいえ、勝手に人の住所を教えちゃダメでしょうが。

「やっぱり風邪ですか？」

「あー……、ごめんね。ちょっと具合悪くて……つ」

　言いながら、喉が苦しくなって咳せき込む。寒い玄関にいるだけでもつらいのに、ドアの向こうにいる相手に聞こえるように声を張り上げるのも、相当しんどい。

「わ、大丈夫ですか!?　ちょっとドア開けてください！」

「む、無理……！　気にしなくていいから。大丈夫だから」

　ゴホゴホと咳き込みながら、なんとかそう言う。

「俺が昨日水をかけちゃったから風邪をひいちゃったんですよね？　もしかしてそうじゃないかなと思って、スポーツドリンクとか風邪薬とか買ってきました」

　ドアの向こうから、柴崎くんの心配そうな声が聞こえてくる。

　スポーツドリンクに風邪薬。それ、喉から手が出るほど欲しい。でも、ドアを開ければこの部屋を柴崎くんに見られてしまう。

　そう思いながら、自分の部屋を振り返る。

　壁一面に貼られたアニメのポスターに、祭壇のように飾り立てられた各種グッズ。ベッドには、キャラクターのイラストがプリントされたクッションがぎっしり。

「……無理！」

　この部屋を見られてオタクだということがバレるくらいなら、この場で潔く切腹します。

「なにを言ってるんですか、そんなつらそうな声を出して」

　ていうか、なんで柴崎くんが来るの？　どうして金子さんが来てくれないの？　金子さんが来てくれたんなら、渋々だけど、このドアを開けるのに。金子さんは、私のことなんて心配してないのかな……。

　ああ、ダメだ。こんな甘ったれたことを考えてしまうなんて、熱で頭がどうかしてる。

「本当に、大丈夫だから帰って……」

　なんとかそこまで言うと、目の前がゆっくりと暗くなってきた。

　あ、ヤバい。

　そう思って口元を押さえてその場にうずくまる。

　ドアの外では、柴崎くんが必死になにかを叫んでいた。

　その声が遠くなっていくのを聞きながら、私の意識はぷつりと途切れた。




　ひやりと額に触れた冷たい手が気持ちよくて、思わず「もっと」とねだる。

「なに？」

　優しく問い返されて、目をつぶったままつぶやいた。

「気持ちいいから、もっと触って」

「けっこう甘えん坊なんですね」

　クスクス笑いながら、冷たい手の持ち主は私の前髪をかき上げ、額にそっと手を置いてくれる。

　あー、気持ちいい。極楽。

　風邪のときはこうやって、お母さんに額を触ってもらうのが大好きだった。氷枕や冷却シートで冷やすよりも、人の手で触れてもらうほうが気持ちよくて、いつも『触って』とねだっていたっけ。

『あんたが風邪をひくと他の家事ができなくなる』とお母さんは文句を言いながらも、私の横に腰を下ろし額に片手を置きながら、のんびり小説を読んだりしていた。

　私はときどきこっそり目を開けて、本を読むお母さんの横顔を盗み見ては、なぜか嬉しくて布団で隠した口元が緩んだものだ。

　具合が悪いのはつらかったけど、風邪をひくのは嫌いじゃなかったな……。

　そんな子供の頃を思い出しながらゆっくりと目を開けると、そこにいたのはもちろんお母さんではなく……。

「あ、友野さん、目が覚めました？」

　私のことを見下ろして、にっこり笑う柴崎くん。

「し、柴崎くん!?」

　ぎょっとして飛び起きると、ぐらりとめまいがして視界が暗くなる。

「わ、落ち着いてください。まだ熱があるんだから」

　柴崎くんは慌てて体を支え、私をベッドに寝かしてくれる。

「な、なんで、人の部屋の中にいるのよ！　いったいどうやって入ってきたの!?」

「話している最中に友野さんが倒れるような音が聞こえたから、慌てて管理人さんに頼んで鍵を開けてもらったんですよ」

　無邪気に笑う柴崎くんに、私は頭を抱えた。

　なんでそのまま見捨ててくれなかったのよ。勝手に鍵を開けた管理人さん、あとで呪ってやる。

「大丈夫。今はゆっくり休んでください。喉渇いてます？　食欲があるなら、レトルトのおかゆを少し食べてから、お薬を飲みましょう」

　柴崎くんは私の部屋のアニメグッズの山を見たはずなのに、今までと少しも変わらぬ人懐っこい笑顔で話しかけてくる。

「あ……、ありがとう」

　戸惑いながらも、とりあえずお礼を言った。

　この子。このオタク部屋を見て引かないの？　『オタクなんて気持ち悪い！』とかいう反応を予想してたんだけど……。

「会社には俺が連絡しておきました。課長には『友野さんひとりじゃ心配だから、看病してやれ』って言われました。おかゆ、温めましたよ。起き上がれます？」

「うん。大丈夫そう」

　柴崎くんの笑顔を、疑い深く観察しながらうなずいた。

　私を気遣うように優しく話しかけてくれているけど、本心はどうなんだろう。

　この子の目には、オタクグッズが入らないのか？　それとも、もしかして柴崎くんも私と同族とか？　柴崎くんも同じオタクなら、この部屋に動じないのも納得できる。

「ふーふーしてあげますね。はい、あーん」

　人の気も知らず、楽しそうに笑いながら私の口元にスプーンを運ぶ柴崎くん。

　……いや、でも柴崎くんは、どこをどう見てもオタク要素ないよなぁ。

　なんて考えながら素直に口を開き、おかゆを食べる。

「おいしいですか？」

　じゃあ、なんで柴崎くんはなにも言わないんだろう。会社では完璧な女を演じている私が実はオタクだってわかっても、少しも驚かないなんて。

「もっと食べます？」

　柴崎くんは、おかゆの入ったお椀わんとスプーンを持って小首を傾げる。

　そのかわいい顔を険しい表情で見つめていると、私の視線に気づいた柴崎くんが苦笑いした。

「友野さん、そんなに警戒しないでくださいよ」

「別に、警戒なんて……」

　さすがにマジマジと見すぎて変に思われたか。

　慌てて柴崎くんから視線を逸らしてごまかす。

「風邪で弱ってる友野さんをからかっても面白くもなんともないんで、今日のところは安心していいですよ」

　突然意地の悪い口調でそう言われ、口に入れたおかゆを吹き出しそうになる。

「はぁ!?」

「どうせからかって追いつめるなら、元気でイキのいい友野さんを追いつめたいです」

「な、ちょっと……」

　驚きのあまり言葉が出てこず、ただ口をパクパクさせながら柴崎くんの顔を見る。

「友野さんって、ふたつのことを同時にするの苦手でしょ？　ていうか、常に裏と表を使い分けてるから、風邪で頭がもうろうとしてたり、車の運転とか慣れないことをすると、キャパオーバーで本音が口から出ちゃうのかな」

　クスクスと笑いながらそんなことを言う柴崎くんに、目を見開いた。

　げ。本音、出てましたか!?

　心の中でそう思い、勝手に口まで動いていることに気づいて、慌てて両手で自分の口を覆う。

「前に俺を病院に連れていってくれたときも、運転しながら本音が漏れてましたよ」

「マジですか……」

　最悪。つまり、柴崎くんには私の本性がもうバレてるってこと!?

「友野さんって美人で人当たりがよくて仕事もできて、完璧な女だってみんなに思われてるみたいですけど、俺はけっこう前からなにか裏がありそうだなとは思ってたんですよね。でもまさか、こんなオタクだとは思わなかったです」

　柴崎くんは人懐っこい笑みを浮かべながら、ぐるりと私の部屋を見回し、言葉を続ける。

「この趣味、会社の人には隠しておきたいんですよね？」

「お、お願いだから会社の人には言わないで……」

　すがるように頭を下げてお願いすると、頭上でくすりと笑う声がした。

「どうしようかなぁ」

　こてんと首を傾げてこちらを見下ろす柴崎くん。無邪気な笑顔が、意地悪な表情に変わっていく。

　それを見て、私は悟った。

　……ああ、これで私の人生は終わったわ（二回目）。










偽物の恋人




　アニメグッズまみれの私の部屋で、柴崎くんにオタクだということがバレたのは、先週の金曜日。それから三日間、私は風邪で寝込み、月曜日にようやく会社に復帰した。

　そして今、私は、会社近くのオシャレなカフェのオープンテラス席で、なぜか柴崎くんと向かい合って座っている。

　なんでこんなこじゃれた店で、しかも、もう晩秋で肌寒いというのに、わざわざ外の席に座らなきゃいけないんだろう。会社のそばのこんな目立つ場所で柴崎くんと一緒にランチなんて、ほとんど罰ゲームなんだけど……。

　会社の女の子に見られたらどうしよう。一秒でも早く食べ終わって、この場所から逃げ出したい。

　びくびくしながら、届いたばかりのパスタをがっつく。

　そんな私を見て、ノンキに笑う柴崎くん。

「友野さんって、本当に変わってますね。普通、女の子って、こういうカフェに来たら、『きゃー、おいしそー』とか言って、食べる前に写真を撮ったりしません？」

　残念ながら、私はそういうことには興味ないの！

　口いっぱいに含んだパスタを噛みながら、鼻にシワを寄せ、顔をしかめてみせる。

「じゃあ、代わりに俺が撮ろうっと」

　すると柴崎くんはニコニコ笑いながらスマホを取り出し、こちらにカメラを向ける。そして自分の分のパスタと、フォークを持つ私の手元が写り込むように写真を撮って、こちらに見せた。

「会社の憧れの先輩とランチ中（はぁと）って、ＳＮＳにあげていいですか？」

　爆弾発言にぎょっとした。

「ダメに決まってるでしょうが！」

　そんな写真をあげたら、会社の女の子たちに『この女の手は誰だ！』と詮索されるに決まってる。

「お願いだから、変な写真撮らないで。即刻削除して」

「はぁい。つまんないの」

『そうやってかわいい顔をしたってダメだから』という思いを込めて、ギロリと睨む。

「とにかく、ちゃんとランチをおごるから、あのことは黙っててよ」

「はい？」

　私がもごもごとパスタを頬張りながら言うと、柴崎くんにきょとんと首を傾げられた。

「なにとぼけてるの。一緒にランチを食べるのが、私がオタクだってことの口止め料代わりでしょ？」

「そんな約束しましたっけ？」

「てめぇ……」

　ゴゴゴゴゴォと怒りのオーラを放つ私に、柴崎くんはニコニコ笑いながらフォークでパスタを口に運ぶ。

　朝礼で、『週末はオープンハウスもあって忙しかったのに、休んでしまってすみません』と頭を下げる私の腕をきゅっと掴み、無邪気な笑顔を向けてきた柴崎くんは、絶対悪魔だと思う。

　わざわざみんなが見ている前で『つきっきりで優しく風邪の看病をしてあげた代わりに、今日はランチおごってくださーい』なんて言われるとは思ってもみなかった。おかげで課長はじめ先輩たちに余計な詮索をされるし、金子さんには冷たい目で見られるし……。

　金子さんの冷たい表情が忘れられない。きっとあんなに忠告していたのに簡単に柴崎くんに付け込まれた私をあきれているんだろうな。

　それに、金、土、日と三日間も休んだのに、金子さんからはなんの連絡もなかった。別に電話が欲しかったわけじゃないし、顔が見たかったわけでも、寂しかったわけでもないけど、でもでも……一応恋人のフリをしてるんだから、少しくらい心配してくれたってよかったのに。

　なんだか面白くなくて、ふてくされながらフォークでお皿の上のパスタをつっつく。

「あ。そういえば金子さんには、俺がちゃんと友野さんの様子を報告してましたから」

　唐突にそんなことを言われ、ぎょっとして柴崎くんの顔を見た。

「熱を測ろうと思っておでこに触ったら『もっと』っておねだりしてきましたよ、とか、熱が出てるときの友野さん、甘えん坊でかわいかったですよって」

「な、なに余計なことを……！」

　しかも、かなり事実を歪わい曲きょくしてるし！

「でも、彼女の家に勝手に入り込んで看病なんてしたから、ヤキモチやいて怒るかなぁと思ったんですけど、『看病してくれてありがとう』ってすごいキレイな笑顔で言われて、特にリアクションはなかったですよ。さすが金子さんは女にモテるから、余裕ですよねー」

　テーブルに頬ほお杖づえをついて、つまらなそうに言う柴崎くん。

　その言葉に私は黙り込んだ。

　そりゃそうだ。ただの女除よけのために頼まれた偽物の恋人なんだから、金子さんが私にヤキモチを妬くわけなんてない。なんで傷ついてんの、私。

　パスタをつついていたフォークが止まる。急に食欲がなくなって、口に入っている物を咀そ嚼しゃくするのも面倒になった。

　なんだろう。全部吐き出して、叫びたい気分だ。かといって、なんて叫べば気が済むのか、まったくわからないけれど。

　うつむいて黙り込んだままの私に、柴崎くんが首を傾げる。

「思ったんですけど、金子さんと友野さんって、本当に付き合ってます？」

「……っ」

　柴崎くんの言葉に慌てて顔を上げた。驚きで鼓動が速くなる。

「付き合ってるフリをしてるだけなんじゃないですか？」

「……なんでそう思うの？」

「だって、仕事中、友野さんはいつも無意識に金子さんの姿を目で追ってるけど、金子さんは友野さんのことをいっさい見ようとしないから。本当に付き合ってるなら、無意識に彼女のこと見ちゃいそうなのに、金子さんはまるで視界に入れたくないものみたいに、わざと友野さんから目を逸らしてる。好きでもないのに付き合ってるみたいだなと思って」

　得意げに言って、柴崎くんはちらりとこちらに視線を投げた。

　そうか。金子さんは私のことなんて見ようともしないんだ。それどころか、視界にも入れたくないんだ……。

　柴崎くんに言われた言葉に、ひどく傷ついている自分がいた。

　口の中のパスタを、ろくに噛みもせず無理やり呑み込む。ぐぐっと締まった喉が苦しくて、思わず涙目になる。それを柴崎くんに悟られたくなくて、うつむいて呼吸を止めた。

　息苦しさに、胸をかきむしりたくなる。

　どうしてこんなに心臓の辺りが重たいんだろう。

「もしかして、オタクだってことが金子さんにバレちゃって、黙っててもらう代わりに付き合ってるフリをしてるとかですか？」

　核心をつかれ、持っていたフォークから手が離れる。カシャンと音を立てて、フォークがテーブルの上から滑り落ちた。

「やっぱり、そうなんですね」

　黙り込んだ私に、柴崎くんは勝手に納得してうなずくと、言葉を続ける。

「二課の相楽さんたち、かなりしつこく金子さんに言い寄ってたから、迷惑だろうなーって前から思ってたんです。でも友野さんと付き合いだしたって噂が流れてからは、そういうのがなくなりましたもんね。きっと、それが目的だったんですね」

　なんで柴崎くんはこんなに鋭いんだろう。無邪気で天然の愛され後輩キャラかと思ったら、全然違うじゃん。詐欺じゃん。

　苛立ちと悔しさで、目元が熱くなる。でも、意地でも柴崎くんに涙を見せたくなくて、ぐっと奥歯をくいしばった。

　私が黙り込んでいると、近くを通ったウエイターさんが、落ちたフォークを拾い上げ、代わりにキレイなものを持ってきてくれた。

　カーディガンの袖で涙がにじんだ目元を隠しながら「ありがとうございます」と受け取る。だけど、とても食事を続ける気分にはなれず、受け取ったフォークをテーブルの上に置いて、再び口をつぐむ。

「恋人のフリをするうちに、本気で金子さんに惚れちゃったんですね」

　柴崎くんが勝手にそう決めつける。

「別に、惚れてないし」

　私が仏頂面で否定すると、柴崎くんが「ふーん」と面白がるように笑った。

「じゃあ、俺と付き合ってくださいよ」

「は？」

　突拍子もない発言に驚いて目をむくと、柴崎くんは両肘をテーブルにつき小首を傾げ、にっこりと笑って見せた。

「オタクだってバラされたくないなら、俺と付き合って」

　こてんと首を倒し、上目遣いで見上げてくる。

　……この子、むかつくほどあざとい。

「できるわけないでしょ。私は金子さんと恋人のフリをしてるんだから」

　眉をひそめ、柴崎くんを睨む。

「じゃあ、金子さんに聞いてみてくださいよ。俺にオタクだってバレて、付き合わないとみんなに言うぞって脅されてるんだけど、どうしようって」

「そんなこと聞いたって、金子さんは……」

　そう言いかけて口をつぐむ。

　もし私が柴崎くんのことを相談したら、金子さんはなんて言うだろう。

「きっと金子さんは『勝手にしろ』って言いますよ。あの人、面倒なことは嫌いそうだから。自分がそんな面倒なことに巻き込まれるんなら、あっさり『恋人のフリをやめていい』って言いそう。それに、金子さんなら友野さんじゃなくたって、恋人のフリをしてくれる女の子はいくらでもいるだろうし」

　自信満々な柴崎くんの言葉に、私は視線を泳がせた。

「そんな『勝手にしろ』なんて……」

　金子さんがそんな冷たいことを言うわけないって否定したかったけれど、とても口に出せなかった。

　だって、柴崎くんの言うとおり、私の代わりなんていくらでもいるんだから。

「友野さん、別に金子さんに惚れてないんでしょ？　無理やり恋人のフリをさせられて困ってるなら、ちょうどいいじゃないですか」

　そう畳みかけられて、私はなにも言えずに黙り込んだ。




　事務所に戻り、鼻をすすりながらパソコンを操作する。

　さすがにこの時期にオープンテラスは少し寒かった。というか、病み上がりにあの席を指定するなんて、柴崎くんは鬼か。

　心の中でぶつぶつ文句を言いながら、小さく手を擦り合わせていると、肩になにかが置かれた。

　見れば、私の肩にかけられたのは、チャコールグレーのシンプルなカーディガン。

　驚いて振り向くと、そこには金子さんが立っていた。

「あ……、金子さん」

「寒いなら、着てろ」

　それだけ言って、きびすを返す。

　その素っ気ない態度に、私は思わず彼を追いかけた。

「あの、待ってください」

「なに？」

　ひと気のない廊下で、こちらを振り返る不機嫌そうな金子さん。

　先週口ゲンカをしたまま会話をしてなかったから、こうやってふたりきりで向き合うのは、少し気まずい。

「カーディガン、ありがとうございます」

「別に、また風邪ひいたら困るから」

「週末の忙しいときに、休んですみませんでした」

「ん」

　そう言いながら、金子さんは私から目を逸らす。

　さっきの柴崎くんの言葉を思い出した。

　本当だ。まるでわざと目を背けるように、私のことなんて見ようとしない。柴崎くんの言うとおりだ。

「柴崎が、家で看病してたんだって？」

「あ、急に家まで押しかけてきて……」

「部屋の中に入れたの？」

「それは、なりゆきで仕方なく……」

　私が入れたわけじゃなく、管理人さんが勝手に鍵を開けたんだから仕方ない。

「ふーん」

　金子さんは不機嫌そうに遠くの天井を見ながらつぶやく。

「それで、部屋の中を見られて、オタクだってことがバレまして」

　私が小さな声で言うと、ゆっくりと視線がこちらに移った。

　金子さんに見られている。そう思うと、妙な緊張を感じて手のひらに汗が浮かぶ。

「で？」

「みんなにオタクだってバラされたくなかったら、俺と付き合ってって……」

　お願いだから、怒って。

　心の中でそう願う。

『だから気をつけろって言っただろ』って。『付け込まれるなって言っただろ』って。

『お前はバカだな』って、あきれながら叱ってほしい。

　だけど、金子さんは小さくため息をついただけで、そんなことは言ってくれなかった。無言でポケットを探り、なにかを取り出してこちらに差し出した。

　不思議に思って手を出すと、見覚えのあるＵＳＢメモリを、ぽとりと手のひらに落とされる。

「これ……」

「返す。もう会社のヤツにバラすぞなんて脅さないから、お前の好きにしろ」

　それだけ言って、金子さんは私に背を向け歩きだす。

　残された、ちっぽけなＵＳＢメモリ。

　もし一カ月前の私だったら、『これで恋人のフリをしなくて済む。自由だ、やったー！』なんて浮かれて叫んでいただろうけど、今はなぜかすごく寂しくて、ぎゅっと手のひらを握りしめた。

「ほら、やっぱり。俺の言ったとおりでしょ」

　いつの間にか背後にいた柴崎くんが、そう言って笑った。

「これで俺と付き合えますよね？」

「……無理だよ」

　柴崎くんの視線から、逃げるようにうつむいた。

「どうして？」

　どうしてと言われても、頭の中がぐちゃぐちゃで、自分の気持ちがよくわからなかった。

「今はなにも考えたくない」

　うつむいたまま言うと、柴崎くんは小さくため息をついた。




「今日、拓斗くんのおうちにまた商談に行くんですね。俺もついていっていいですか？」

　柴崎くんの明るい声に顔を上げる。金子さんとふたりで、今日の予定を打ち合わせしているらしい。

　拓斗くんの家に行くんだ。この前の柴崎くんの失礼な発言で、てっきり違う不動産会社と契約してしまうんじゃないかと思ったけど。

　自分のデスクで事務処理をしながら、ぼんやりとふたりの様子を眺める。

「いいけど、また変なことを言うなよ」

　微かに眉をひそめ、釘を刺す金子さん。

「了解でーす」

　柴崎くんはピッとお得意の敬礼ポーズで無邪気に笑う。

「友野さんも行きますよね？」

　突然、話の矛先をこちらに向けられて、驚いて小さく飛び上がった。

「いや、友野さんは病み上がりだし、任せるよ」

　ちらりとこちらに視線を移し、優しい微笑でそう言う金子さん。まるで、お互いの本性を知る前のような、他人行儀な笑みだ。

「えっと、私は……」

　この三人で外出するのは気まずくて断ろうとすると、柴崎くんに遮られた。

「行きますよね？　友野さんが来ないと、拓斗くんががっかりしちゃいますよ」

　そう言われると断りづらくて、曖昧にうなずいた。

　金子さんとの恋人のフリは終わったけれど、会社ではイヤでも顔を合わせなきゃいけなくて、すごく居心地が悪い。

　そう思っていると、柴崎くんが近づいてきて顔を寄せた。

「拓斗くんのおうち、きっと今日もすごくキレイなんでしょうね。あんなにホコリひとつなく掃除しているのに、空気清浄機が何台もあって、お風呂もまるで無菌室みたいにピカピカなんですよ。友野さんのあのグッズまみれの部屋も、少しは見習えばいいのに」

　耳元でそんなイヤミを言われムッとして睨むと、柴崎くんはノンキに笑っていた。




「わぁい、お姉さん！」

　今日もかわいく出迎えてくれる拓斗くん。

　この無邪気な笑顔を見ると、塞ふさいだ気持ちが明るくなるから、子供の存在って本当にすごい。

　両手を広げて抱きついてくる拓斗くんと手を繋ぐと、拓斗くんのご両親が優しい笑顔でこちらを見ていた。

　楽しそうな拓斗くんを見て、お父さんもお母さんも嬉しいのだろう。ふたりの表情からは愛情が伝わってきて、切なくなる。

　なんでこんなに愛いとおしそうに拓斗くんを見ているのに、ふたりは別れてしまうんだろう。

　大好きな両親と三人で暮らせなくなるなんて、拓斗くんも寂しいだろうな、と思いながら目を伏せた。

「いろいろ検討しまして、新栄ハウジングさんにお任せしようと思ってるんですが」

　リビングでは、テーブルについた拓斗くんのご両親と金子さんが商談を進めていた。

「ありがとうございます」

　キレイな仕草で金子さんが頭を下げた。

　そのうしろ姿を見ながら、やっぱりこの部屋を売ってしまうんだなと実感する。

　この家が売却されれば、拓斗くんの家族は本当にバラバラになってしまう。その手伝いを自分がするのかと思うと、なんだか苦しくなる。

「できるだけ早く売却してしまいたいと思ってるんです」

　拓斗くんのお父さんの言葉に、金子さんが微笑む。

「わかりました。とても条件のいい物件なので、問題ないと思います。専門の買い取り業者に売却すれば確実に早く現金化できますが、それでは価格が大幅に落ちてしまうので、一般的な手続きをして買い手を探したいと思いますが……」

　金子さんが相手の意向を確認するように言葉を区切ると、ご両親は顔を見合わせうなずいた。

「そうですね、それでお願いします」

　拓斗くんも、その事情はもうわかっているのだろう。リビングに面した子供部屋から、大人たちの話を複雑そうな表情で聞いていた。

「拓斗くん、お引っ越しするの寂しい？」

　思わず聞いてから、無神経な質問だったかなと反省する。

　けれど、拓斗くんは首を横に振り口を開いた。

「ここのおうちから出ていくのは寂しくないよ。このお部屋に来てから、パパとママのケンカが多くなったから、このお部屋はよくないんだ」

「このお部屋がよくない？」

　不思議に思って首を傾げる。

　キレイで明るい新築のマンション。広い子供部屋もあるし、とても素敵に見えるのに、拓斗くんはこのマンションが嫌いなんだろうか。

　そう思いながら、ぐるりと部屋を眺める。

　そして、目に留まった空気清浄機。最新型の立派なものが、子供部屋でもリビングでも、小さなモーター音を立てて動いていた。

「この部屋に引っ越してから、パパとママの仲が悪くなったの？」

　小声で言いながら拓斗くんの顔をのぞき込む。

「うん。僕の具合が悪くなることが多くなって、それが原因でケンカばっかりするの。この部屋から引っ越せば、また仲良しのパパとママに戻ってくれると思ったのに、もう一緒に住めないんだって」

　拓斗くんはしょんぼりと肩を落とした。

「具合が悪くなったの？」

「うん、目がかゆくなっちゃったり、頭が痛くなったり。ママが一生懸命お掃除して空気の入れ替えをしてくれて、よくなったんだけど」

「もしかして、シックハウス症候群……？」

　私がそうつぶやくと、がたりと音がした。

　振り返ると、焦った顔をした拓斗くんのお母さんがこちらを見ていた。

「シックハウスしょ……？　ってなぁに？」

　きょとんとした拓斗くんが、私のことを見上げて首を傾げる。

　本人はわかっていないようだけど、お母さんの反応を見ればそれは明らかだった。

「あぁ、なるほど。それでこの部屋を売却することにしたんですね」

　ようやく納得がいったという様子で小さくうなずいた金子さんに、お母さんは慌てて首を横に振る。

「あ、違うんです。シックハウスといっても、そんなひどいものじゃなくて……、この物件が悪いとかじゃなくて」

「物件の価値が下がってしまうと思って、伏せてらっしゃったんですね」

「いえ、あの……」

　なんとかその場をごまかそうとするお母さんの横で、お父さんはゆっくりとうなずいた。

「そうです」

「あなた……」

「引っ越してきてすぐに、拓斗にシックハウス症候群の症状が出て、売却することにしたんです」

「ホルムアルデヒドやＶＯＣの検査はされました？」

　金子さんが真剣な表情で尋ねる。

「いえ、実際に有害物質が出てしまえば、マンションが売れなくなってしまうんじゃないかと思うと、踏み切れなくて……」

　それまで何度も考えたのだろう。お父さんは少しうしろめたそうに首を横に振った。

「これだけ大規模なマンションで、他の入居者から健康被害が出ていないのなら、特別粗悪な建材を使っているとは思えませんし、体質との相性の問題だと思います。一度検査を依頼して、はっきりさせてから売却の準備を進めましょう」

　不安そうに顔を見合わせるご両親に、金子さんは穏やかな表情で微笑んでみせる。

「大丈夫です。基準値以上の数値が出れば、販売元に保証を求めることもできますし、出なければ問題なく売却できます。今まで相談できる先もなく不安を抱えてらしたでしょうが、私たちもパートナーとして尽力いたしますので、安心して頼っていただけると嬉しいです」

　力強い言葉に、こわばっていたご両親の表情がほっと緩む。

「ありがとうございます」

　すると、それまでずっと黙り込んでいた柴崎くんが突然、「拓斗くんのシックハウス症候群が原因で離婚するんですか？」と聞いてきた。

　またもや暴走を始めた柴崎くんにぎょっとする。

　無神経な質問に、ご両親が気を悪くするんじゃないかと焦っていると、拓斗くんのお父さんは苦笑いしながらうなずいた。

「原因、というわけではないですが、きっかけはそうですね。新築のマンションを買おうと言いだしたのが自分で、妻は反対したんですが、会社の近くに住みたいと押し切って引っ越してみたら、拓斗にシックハウス症候群の症状が出てしまって」

　そう言いながら、隣に座るお母さんに視線を移す。

　お母さんは黙り込んだまま、手元を見つめていた。

「それで気持ちに余裕がなくなって、お互いを責めるようになって、ぎくしゃくしてしまって……。妻はホコリひとつあると許せないくらい神経質になって、俺はそんな細かいことを気にするほうが拓斗に悪影響だって。口を開けばいつも決着の見えないケンカになって、もう噛み合わなくなってしまって」

「私たちふたりとも、拓斗のことを一番に考えているのに、ぶつかり合うばかりになってしまったんです」

　ぎゅっときつく握りしめた手を見下ろし、そう言ったお母さん。

　毎日ホコリひとつ残さないように掃除をして、換気に気を遣い、常に空気清浄機を動かして、ホルムアルデヒドなんて目に見えないものに怯おびえながら暮らすのは、ものすごいストレスだっただろう。きっと、そのお母さんのストレスは拓斗くんやお父さんにも伝染して、どこよりも安心して過ごせるはずの我が家が、誰もくつろげないトゲトゲした場所になってしまったんだ。

　その雰囲気を見かねて、そんな神経質にならなくてもと口を出しても、逆に神経を逆なでしてしまう悪循環。ふたりとも、拓斗くんのことを思っているはずなのに、食い違った思いは対立するばかりで、譲ることができなくなってしまったのかもしれない。

　行きづまった状況で、相手を責めることは簡単だ。でもそれを続けるのが一番悪い状況だと、ふたりは離婚を決断したのだろう。

　私の隣で拓斗くんは黙り込んだまま、そんな両親の姿をじっと見つめていた。

「……俺の勝手な意見を、言わせてもらってもいいですか？」

　柴崎くんはこてんと首を傾げ、無邪気な笑顔を浮かべてそう言う。

　勝手な意見ってなんだろうと不思議に思って彼を見ると、笑顔のままでとんでもないことを言いだした。

「どうせ離婚するなら、手当たり次第浮気したり、借金作りまくって首回んなくなったりしろよ」

『いったいなにを言いだすのよ！』と、思わず怒鳴りつけたくなる。

　しかし、驚いて息を呑むご両親を目の前に、柴崎くんは勝手なことを言い続けた。

「子供を離婚の原因にすんなよ。『ふたりともあなたを大切に想ってるから離婚するのよ』なんてキレイごと、無意味なんだよ。自分のせいで家族が壊れてしまったなんて思わせるような重たい身勝手な愛を、子供に背負わせんなよ。本当に子供のことを想ってるなら、もっとみっともなくあがいてみせろよ」

　柴崎くんの言葉に、ふたりは頭を殴られたような表情で固まっていた。

「……柴崎」

　金子さんが静かな声で、柴崎くんを戒める。

　柴崎くんも言いたいことを言ってすっきりしたのか、ぺこりと頭を下げて黙り込んだ。

「大変失礼しました。物件、お任せいただけるのでしたら、私たちもできるかぎり力になりたいと思っていますので、ご検討ください」

　黙り込むご両親に向かって、金子さんがキレイな動作で頭を下げる。

　暴言を吐いた柴崎くんのことをもっと謝罪するのかと思ったけれど、金子さんはそれ以上謝る気はないようだった。

　拓斗くんのご両親も、複雑そうな表情を浮かべてはいるけれど、柴崎くんの暴言を責める気はないらしく、黙ったまま会釈を返す。

　そんな大人たちの様子を、拓斗くんは黒いキレイな瞳をまんまるにして見ていた。

　思わずきゅっと小さな手を握る。

　すると拓斗くんは前を向いたまま、私の手を握り返してくれた。

　その細い指の温かさが愛おしくて、少し泣きたくなった。










波立つ心




　――ゴシゴシゴシ。ゴシゴシゴシ。

　いつものように無心になって会社のトイレを磨いていると、バタン！と大きな音がして、開いていた個室のドアが突然閉まった。

「わっ」

　驚いて飛び上がる。

　すると閉まったドアの下の隙間から、足早に出ていくパンプスの影が見えた。

　靴音と一緒に微かに聞こえた笑い声。その笑いに含まれた悪意に、ぞくりと身を固くした。

　最近、こういうイヤがらせが増えた。前は遠巻きに睨まれたり陰口を叩かれたりするだけだったのに。

　でも、その理由はわかっているから仕方ない。グッと歯をくいしばって前を向く。

　今日も仕事だ、がんばろう。

　そう自分に気合を入れて、ゴム手袋を脱ぎトイレを出た。

　すると、「友野さーん」と叫びながら飛びついてくる男。

「おはようございまーす！」

　会社の廊下で抱きついてくるなんて、いったいなに考えてるのよ。

「柴崎くん、突然ぶつかってくるの、びっくりするからやめてね」

　額に青筋を浮かべつつ引きつった笑顔でそう言って、腰に絡みついてくる腕をなんとかはがす。

「えー、ぶつかってるんじゃなくて、朝のハグなのに」

　柴崎くんは不満そうに唇を尖らせる。

「日本の会社にハグをする習慣はないと思うよ」

　本気で勘弁して。ほら、今通りかかった二課の女の子の視線が、凶器のように鋭いんですけど。

　こんなことを会社でしていたら、他の女子社員から嫌われるのも仕方ない。

　最近、いつも柴崎くんが私に付きまとっているせいで、海外勤務のエリートと二股をかけて金子さんを騙して付き合った上に、今は新人の柴崎くんを狙っているクソビッチという噂が、あっという間に広がった。

　違うから。私、誰とも付き合ってないから！　ビッチどころか、異性と手を繋いだこともない、キレイな体の乙女ですから!!

　そう叫びたいけれど、真相を話せば私がオタクだということもバレてしまうから、黙って耐えるしかない。

「友野さん、今日も一緒にランチ食べましょうね」

「ごめんね、今日はお弁当なの」

　にっこり笑って顔をのぞき込んでくる柴崎くんから、さりげなく距離を取りつつ拒絶する。

「あ、じゃあ俺、コンビニでなにか買ってきます」

「うーん、ひとりでゆっくり食べたい気分なんだ」

「へぇ……」

　こてんとかわいらしく小首を傾げた柴崎くんが、ニヤリと笑う。

「じゃあ、バラしてもいいんですね？」

　柴崎くん、ホント性格悪いな！

　思わず顔が引きつった。

「最近お前たち仲良しだなー。金子に怒られるぞ」

　そんな私たちの様子を見た遠藤課長が、からかって声をかけてくる。

「仲良しなんて、柴崎くんがふざけているだけですよ」

　苦笑いしながら、柴崎くんから距離を取る。そんな私に柴崎くんが頬を膨らませた。

「友野さん、金子さんと別れたから平気ですよねー？」

　急に無神経なことを言われて、再び額に青筋が浮く。

「え、友野さんと金子、別れたの!?」

　驚いて声を上げる課長に、気まずくて背を向ける。すると、ちょうど金子さんがこちらに歩いてきた。

「あ……」

　なんて最悪のタイミング。こんな話をしているところに金子さんが来るなんて。

「お、金子！　お前、友野さんと別れたのか？」

　興味津々で聞いた課長に、金子さんは小さく笑いながら、なんでもないことのようにうなずく。

「はい、残念ですけど」

「そっかぁ。みんな、お前らはお似合いだって言ってたんだけどなぁ」

　腕を組んで唸る課長に、金子さんはキレイな笑みを浮かべたまま会釈をして歩いていく。その間、私のことを一度も見なかった。

　完全に無視された……。

　そのことが悲しくて、うつむいて唇を噛んだ。




「友野さん、これ専任契約もらったから、情報登録しておいてもらえる？」

　そう声をかけられ顔を上げると、金子さんが書類を持って立っていた。

「あ、はい」

　慌てて受け取り確認すると、拓斗くんのおうちだった。

「拓斗くんのご両親、ウチに任せてくれたんですね」

　驚いて思わずそう口にする。

　柴崎くんがあんなに失礼なことを言ったから、もうウチとは関わりたくないと言ってくるかと思っていたのに。

「まぁ、柴崎が失礼なことを言った分、俺がちゃんとフォローしたから」

　どうやらあとからシックハウスの検査の資料を集めたり、引っ越し先の物件の相談に乗ったりしていたらしい。さすが、抜け目のない男だ。

　そう思いながら金子さんのことを見上げる。

　伏せたまつげがすごく長い。すっと通った鼻筋と、無意識のときも微かに口端が持ち上がるキレイな唇。上品で穏やかで優しげな、完全無欠の王子様。

　でも私は、その唇が意地悪に歪むのを知っている。

　形のいい眉を片方だけ上げて、明るい虹彩の瞳を細めて、見下すように人を笑うのを。喉の奥が見えそうなくらい口を開けて大笑いするのを。些細なことで大人げなく怒ってアイアンクローをかましてくるのを。酔っ払うと、くつろいだ表情でとろんとした瞳になることを……。

　全部全部、知っているのに。もう、そんな素の姿を見ることはできないんだな。

　そう思いながら、金子さんの顔を見上げていると、すっと顔を逸らされた。

「悪い。そうやって、あんまり見るな」

　目を逸らしたまま言われ、胸の奥が軋んだ音を立てた。

「……すみません」

　小さくつぶやいた言葉は、自分の声じゃないみたいに弱々しく聞こえた。




　次の日。

　会社に来ると、私のロッカーの前に大きな白い山があった。なんだろうと思い近づくと、細かく砕かれた書類の切れ端だった。

　きっと誰かがシュレッダーの中身を、私のロッカーの前にぶちまけたんだろう。なんてわかりやすいイタズラだ。

　がっくりと肩を落としながらゴミ袋を持ってきて、冷たい床に膝をつき、小さな紙クズを拾い集める。

　いつも早めに会社に来るようにしていてよかった。こんな情けないところ、誰にも見られたくなかったから。

　なんとか目め処どがついてから、掃除機を持ってきて細かなホコリを吸い取る。

　なんだかもう疲れた。今日は、トイレ掃除はいいや。

　毎日の日課だった掃除をする気力もなく、ぐったりとしながら一課の自分の席で休もうとすると、私のデスクの上にも椅子の上にも、同じように白い紙切れが散乱しているのを見つけた。

「……勘弁して」

　なんて幼稚なイヤがらせ。嫌いな人の席にゴミを置くなんて、小学生並みの低レベルだ。

　紙クズだらけの自分の席を見て、思わず脱力してしゃがみ込みそうになったけれど、このままにしておくわけにもいかず、仕方なくゴミをかき集める。

　椅子やデスクが並ぶ事務所の中でのゴミ集めは、ロッカーよりも大変で、床にはいつくばるようにして掃除をしていると、背後からクスクスと微かな笑い声が聞こえてきた。

　私がひとりでゴミをかき集めている姿が、そんなに面白いですか。……あぁ、もう。ホント、くだらない。

　ぎゅっと目をつぶり、笑い声が聞こえないフリをして掃除に集中する。

　指先で摘つまんだ小さな小さな紙の切れ端。その中には【シネ】や【ビッチ】なんて言葉が書かれた紙も交じっていた。

　自分の心もこんなふうに粉々に引き裂かれていくような気がして、呼吸が苦しくなる。

　こんなイヤがらせ、これからもずっとされるのかな。

　そう思うと、もうすべてがイヤになって、泣きたくなった。




　半年くらい、休みが欲しい。

　そうしたら、大量にカップ麺とレトルト食品を買い込んで、部屋の中に籠ろう城じょうするの。テレビでは大好きなアニメのＤＶＤをエンドレスで流し続け、キャラクターのクッションやグッズで埋まったベッドの上で、イベントで買い込んだ宝物の同人誌を何度も何度も読み返して、頭の中に湧き出る妄想を漫画にして書きなぐって、ひたすら二次元の世界に浸りたい。

　会社のことなんてすべて忘れて、大好きなことだけ考えていればいい生活を送りたい。そうしたらきっと、金子さんのことなんて頭の片隅からも消えてなくなる。こんな理解不能な胸の痛みに、わずらわされることもなくなるはずだ。

　そのためには、いくらお金があったらいいだろう。

　頭の中で貯金を計算してみたけれど、毎月イベントやグッズに多額のお金をつぎ込んでいる私に、半年間も仕事をせずに引きこもる余裕があるはずもない。

　これはもう、宝くじを買うしかないのか。宝くじを当てて、俗世に別れを告げ、二次元の楽園を目指すしかない。

　そんなことを考えていると……。

「友野さん、頭大丈夫ですか？」と、柴崎くんに心配された。

　事務所の隅っこの目立たない場所で、私と柴崎くんは一緒にお昼を食べていた。

　正しくは、隠れてお弁当を食べていた私を目ざとく見つけた柴崎くんが、勝手に横に座ったという状況なんだけど。

「うるさい」

　鼻にシワを寄せ、柴崎くんを睨む。

「ひどい、心配してあげてるのに」

　なにが心配よ。この今の最悪な状況の何割かは、確実に柴崎くんが原因なのに。

　そう文句を言ってやろうかと思ったけれど、残りのほとんどの割合は自分のせいだとわかっているから、私は黙り込んでお弁当の残りをかき込む。

「それにしても、拓斗くんのおうち、ウチと契約してくれてよかったですよねー。あれで他社と専任契約されちゃったら、俺、課長に怒られてましたよね」

　コンビニのお弁当を食べながら、ノンキに笑う柴崎くん。

「わかってるなら、あんな失礼なことを言わなきゃいいのに」

「まぁそうなんですけど、どうしても黙ってられなくて」

　ぽつりとこぼした言葉の温度の低さに、不思議に思って視線を上げ柴崎くんの顔を見た。

　私と目が合うと、柴崎くんは小さく笑って天井を仰いだ。

「なんか、自分んちみたいで」

「自分の？」

「ウチも親が離婚してるんですよ」

　柴崎くんの口からさらりと出てきた言葉に、一瞬箸を持つ手が止まった。

「……そうなんだ」

　私は相槌をうち、何事もなかったようにお弁当の続きを食べる。

「俺、ふたり兄弟なんです。運動も勉強も得意な出来のいい兄貴と、体の弱い俺と」

「柴崎くん、体弱いの？」

　今はどこも悪そうに見えないのに。

　そう思って柴崎くんの顔を見ると、こちらを見る柴崎くんと目が合った。

「小しょう児に喘ぜん息そくでした。今はもう平気なんですけどね。俺のために空気のキレイな田舎に引っ越そうって母と、仕事があるんだから簡単には引っ越せないっていう父の間で俺たち兄弟は振り回されて、結局離婚して父は兄貴と東京に残って、俺と母は母方の実家に引っ越したんです」

「そっか……」

　離婚して、家族がバラバラになるなんて。きっと子供だった柴崎くんは寂しかっただろうな。

　思わず箸を置くと、柴崎くんは小さく笑った。

「母は優しかったし、俺のためにそれまでの生活を捨てて田舎に引っ越してくれて感謝してますけど、離婚したあとに電話で『本当は東京で暮らしたかった』って愚痴ってるのを聞いちゃったんですよね」

　柴崎くんはそう言って一度息を吐き出すと、視線を私から天井に移し、白く光る蛍光灯を眺めながら続ける。

「俺が喘息じゃなければ東京にいられたのにって、俺ひとりのせいで家庭が壊れたんだって責められてるような気がして、地味につらかった。兄貴が一流大学に進学したとか、仕事で成功したって聞くたびに、母は俺より出来のいい兄貴と一緒に暮らしたかったんじゃないかって。俺がいなければ、離婚なんてせずにすんだのにって」

　柴崎くんが、拓斗くんの両親に向かって言った言葉を思い出す。

　そっか、あの小さな拓斗くんに同じ思いをさせたくなかったんだ。

「暗い話をしてすいません」

　ぽつりと言った柴崎くんに、慌てて首を横に振った。

「柴崎くん、寂しかったんだね」

「じゃあ、なぐさめてくれます？」

　視線を天井からこちらに移して、じっと私の目を見る。

「いや、それは……」

　柴崎くんの大きな瞳に見つめられ、思わず椅子ごとジリジリとうしろに下がる。すると、コツンとなにかにぶつかった。

　驚いて振り向くと、ちょうど事務所に帰ってきた金子さんに、椅子のキャスターがぶつかったようだった。

「あ、すいませ――」

「お前ら、あんまり事務所でいちゃつくなよ」

　金子さんはスーツの上に着ていたコートを脱ぎながら、あきれたようにため息をついた。

「い、いちゃついてなんて……っ」

　ムキになって反論しようと口を開いた私を無視して、さっさと歩いていってしまう金子さん。

　あまりにも無関心なその様子に、胸が痛くなる。

「さすが金子さん。友野さんと俺がいちゃついてても顔色ひとつ変えないですね。ちょっとくらい動揺してくれてもいいのに。金子さんって完璧すぎて、なんか人間味がないですよね」

　金子さんのうしろ姿を見ながら、柴崎くんがつぶやく。

「別に金子さんは、完璧なんかじゃないよ」

　人間味がないどころか、クセがありすぎる性悪男だ。あんな人のよさそうな顔して、実は腹黒だし、短気だし、すぐ手が出るし。

「そうなんですか？」

　柴崎くんは意外そうな顔をした。

　完璧な彼の短所なら、たくさん知ってる。その短所が、ものすごく魅力的なことも。

　そんなことを考えて、鈍感な私はようやく気づいた。

「……どうしよう」

「どうしたんですか、友野さん」

　不思議そうに首を傾げた柴崎くんの問いかけには答えずに、食べかけの自分のお弁当を見下ろしたまま、もう一度つぶやいた。

「どうしよう」

　どうしよう、どうしよう、どうしよう。……私、金子さんが好きなのかもしれない。

　会社にいるときの王子様のような優しい笑顔ではなく、私だけに見せてくれた、意地悪で怒りっぽい短所だらけの素の金子さんが、どうしようもなく好きなのかもしれない。

　この胸の痛みも、意味もなく溢れそうになる涙も、原因は全部、金子さんなんだ。金子さんのことが、好きで好きで仕方ないんだ。

　今さらそんなことを自覚したって、もうどうしようもないのに。

　動揺を隠すように口元を手で覆う。頬に触れた自分の指は、冷たくなっていた。

　突然気づいてしまった初めての恋愛感情に、私は途方に暮れた。




　印刷会社から届けられたポスティング用のチラシを、ひとり黙々と折り続ける。

　次の週末に内覧会を開く予定の物件のチラシは、近隣のマンションを中心に配るつもりなので、ものすごく量が多かった。

　事務所のデスクではスペースが追いつかず、休憩室の大きなテーブルを使ってチラシを三つ折りにしていく。

　左側にあるチラシの山から一枚取り、折っては右に置いたトレーに入れるの繰り返し。やってもやっても終わる気がしない、果てしない単純作業。

　途中、他の課の営業さんが休憩室に煙草を吸いに来て、『大変そうだね』なんて声をかけてくれる。笑って会釈を返しながら、本当にそう思うなら社交辞令でも『手伝おうか』と言ってくれればいいのに、なんてひねくれたことを思ってしまう。

　きっと外面王子の金子さんなら、あのさわやかな笑顔でそう言ってくれるんだろうな。素の性悪の金子さんなら、『仕方ねぇなぁ』なんて悪態をつきながらも、手伝ってくれそう。

　無意識にそう思って、慌てて首を横に振った。

　なにバカな妄想をしているんだろう。

　そのとき、指先に一瞬するどい痛みが走った。

　キレイに折り目をつけるようにピッと指先を滑らせたときに、紙の端に指をこすって切ってしまったようだ。

「……いっ」

　慌てて自分の人差し指を見る。指先に走った白い線。そこからじわりと血液がにじみ、ぷっくりと赤い玉を作る。

　……あぁ、やっちゃった。

　ため息をつきながら、血のにじんだ指先を口に含む。

　こんな気分のときに、単純作業なんてつらい。無心に仕事をしているつもりが、いつの間にか金子さんのことばかり考えている自分がいる。

「ホント、バカみたい」

　ぽつりとつぶやいて、指から唇を離す。微かに鉄の味のする唇を舐めてから、立ち上がった。

　このまま作業を続けたら、チラシが血で汚れてしまう。確か自分のデスクに絆ばん創そう膏こうがあったはず。

　そう思いながら事務所に向かうと、柴崎くんと目が合った。

「どうしたんですか？」

　ニコニコと話しかけてくる、相変わらず愛想のいい柴崎くんに、「なんでもない」と言いながら自分のデスクに直行する。

「絆創膏？　指、ケガしちゃったんですか？」

「大したことないから」

　冷たく突き放しながら、箱から絆創膏を一枚取り出す。

「でも、右手の指に絆創膏って、ひとりじゃ貼りづらいでしょ。俺が貼ってあげますよ」

　そう言って、私の手から絆創膏を取り上げる。

　確かにひとりじゃ貼るのは大変だ。

「ありがとう」

　素直に指を出してお願いすると……。

「また友野さんは男の人をはべらせてるんですねー」

　背後から、トゲのある言葉をかけられた。

　はぁ？　誰もはべらせてなんていませんけど。

　ムッとしながら振り返ると、相楽さんがいた。

「金子さんと別れたら、次は柴崎くんですか？　ホント節操ないっていうか、尻軽っていうか。女も三十に近づくと、見境がなくなって怖いですよねー」

　彼女はそう言いながら、ばさりと郵便物をカウンターの上に置く。

「別にそんなんじゃ……」

「そうですか？　会社のみんな言ってますよ。エリートの彼氏と二股かけて金子さんと付き合ったくせに、あっという間に別れるとかホントありえないって。ろくに仕事もしないで会社に男漁りに来られても、迷惑なんですよね」

　相楽さんはそれだけ言うと、さっさと一課から出ていった。

「わお、女のバトルこえー」

　それを見ていた柴崎くんは、けらけらと笑いながら私の指に絆創膏を巻いてくれた。

「……私、仕事もしないで男漁りしてるように見えてる？」

　あんなふうに直接、悪意をぶつけられると、さすがに落ち込む。

　今までずっと、真面目に仕事をしてきたつもりなのに。誰にも迷惑をかけないように、周りの人が仕事をしやすいように、お客様に信用してもらえるようにと気を遣ってきたつもりなのに。

　金子さんと付き合って別れた。その噂だけで、今までの仕事のがんばりも私の人格まですべて否定されてしまうなんて、やりきれなかった。

「俺にはちゃんと仕事してるように見えますけど、正直、女の子同士のそういうドロドロしたのって、よくわかんないです」

　柴崎くんは興味なさげに肩をすくめる。

「……だよね」

　私はうつむいて小さく笑った。

　弱気になって、柴崎くんになぐさめてもらいたいと思ってしまった自分が恥ずかしい。こんなことでウジウジするより、さっさと仕事を終わらせてしまおう。急いでやらなきゃ残業になってしまう。

　そう自分に気合を入れて休憩室に戻ると、テーブルの上にキレイに置いてあったはずのチラシが、床一面に散らばっていた。

「ウソぉ……」

　散乱したチラシに呆然とする。

　これもまたイヤがらせか。

　ものすごい量のチラシで埋め尽くされた休憩室の床。これは拾い集めるだけで大仕事だ。

「最悪……」

　誰の仕業かなんて、考えるだけ無駄だ。破られたり汚されたりしてないだけ助かった。諦めて、さっさとやってしまおう。

　そう思ってしゃがみ込んだけど、じわりと目頭が熱くなる。

　どうして、どうして、どうして。こんなくだらないイヤがらせを、ずっと受け続けないといけないのかな。

　さっさと拾って残りを折ってしまわなければ家に帰れないのに、どうしてもやる気が出ない。その場で膝に顔をうずめ、じっとうずくまる。

　すると、コツリと靴音が聞こえた。

　少しだけ顔を上げると、キレイな長い指が床からチラシを拾い上げるところだった。

「金子さん……」

　外回りから帰ってきた金子さんが、コートを着たままの格好でしゃがみ込み、落ちたチラシを拾い集める。

「どうした、これ。誰かにまき散らされたのか？」

　床一面のチラシの前でうずくまる私を見て、なんとなく事情を察してしまったのだろう。心配そうな表情でそう聞いてきた。

「別に、なんでもないです。間違って私がテーブルから落としちゃったんです」

　取り繕うように言うと、金子さんが不機嫌そうに眉をひそめた。

「本当に？」

　しゃがんだままの私の顔をのぞき込んでくる。

「本当です。金子さんには関係ないんで、大丈夫です」

　そうやって優しくされると泣いてしまいそうで、強い口調でつっぱねる。

「関係ないって、お前――」

「放っておいてください」

　金子さんの手から、拾ってくれたチラシをひったくるように奪い、背を向けた。そうでもしないと、弱音を吐いて甘えてしまいそうだったから。

　私は必死で涙をこらえ、床に散らばったチラシを拾い集める。

　金子さんはなにか言いたげな様子でしばらくこちらを眺めていたけれど、私が無言で作業を続けていると、大きくため息を吐き出し休憩室から出ていった。




「金子さーん、今日一緒にご飯行きませんかぁ？」

　金子さんに話しかける相楽さんの楽しげな声に、私ははぁーっと大きくため息をつく。

　私と別れたという噂が広がると同時に、また繰り返されるお誘い攻撃。『別れたばかりで傷心の金子さんは今が狙いどころだ』と言わんばかりに、相楽さんはギラギラとした目で彼を見つめる。

　彼女、イケメンが好きって言ってたもんね。金子さんは超ドストライクだろうね。

「悪いけど、今日は予定があって」

　王子様スマイルを浮かべ、優しく誘いを断る金子さん。

　その言葉を聞いて、ほっとする身勝手な自分がいる。

「用事ってなんですか？」

　食い下がる相楽さんに、金子さんは少し困ったように視線を泳がせたあと、微笑んだ。

「彼女の家に行くんだ」

「えー!?」

　金子さんの言葉に悲鳴が上がる。

　私も思わず一緒に声を上げそうになった。

　今、彼女って、言った？

　驚いて金子さんの顔を見る。

「だって金子さん、友野さんと別れたんですよね？」

「あぁ、別れたけど？」

「もう次の彼女ができたんですか？」

　責めるような相楽さんの問いかけに、金子さんは小さく笑ってうなずく。

　その照れたような表情に、私は息を止めて目を逸らした。

　うつむくと、視界に入った自分の指先。ペンを持つ右手が、動揺で微かに震えていた。

　なに動揺してるのよ。すごくモテる金子さんにすぐに彼女ができたって、少しも不思議なことじゃない。むしろ、女除けのためとはいえ、私なんかに恋人のフリを頼んでいたことのほうがおかしかったんだから。少しの時間とはいえ、偽物の恋人として一緒に過ごしたことは、ありえないことだったんだ。

　金子さんがくれたフィギュア。ふたりで見た映画。私の実家で、家族揃って食卓を囲んだあのひととき。

　楽しかったそれらの記憶は、私が恋愛感情を自覚した途端、すべて切ない痛みに変わってしまった。

　震える息を吐き出して、なんとか平静を装う。ゆっくりと顔を上げると、金子さんと視線が合った。

　金子さんは静かな表情でこちらを見ていた。

　柔らかな前髪の間からのぞく、茶色がかったキレイな瞳。その瞳に見つめられると、心の中をすべて見透かされてしまうような不安に襲われる。

　これだから、三次元はイヤなんだ。自分の気持ちひとつで、物事すべてが色を変える。複雑で面倒で厄介で、いいことなんてひとつもない。

　私は顔を伏せて、その場から逃げ出した。




　ある日、会社帰りにスーパーに寄って買い物をしていると、見覚えのある女性が前を横切った。

　あれ、誰だっけ、と思いながらぼんやりと眺めていると、振り返った相手と目が合った。

「あ、新栄ハウジングの……」

　そう言われ、パズルがはまるようにパッと名前が出てくる。

「西村さん、お久しぶりです」

　一軒家のオーナーの西村さんだ。

「お仕事帰りですか？　いつもと雰囲気が違いますね」

　仕事でお宅にお邪魔するときにしか会ってなかったから、こうやって違う場所で会うと一瞬誰かわからずに混乱してしまった。

　今まで見たカジュアルな格好ではなく、仕事用の黒いスーツときっちりとまとめられた髪形は、いつもの柔らかく控え目な印象とはまた違って素敵だった。

「そうなんです。美容部員をしているので」

　自分の着ている黒いスーツを見下ろし、照れくさそうに笑う西村さん。

「美容部員さんなんですか。西村さん、肌が白くてキレイですもんね。うらやましいです」

「そんなことないです。もともとが地味顔なのに、仕事柄どんどん化粧が濃くなってしまって。すっぴんとギャップがありすぎて、詐欺だって言われるんですよ」

「こんな素敵な西村さんに、詐欺だなんて失礼なことを言う人がいるんですか？」

　私が驚くと、西村さんは「自分でもそう思うので」と恥ずかしそうに微笑んだ。

　そのどこか嬉しそうな様子を見て、もしかして、と思う。

「もしかして、それって恋人さんから言われるんですか？」

　他人から言われればただの悪口だけど、恋人から言われると意味が変わる。自分だけにしか見せない素の顔に、優越感と愛情を込めた言葉なんだろう。

　私の予想は正解だったようで、西村さんは頬を染め、小さくうなずく。

「いいなぁ……」

　幸せそうな表情に思わずつぶやく。

　男の人が苦手そうな西村さんに恋人がいるのは少し意外だったけど、そんな彼女を惚れさせてしまうほど、イイ人なんだろうなぁ。

「友野さん、自炊されるんですか？」

　ぼんやりしていると、西村さんが私の持つ買い物かごの中をちらりと見て言った。

「あ、はい。ひとり暮らしなんで、節約のために」

　本当は料理は苦手だけど、趣味にお金をつぎ込むためには生活費を節約するしかない。

　その後、私たちは「この調味料使えますよ」とか、「この食材があれば便利ですよ」なんて、お互いに買い物かごを持って情報交換をする。

「友野さん、えらいなぁ。私、料理が苦手なんですよね」

「あ、もしかして恋人のために、最近料理を始めたとかですか？」

「ええと、まぁ……」

　言葉を濁して恥ずかしそうに微笑む西村さん。

　もしかしたら恋人ができたばかりなのかな。照れる様子が初々しくて微笑ましい。

「そういえば、金子さんから聞きました？」

　ちらりとこちらを見て言われ、突然出てきた金子さんの名前に少し驚きながら首を傾げた。

　それを肯定だと受け止めたのか、西村さんは嬉しそうに話を続ける。

「ウチの両親に金子さんの話をいろいろしていたら、会ってみたいとワガママを言われちゃって。でも金子さん、イヤな顔ひとつしないで、両親の住むマンションまで挨拶に来てくれるって」

「金子が、西村さんのご両親に挨拶を？」

「そうなんです。前にほら、若い新人の営業さんが柿の木から落ちてケガをしちゃったとき、金子さんとふたりっきりになったじゃないですか。あのときすごく親身になって話を聞いてくれて、意気投合しちゃって、それから……」

　頬を染め、嬉しそうに話す西村さんを見て、息が詰まりそうになった。

　そうか、金子さんの彼女って、西村さんだったんだ。

　頭を殴られたようなショックを感じた。

　ウチの実家で楽しそうに私の両親とお酒を飲む金子さんの顔を思い出す。あんなふうに優しい笑顔で、今度は西村さんのご両親と話をするのかと思うと、嫉妬で体が熱くなった。

　あんなくつろいだ表情を、西村さんにも見せているの？

「どうかしました？」

　表情のこわばった私に、西村さんが不思議そうに首を傾げた。

「あ、いえ……」

　慌てて笑顔を作り、取り繕う。だけど、どうしてもうまく笑えなくて、私は西村さんの視線から逃げるように顔を伏せた。




「西村さんのところの売却情報、一旦ネットから取り下げてもらえる？」

　事務処理中に声をかけられ顔を上げると、金子さんが私の前に立っていた。

「え……？」

「あの一軒家、一度保留することになった」

「あ、そうなんですか……」

　なんとか平静を装いながらうなずいたけれど、キーボードに触れた指先が震えていた。

　もう専売契約を結んでいたのに売却するのをやめるなんて、どうしたんだろう。もしかしたら、あそこにふたりで住むことにしたんだろうか。

　マンションにひとり暮らしの西村さんは管理しきれないと言っていたけど、金子さんと結婚する前提で一緒に暮らすのなら、将来のことを見据えれば、あの庭付きの一戸建ては大きすぎるということはないだろう。

　ご両親に挨拶をするくらい真剣に付き合ってるんだから、そう考えてもおかしくない。

「どうした？　具合悪いのか？」

　うつむいて黙り込んだ私に、金子さんは不思議そうに顔をのぞき込んでくる。

「いえ……」

　慌てて首を横に振って、小さく深呼吸をする。

「金子さん、今度西村さんのご両親に挨拶に行くんですね」

　勇気を振り絞って聞くと、金子さんは驚いたように目を見開いた。

「そうだけど……」

「この前、偶然西村さんに会って聞きました」

「そっか」

「嬉しそうでしたよ。すごく」

「そう。それならよかった」

　金子さんが息を吸い込む音がした。

　その何気ない息遣いまで、愛おしいと思ってしまった。

　この人は、もう違う人のものなのに。どんなに欲しいと願っても、私のものにはならないのに。

　もし、恋人のフリをしているときに、彼を好きだと自覚していたら、なにか変わっただろうか。もし、柴崎くんにオタクだってことがバレずに、ずっと金子さんと恋人のフリを続けられたら、西村さんとは付き合わなかったんだろうか。

　今さらそんなことを考えてしまう私は、なんて身の程知らずのバカなんだろう。

　ざわざわと波立つ心を落ち着かせようと、金子さんから顔を背け、震える息を吐き出した。










一世一代の……




　初めて来た、オシャレなお店。

　ゆったりとしたソファ席には手触りのいいクッションがいくつも置かれ、室内なのに張られたタープが隣の席からの視線を隠し、なおかつ程よい閉塞感を出して、秘密基地にいるみたいな気分にしてくれる。

　飴色の古い木のテーブルに置かれたオイルランプの炎が、帆布のタープをゆらゆらと照らし、出てくる食器やカトラリーも、センスのいい北欧雑貨。流れるＢＧＭは、ゆったりとしたボサノバ。

　……落ち着かない。もう、なにからなにまでオシャレすぎて、ものすごく自分が浮いてる気がするんですけど。

「おうちに帰りたい……」

　座り心地のよすぎるソファでそうつぶやくと……。

「挙動不審」

　隣に座る柴崎くんに、冷たい目で見られた。

「普通、女の子がこんなオシャレカフェに来たら、『かわいい！　素敵！』って、はしゃぎません？　なんで反対に塞ぎ込むんですか。友野さんってホント、想定外というか期待を裏切らないというか……」

　あきれる柴崎くんに、私は頬を膨らませる。

　それなら私みたいな変人じゃなくて、こういうオシャレスポットを喜びそうな普通の女の子を連れてくればいいじゃない。

　休みの水曜日、『デートしましょう』と柴崎くんに強引に連れ出されてやってきたカフェ。店内はお客さんも店員さんも、あっちもこっちもキラキラした人種ばかりで、居心地が悪い。

　こんな隠れ家的なオシャレカフェにさらっと連れてくる柴崎くんは、相当デート慣れしてるんだろうな。

「友野さん、あとでその辺のお店をブラブラ見てもいいですか？　俺、ショートブーツが欲しいんですよね」

「あ、うん……」

　さらりと言った柴崎くんに、顔が引きつる。

　マジですか。こんなオシャレタウンで買い物しちゃうんですか。このカフェでランチを食べるだけで精いっぱいなのに、お店をブラブラなんてハードルが高すぎる。

　普段は友達の恵美に『シンプルで着回しができて無難な服をみつくろって！』と頼んで、季節ごとにまとめ買いをするだけだから、買い物自体を楽しいと思ったことはない。むしろ義務というか、苦行でしかない。できればオシャレなお店になんか、近づきたくない。

　根暗でオタクな私は、店員さんに話しかけられるのがひどく苦手だった。頭のてっぺんから足元まで値踏みされて、『こいつダサいな』とか思われてるんじゃないかと、オタクだってことがバレるんじゃないかと、不安にかられてしまうからだ。

　オシャレなお店に行くと、『腐ったオタクが場違いな場所に足を踏み込んですいません！』と、叫びながら逃げ出したくなってしまう。

　……あぁ、もう帰りたい。でも、そんなことを柴崎くんに言ったら、また『会社の人にオタクだってバラすぞ』と言われるんだろうな。

　どんどん憂鬱になりながら、オシャレなガラスの瓶に入ったドリンクのストローをガジガジとかじり、ちらりと横に座る柴崎くんを盗み見る。

　自然と距離の縮まるソファ席に、当然のように横並びで座る柴崎くん。

　男の人と同じソファに並んで座るなんて経験のない私は、この状況が落ち着かなくて、さりげなく距離を取るために一番端までジリジリと体をずらす。

「そんなに警戒しなくてもいいのに。友野さんって、金子さんとふたりでいるときも、そんな感じだったんですか？」

「え……？」

　柴崎くんにあきれたように言われて、私は首を傾げる。

　金子さんといるときはどうだったっけ……。一緒に出かけたことはほとんどなかったけど、コンビニでアニメのくじを引いてくれたり、私に付き合って映画を見てくれたり、実家で両親の話をイヤな顔ひとつせず聞いてくれたり、私がシャレっ気もやる気もない格好をしていても文句言わなかったり……。

　男の人は苦手なはずなのに、金子さんといるときは少しも息苦しくなかった。素のままの自分を受け入れてくれて、ものすごく居心地がよかったな。

　ぼんやりと金子さんのことを思い浮かべていると、柴崎くんが不機嫌そうに顔をしかめた。

「どうして俺じゃダメなんですか？」

　真剣な表情で詰め寄られ、返事に困る。

　座り心地のいいソファの上で、柴崎くんがこちらに体重をかけると、ギシリと腰の下のクッションが沈み込んだ。

「ど、どうしてって……」

　私の背中側にあるひじ掛けに手を付き、覆いかぶさるように私を見下ろす柴崎くん。ソファの隅っこに座る私には、もうこれ以上逃げ場がない。

　なに、この状況。ちょっと待って。顔が近い……！

「女の子たち、みんな噂してましたよ。友野さんは男なら誰でもいいって。じゃあ、俺でもいいでしょ？」

「いいわけないでしょ！」

　そんな悪意しかない噂、真に受けるな！

　唇が触れそうなほど顔を近づけられて、思わずその辺にあったクッションを柴崎くんの顔に押しつけた。

　驚いてむぐっと音を立てた柴崎くんが、苛立った表情でこちらを睨む。

「金子さんのことが、そんなに好きなんですか？」

「べ、別に……」

　柴崎くんの言葉に、動揺して口ごもる。

「金子さん、あの一軒家のオーナーの西村さんと付き合ってるんですよね？　きっと俺が木から落ちて病院に行ったとき、ふたりきりになった隙に口説いたんですね。さすが金子さん、手が早いですよね」

　冷たい口調で言いながら、柴崎くんが私のことを見る。

「そう、なのかな……」

「だから、友野さんが俺のことを相談したときも、あっさり『好きにしろ』って言ったんですね。もうあのときは西村さんと付き合い始めてたんでしょうし、ちょうどよかったと思ったんでしょうね」

「…………」

　なにも言い返せない。うつむくと涙が出そうになって、ごまかすように上を向いた。

　オイルランプの炎が作る影が映ってゆらゆらと揺れるタープが、うるんだ視界でぼやける。

「柴崎くんこそ、どうして私と付き合おうなんて言ったの？　柴崎くん、私のことなんて別に好きじゃないし、オタクとなんて絶対に仲良くならないタイプでしょ？」

　上を向いたまま強い口調で尋ねると、柴崎くんは「うーん」と小さく考え込んだ。

「……そうですね。なんとなくかな」

　そう言って首を傾げる柴崎くん。

「なんとなく？」

「金子さんと付き合ってるって噂を聞いてから、友野さんのことが気になったんですよね。オタクだって知ってびっくりしたけど、そういう知り合いは今までいなかったから、面白いなぁって思って」

　悪気がない様子で屈託なく笑う柴崎くんを、ぼんやりと眺める。

「オタクの女の子と付き合うなんて恥ずかしいと思ってたけど、周りに内緒にしてるんなら別にいいかなぁって。腐女子とかなら気持ち悪いから正直ナシだけど」

「腐女子は、気持ち悪いんだ」

「別に趣味は個人の自由だと思うけど、自分の彼女だったらイヤですね」

「そっか……」

　私、思いきり腐女子なんですけど。でも、柴崎くんにはあの部屋しか見られてないから、ただのアニメオタクだと思われてるのか。

　腐女子は気持ち悪いかぁ……。そうだよね。そう思うのが普通だよね。きっと金子さんも、気持ち悪いと思っていたんだろうな。

　そう思うと、ずっしりと肩が重くなって、食欲がなくなった。

　カフェを出て街をブラブラ歩いている最中も、気分は落ち込んだままで、ちっとも楽しくなかった。

　そんな私を見て柴崎くんは、あきれたようにため息をついた。




　午後五時半。

　定時が近づき、軽く事務所内を掃除していると、予定を書き込むホワイトボードの前に立つ金子さんが目に入った。

「金子さーん。これからどこか回るんですか？」

　柴崎くんがそう言って、ペンを持つ金子さんの手元を見る。

　不動産会社はお客様相手の商売だから、相手の都合に合わせ、どんな時間でも商談が入ったりする。

　きっとこれから金子さんも外回りに行くんだろうなと思いながら、私はそれぞれのデスクの脇に置いてあるゴミ箱の中身を集める。

「これからちょっと抜けて、そのまま直帰する」

「もしかして、西村さんのところに挨拶ですか？」

「挨拶っていうか、顔合わせ」

「へぇ。顔合わせって、結婚するときみたいですねー」

　脳天気な柴崎くんの言葉に動揺して、手に持っていた小さなゴミ箱が滑り落ちた。

　大きな音に驚いたように、金子さんと柴崎くんが私のことを振り返る。

「どうした？」

　首を傾げてこちらを見る金子さんに、思わずぽろりと言葉が出た。

「……これから、西村さんのご両親のところに行くんですね」

「あぁ」

　なんでもないことのようにうなずかれ、ショックを受けている自分に気づく。

　私の実家の玄関で、自己紹介をしながら頭を下げてくれた金子さん。好き勝手なことを言うお母さんに、大口を開けて笑いながらうなずく表情。お父さんのお酌をうけながら、楽しそうに話す姿。

　私の実家でくつろぐ金子さんを思い出して、どうしようもなく泣きたくなった。

　イヤだ、行かないで。飾らない素の姿を、私以外の人に見せないで。

　そんな身勝手な言葉がこぼれそうになって、慌てて口を引き結ぶ。

　誰からも好かれる王子様のような金子さんが、根暗でオタクな腐女子の私を好きになることなんて、ありえないのに。どんなに想っても、報われることなんてないのに。

「……そうですか。西村さんによろしく伝えてください」

　金子さんの顔を見るのがつらくて、うつむいたままそう言った。

　自分の内側が、軋むように痛い。ごまかすように、胸の辺りを右手でぎゅっと掴んだ。

　二次元の世界ばかりを愛してきた私は、誰かを好きになることがこんなに痛いものだなんて知らなかった。

　ぼんやりと思いながら、事務所から出ていく金子さんのうしろ姿を見つめた。

　気持ちを入れ替えるようにぎゅっと口元を引き締めて、持っていたゴミ袋を結ぶ。

　もう帰ろう。家に帰って大好きなアニメのＤＶＤを見よう。お気に入りの漫画を一巻から読み返して、宝物のフィギュアを抱きしめて眠ろう。

　高校のときから、イヤなことがあったときは、そうやってやり過ごしてきた。そうすれば悲しいことは自然と忘れて、大好きな二次元の世界のことだけを考えていられた。だから今日だって、それで乗り切れるはずなんだ。

　そう自分に言い聞かせながら、まとめたゴミを持って廊下に出ると、うしろから柴崎くんが追いかけてきた。

「友野さん」

「なに？」

　そっとしておいてほしいのに。

　わざわざ追いかけてきてまで声をかけてくる無神経な柴崎くんを振り返る。

「泣きそうな顔してますよ」

「放っておいて」

「そんな顔されたら、放っておけません」

　柴崎くんはイライラしたように言って、私の手首を乱暴に掴んだ。

　振りほどこうとしたけれど、柴崎くんの力は驚くほど強くて、びくともしなかった。

「友野さん、なんで金子さんなんですか。やっぱり、仕事もできて性格もよくて完璧な男がいいんですか？」

　低い声ににじんだ劣等感。

　いつか聞いた、柴崎くんのお兄さんの話を思い出す。

　どうして柴崎くんが私に執着するのか、やっとわかった気がする。運動も勉強もできて健康だったお兄さんに、ずっと劣等感を抱いていたんだろう。そして、そんなお兄さんに似た金子さんから、なにかを奪ってやりたかったのかもしれない。

　そんなくだらないこだわりで、好きでもない私と付き合ったって、なんの意味もないのに。

　そのとき、廊下の向こうから誰かが歩いてきた。

　廊下で柴崎くんに手首を掴まれて身動きの取れない私を見て、不愉快そうに眉をひそめるのは、相楽さん。

「友野さん。また社内で男漁りですか？　サイテー」

「違――」

　慌てて否定しようとした私の言葉を遮って、柴崎くんがにっこりと笑った。

「そうですよ。俺たち付き合い始めたんです。ねー、友野さん」

『反論したらオタクだってバラすぞ』とでも言うように、私の手首を掴む指にギリッと力を込める。

「マジで？　金子さんと別れてすぐ柴崎くんと付き合うとか、ホントありえない」

　相楽さんが声を荒らげた。

「マジです。だから、他の女の子にも言っておいてくださいよ。友野さんは俺のだって」

　怒る相楽さんをわざと煽あおるように、柴崎くんは私の顔に頬を寄せ笑ってみせる。

　もしそんな噂が広がったら……。

　そう考え、ぞっとする。

　今でも数えきれないくらい悪口を言われ、イヤがらせをされてるのに、その上柴崎くんと付き合い始めたなんて噂が広がったら、明日からはどんなことになるんだろう。そうやって人から嫌われてまで自分の本性を隠して、なんの意味があるんだろう。

　それなら、オタクだと気持ち悪がられているほうがずっとマシな気がした。今まで必死に繕ってきた完璧な自分が、無意味なことに思えた。

　柴崎くんの顔をまっすぐに見つめて、口を開く。

「柴崎くん。私のことなんて好きでもないのに、金子さんに対抗して付き合おうとしても意味ないよ」

「はぁ……？」

　私が反論するなんて予想していなかったのだろう。私の手首を掴んでいた指先から、力が抜けた。

「そんなことをしたって、お兄さんへのコンプレックスはなくならないよ」

「は、なにわかったようなこと言ってるんですか？　あのこと、バラしますよ」

　私の言葉は図星だったようで、柴崎くんの顔が赤くなる。

　でも、もう自分の中に迷いはまったくなかった。私は開き直って背筋を伸ばす。

「私がオタクだって言いふらしたいなら、好きにすれば。言っとくけど私、オタクどころか、がっつり腐女子だから。水と米と少しのＢＬさえあれば、それだけで生きていけるくらいの、筋金入りの腐女子だから」

「は……、オタク？　腐女子？」

　突然、オタクだとカミングアウトした私に、相楽さんが驚いて目を丸くした。

「海外勤務のエリートと付き合ってたなんて根も葉もないウソだし、金子さんとだって、頼まれて恋人のフリをしてただけだから。休みを取った日曜は同人誌即売会とかイベントでひたすらストイックにオタク活動してたし、三次元の男に媚び売る暇があるなら漫画読み漁りたいし、イベントに朝から並びたいし、グッズ集めに走り回りたいし」

　言いながら、興奮しすぎて涙がぽろぽろ溢れてきた。熱い涙が頬を伝い、ポタポタと落ちていく。それでも私は言葉を続ける。

「コロコロと男を替えるビッチどころか、三次元の異性と手を繋いだこともない恋愛経験ゼロの腐女子だし、付き合ってるフリをしてる金子さんのこと、いつの間にか本気で好きになっちゃうバカだし……。そんな自分を気持ち悪いって、変人だってわかってるけど、でも、それでも……っ」

　そこまで言って、もうすべてがどうでもよくなった。

　驚いた顔で固まっている柴崎くんを睨み、持っていたゴミ袋を強引に押しつけた。

「もう帰る」

「は？」

「私は帰るから。あとはよろしく」

　それだけ言って、ロッカーの中のバッグを引っ掴み、大股で会社を出た。




　……私の人生、完全に終わった。

　入社してから五年間。必死に隠してきたのに、自分から腐女子だとバラしてしまった。この話はあっという間に会社に広がるだろう。明日から、面白おかしく言われるんだろうな。

　ひとり険しい表情で前を見据え、ずんずん道を歩く私を、通り過ぎる人が不思議そうな顔で見ていく。

　そのとき、ポケットに入れていたスマホが震えだした。

　取り出してみれば、実家の母からの着信。

　勢いよく歩きながら電話を耳に当てると、相変わらず明るい声が聞こえてきた。

《莉央、元気にしてる？　この前、金子くんから泊めてもらったお礼にって荷物が届いたのよ。お父さんには日本酒で、私には高級フルーツ店の果実ゼリー詰め合わせ。金子くん、気が利くわよねー》

　いつものように一方的にまくし立てられ、言葉に詰まる。

《また金子くんを連れて遊びにおいで。お父さんも楽しみにしてるから》

　お母さんの優しい声に、それまで必死に張り詰めていたものが崩れてしまった。

「ごめ……。お母さん、ウソなの……」

《なにが？》

「金子さんと付き合ってるって、ウソなの。会社で女の子に言い寄られるのが面倒だから、彼女のフリをしてって頼まれてただけなの。だからもう、一緒に実家になんて遊びにいけないの……」

　言いながら悲しくなって、ぽろぽろと涙が出てくる。

　騙してごめん。ぬか喜びさせてごめん。本当は、彼氏なんかじゃないの。

「お母さん、やっぱり私、会社やめて実家に帰る……」

《なにかあったの？》

　電話の向こうの母が、心配そうな口調で聞いてくる。

「みんなに腐女子だってバレた。もう恥ずかしくて会社に行けない。仕事やめてそっちで、お見合いでもなんでもするから」

《あんたが帰ってくるって言うなら、それでもいいけど。でも、金子くんは？　あんた、そうやって泣くくらい金子くんのことが好きなんでしょ？》

　私の気持ちなんてお見通しだとばかりに、母が言った。

「金子さんはもう、新しい彼女いるもん」

《告白もしないで諦めるの？》

「できるわけないよ。私みたいな根暗な腐女子、相手にされるわけないよ。変人だって、気持ち悪いって思われてるんだ、きっと」

　ぐずぐずと泣きながら電話をする私を、道行く人が不思議そうに見ていく。

　でもそんな視線を気にする余裕もなくて、ぼろぼろ涙を流しながら、当てもなく必死に歩いた。

《そうかしら。付き合ってるのはウソだったんだとしても、金子くんがあんたの隣にいて楽しそうにしてたのは演技には見えなかったし、みんなで一緒に食卓を囲んで、この家で育ったあんたをうらやましいって言った言葉にウソはなかったと思うけど》

「でも……」

《あー、もう！　ぶちうっとおしい娘じゃねぇ！　イライラするわ！》

　突然、電話の向こうのお母さんがキレて怒鳴る。

　ガラの悪いコテコテの広島弁に、ぎょっとして涙が止まった。

《それでもウチの娘か。もっと根性見せんさい！》

「根性って……」

《あんた、もう十何年も、なにひとつ見返りのない二次元のキャラクターに、ひたすら尽くして貢いできたんじゃろ。思いが報われんことなんて、もう慣れっこじゃろうが！　それが、相手が生身の男になった途端、告白もできんなんて情けない娘じゃ。どうせ田舎に帰ってくるゆうなら、最後に告白して玉砕してから帰ってきんさい。そがぁな根性なしの娘に、ウチの敷居はまたがせんけぇね！》

「……お母さん」

《あんたが帰ってくるときは、おいしい料理作って待っといてあげるけぇ》

　それまでの勢いがウソのように優しい口調でそう言われ、じわりと目頭が熱くなる。

《はよぉ行ってきんさい、バカ娘が》

　愛情がにじむ声で私の背中を押して、ぷつりと電話は切れた。

　耳に残る母の言葉に、どうしようもなく体が熱くなっていた。いてもたってもいられなくて、その勢いのまま、私は一歩踏み出す。持っていたスマホで金子さんの番号を呼び出し、耳に当てた。

　ゆっくりと歩きだした歩調が早足に、早足が駆け足に。緊張の高まりとともに、どんどん体が前に進んでいく。

　風を切って走る。ただ前に、前に。電話が繋がったときには、もうほとんど全力疾走だった。

《もしもし？》

　電話の向こうから聞こえてきた声に、胸が締めつけられる。声を聞くだけで、好きだと感じてしまう。

「金子さん……！」

《どうした？》

　息を切らして名前を呼ぶ私に、金子さんは不思議そうに言った。

「あの、少しでいいから、会いたいです！」

　決死の覚悟で言った私に、金子さんは驚いたように少し黙り、そして小さく笑った。

《いいよ。こっちに来る？》

「行きます！　どこにいるんですか？」

　金子さんの言う住所をメモし、タクシーを見つけて乗り込む。

　はやる気持ちを落ち着かせようと、後部座席で何度も深呼吸を繰り返した。




　たどり着いた場所は、マンションの駐車場だった。

　タクシーから降りた私を見つけて、ちょうどマンションから出てきた金子さんが顔を上げた。

「金子さん……」

「急に来るって言うから、驚いたよ」

　金子さんがこちらに近づいてくる。

　そういえば、興奮してすっかり忘れていたけど、金子さんは西村さんのご両親に挨拶をしに来ていたんだ。

「すいません、大切なときに邪魔をして……」

　私は慌てて頭を下げて謝る。

「いや、ちょうど顔合わせが終わったし、友野さんに会いたいっていう人もいたからよかった」

　私に会いたい人……？

　不思議に思って首を傾げると、小さな人影がこちらに駆け寄ってきた。

「お姉さんだぁ！」

「えっ、拓斗くん!?」

　どうして拓斗くんがここにいるの？

　ぎょっとしながらも、飛びついてくる拓斗くんを受け止める。

「今日、不動産屋さんとお話だっていうから、お姉さんも来ると思ったのに、いなくてがっかりしたんだよ？」

　ぴょんぴょんと飛び跳ねながら言う拓斗くんに、状況が理解できずポカンとしたまま、「ごめんね」と謝る。

「こら、お姉さんだってお仕事で忙しいんだから、そんなワガママを言って困らせちゃダメよ」

　うしろから声をかけたのは、拓斗くんのお母さん。前に家で会ったときより、ずいぶん和らいだ優しい雰囲気になっていた。

「本当に、新栄ハウジングさんにはとてもお世話になりました。ありがとうございます」

　そんなお母さんの横に並んで、こちらに頭を下げるのは、拓斗くんのお父さん。

　どういうこと？　今日は西村さんのご両親との顔合わせの予定だったのに、どうして拓斗くんの家族も一緒にいるの？

　頭の中が混乱して、瞬きを繰り返す。

「ではまた、書類などが揃いましたら、お伺いさせていただきますので」

　丁寧な仕草で頭を下げる金子さんの言葉に、拓斗くんがぎゅっと私の手を握る。

「そのときは、またお絵かきして遊んでね、お姉さん！」

「あ、うん……。また遊ぼうね」

　なんとかそううなずくと、拓斗くんは嬉しそうに笑った。

　何度もこちらに手を振りながら、拓斗くんとご両親は三人で仲良く車に乗って去っていった。

　その様子をポカンとしたまま見送っていると……。

「口、開いてる」

　金子さんがクスクス笑いながら私を指差す。

「あの、どういうことですか？　なんで西村さんのご両親のマンションに、拓斗くんが……？」

「あぁ。西村さんの一軒家、売却を取り下げることにしたから、その経緯を説明に来たんだよ」

　微笑みながらそう言った金子さんに、私は意味がわからず首を傾げた。

「説明？」

「一軒家を売りに出してみたのはいいけど、建物をすべて壊して新しく建て替えたいって買い手しか出てこなくて、それを知った西村さんが売却を渋ってさ」

「そうなんですか。リフォームでもなく完全に取り壊しになるのは、もったいないですよね」

　それなら仕方ないかも、と唸りながらうつむく。

「それならいっそ売却はやめて、賃貸にすればって提案したんだ。借り手はちょうど心当たりがあったし」

「もしかして……」

　ハッとして顔を上げると、金子さんは優しく微笑んでうなずいた。

「シックハウスは新築物件で発生することが多いけど、西村さんの一軒家みたいに風通しのいい築年数のたった物件なら、そんな心配はないだろうし、あの居心地のいい家なら、拓斗くんものびのび暮らせるんじゃないかと思って提案してみたら、すごく気に入ってくれて」

「拓斗くんが、あの家に……」

「西村さんのご両親も、本当はあの家を手放すのが寂しかったみたいで、毎年秋に柿の実を何個か届けてくれればっていう条件で、格安で賃貸に回してくれるって。拓斗くんの家もマンションのローンを抱えたままで困ってたから、すごく喜んでくれたよ」

　金子さんは柔らかい口調で言った。

「よかったですね！　私もすごく嬉しいです」

　神経質なほど磨き上げられた新築のマンションではなく、風通しがよく、ぬくもりのあるあの家で暮らせるなんて、すごく素敵だ。

「それに、離婚も一度考え直すって」

「本当に……!?」

　嬉しくて思わず金子さんの腕を掴むと、優しく笑いながらうなずいてくれた。

「柴崎の言葉が効いたみたいだ。『子供のためって言い訳を使って、自分を正当化することばかり考えてた』って。『シックハウスに怯えることなく、のんびりと過ごせるあの家なら、お互いに譲り合ってもう一度がんばれそうな気がする』って言ってた」

「よかった……」

「それにしても俺、きっと課長に大目玉くらうぞ。専売契約を結んでた物件をわざわざ賃貸に回すなんて」

　苦笑いする金子さんを、思わず心配する。

　黙って売れれば百万円近い手数料が入ったのに、賃貸になってしまえば、違う部署の数万円の売り上げにしかならない。

「仕事に私情を挟みまくる、お前の悪影響だな」

　なんて笑いながら、金子さんはポケットから煙草を取り出し口にくわえる。

「そりゃ、恋人が家を壊すのが寂しいって言ったら、売り上げを無視しても私情を優先しますよね」

　私は無理やり笑顔を作って言った。

　恋人の西村さんのためなら、百万円の利益も課長からの説教も苦にならないんだろう。

　そう思うと、嫉妬で胸が痛くなる。

「は……？　恋人？」

　私の言葉に、金子さんは煙草をくわえたまま、きょとんとこちらを見た。

「西村さんと付き合ってるんですよね？」

　私が確かめるように聞くと、金子さんが眉をひそめた。

「はぁ？　なんでそうなるんだよ」

「だって。金子さん、新しく彼女ができたって言ったじゃないですか。それに、西村さんに偶然会ったとき、両親に金子さんの話をしたら会いたがって今度挨拶に来てくれるって、嬉しそうに言ってたし。ふたりは付き合ってるんだなって……」

　言いながら目の奥が熱くなってきて、ごまかすように服の袖でまぶたをこする。

「なんだそれ。どんな無茶な想像だよ。客に手を出すわけねぇだろ。家が取り壊されないようにいろいろ協力してたから、お礼を言いたいって言われただけだよ。ついでに拓斗くんの家族とも一度顔を合わせておきたいってことで、挨拶の場を設けてもらったんだよ」

　金子さんはそう言って、ふてくされたように煙草を吸い込む。それからふーっと白い煙を吐き出すと、こちらを睨んだ。

「本当に、お前は俺のこと、なんにもわかってねえよな」

「わからないです。金子さんのことなんて」

　勇気を振り絞るように、自分の服の裾を握りしめながら必死に口を開く。

「わからないけど、でも、金子さんが、好きです……っ！」

「はぁ？」

　私の告白に、金子さんの指の間からぽろりと煙草が落ちた。

「こんな根暗な腐女子なんて気持ち悪いってわかってるし、金子さんに彼女がいるっていうのも知ってるけど、でも、実家に帰る前に一度ちゃんと気持ちを伝えたくて。ホント、断られるのは覚悟の上で言ってるんで……」

　早口でまくしたてる私に、金子さんの手が伸びてきた。

　頭をなでられるのかな？なんて思っていると……。

「おい、テメェ。ふざけてんのか」

　なぜか金子さんの大きな手は、容赦なく私のこめかみを掴む。

「い……っ！　痛い痛い痛い痛い痛い痛い!!」

　なぜにこの状況でアイアンクロー。意味わかんない！　どうせ振るなら、もっと優しく振ってくれればいいのに。この人、ホント悪魔だ！

「なにが今さら『好き』だよ。しかも、実家に帰るってなんだよ」

　アイアンクローを決められた上に、なぶるようにゆらゆらと頭を前後に揺らされて、私は必死でもがきながら叫ぶ。

「柴崎くんに頭にきて、自分から腐女子だってカミングアウトしちゃったから、もう会社にいられません！　実家に帰ってお見合いします！　だから離してください。頭蓋骨が砕けるー！」

「はぁ!?　お見合いって、なにナメたこと言ってんだよ！」

　見合いという言葉に、金子さんが顔をしかめて怒鳴った。

「別にナメてないです！　ていうか、どうせ私を振るんだから、私がお見合いしようがどうしようが、金子さんには関係ないでしょ！」

　私のこめかみを鷲わし掴づかみする金子さんの手をベシベシと叩きながらそう叫ぶと、ようやくその手が外れた。

　痛かった……。

　ズキズキと痛む頭を抱えながら金子さんの方を見ると、ふてくされた顔で睨まれた。

「お前、その『関係ない』っての、やめろよ」

「え……？」

「好きな女を必死で口説いてんのに、あんたには関係ないって言われ続ける情けない男の気持ち、わかるか？」

「へ……？　好きな女？」

　頭を抱えたまま、ポカンとして金子さんを見る。きっと私はものすごいバカ面をしていると思う。

「好きでもない女に恋人のフリをしろなんて、言うと思うか？　普通気づくだろ」

　金子さんが私を睨む。

「え、好きな女って、私のこと……？」

　ありえない衝撃発言に、頭が真っ白になる。

「ずっとわかりやすく口説いてたつもりなのに、誰に触られようが誰を誘おうが関係ないとか言われるし、無防備に柴崎を家にあげるし、俺には甘えたことなんてないのに、柴崎には『もっと触って』とかかわいいこと言ったらしいし、柴崎に付き合ってって言われたとか報告してくるし。もうこいつは柴崎のことが好きなんだなって完全に諦めてたら、いきなり押しかけてきて『好きです。でも実家に帰ってお見合いします』って、なんなんだよお前。意味わかんねぇ」

　金子さんはガシガシと頭をかきながら、唸るようにそう言った。

「ウソだぁ……。私、金子さんに口説かれてなんていませんよ」

　散々からかわれたり、アイアンクローを決められたりはしたけど、口説かれた記憶なんてひとつもない。

「ただの興味本位でわざわざ新幹線に乗って他人の実家に行くほど暇じゃねぇし、結婚も考えてない女の両親に挨拶なんて非常識なこと、するわけねぇだろ」

「けけけけけけ結婚……!?」

　金子さんの口から出たとんでもない単語に、私は驚きのあまり目を見開いた。

「それくらい本気でお前に惚れてるって、意思表示のつもりだったんだけど」

「そんなの、わかんないですよ！」

「それに、好きでもないヤツのために、コンビニで何回もくじ引かねぇから」

「くじ!?」

　驚いて顔を上げる。

　金子さんがコンビニで当ててくれたＡ賞のフィギュア。もしかして、あれは一回で当てたんじゃなく、出るまで何回も引いてくれたの!?

「お前を喜ばせたくて、出るまで何回もねばってたら、店員たちが集まってきて、なんか応援し始めて、すげー恥ずかしかったんだからな」

　ふてくされたようにそう言って、金子さんが私を睨む。

「待って待って！　結局、何回くじ引いたんですか」

　私が聞くと、金子さんが少し考えるように首を傾げた。

「二十、まではいかなかったと思うけど……」

「Ａ賞以外は、なにが出たんですか？」

「あー、なんか小さいぬいぐるみとか、ストラップとか……」

　記憶を探るように言う金子さんに、私は興奮しながら身を乗り出した。

「それ、どうしたんですか？　まさか捨ててないですよね!?」

「誰か欲しいって言うヤツがいたらあげようかと思って、とりあえず家に置いてあるけど」

　ぬいぐるみなんて、人気が高くて需要があるくせに、なかなか出回らない超貴重なお宝じゃない！　飾ってよし、愛めでてよし。しかも洋服を手作りしてお着替えを楽しめる、おいしすぎるアイテム。ヨダレが出るほど欲しい！

「欲しいです！　すんごい欲しいです!!」

　思わず金子さんにしがみついて叫ぶと、また金子さんの手が伸びてきた。

「テメェ、結婚の件より、アニメのくじに食いついてんじゃねぇよ」

「痛い痛い痛い痛い痛い痛いっ!!」

　再びくらった容赦ないアイアンクローに、私は悶もん絶ぜつして泣き叫ぶ。

「でもでも！　金子さん、彼女ができたって言ってたじゃないですか！」

「あれは、お前が女子社員からイヤがらせされてたから、お前を悪者にしたくなくてそう言ったんだろ。気づけよ、鈍いな」

　じろりと睨まれて口ごもる。

「でも、西村さんも彼氏のためにお料理を始めたみたいなことを言ってたから、私てっきり……」

　うつむきながら反論すると、金子さんはため息をついた。

「確か来年の春に引っ越しをして、遠距離恋愛中だった彼氏と同居する予定だって言ってたけど。だから実家の管理が難しくなって、ウチの会社に査定を依頼したって」

「そうなんですか……」

　なにそれ。それじゃあ完全に私の勘違いだったんだ。

　ひとりで先走って、勘違いして、落ち込んで。バカみたいな自分が恥ずかしくなる。

「他になにか、言いたいことある？」

　金子さんは大きく息を吐いて、私の頭を掴んだままの手をゆらゆらと左右に揺らした。

「……じゃあ、どうして仕事中、私を見ないんですか？」

　こめかみの痛みと恥ずかしさで顔を真っ赤にしながら言うと、金子さんが私の頭から手を離した。

「はぁ？　どういう意味だ？」

「柴崎くんが言ってました。仕事中、金子さんは絶対に私の方を見ないようにしてるって。好きなら自然と目で追っちゃうのに、そうやって見ようともしないってことは、私のこと好きでもなんでもないんだって」

　私はもごもごと小さな声で言う。

「それは……」

　すると口元を押さえ、言いづらそうに顔を逸らす金子さん。

「お前を見てるとむかつくから」

　続けてぽつりと言われ、ムッとした。

　私を見るとむかつくなんて、それ、私のことを好きじゃないからでしょう。やっぱり、柴崎くんの言葉は当たってたんだ。

　そう思って、ひどく落ち込む。

「柴崎が一課に異動になってから、お前が妙にとろんとした顔で柴崎のことを見てるから、こいつに惚れてるんだなってむかついて、わざと見ないようにしてただけだ」

　金子さんはぶっきらぼうに言う。

「え……？　私、そんな顔をして柴崎くんのことを見てました？」

「見てたよ。俺たちが朝、自販機の前でコーヒー飲んでたりすると、いつも嬉しそうにじーっと見てた」

「ああ！　それ、金子×柴崎カップルの可能性について考えていたときですね」

　ぽんと手を打ち、顔を上げる。

「はぁ？」

「柴崎くんって、金子さんと付き合ってる私になぜか敵対心を持ってたみたいだから、もしかして金子さんのことが好きなんじゃないかと疑ってたんですよ。それで、一度そう思ったら妄想が止まらなくなって、金子さんと柴崎くんが仲良くコーヒーを飲んでる姿も、仕事を教えてあげてる姿も、全部サラリーマンもののＢＬ漫画みたいに見えちゃって。スーツ姿のイケメンふたりが仲睦まじくお仕事してる姿って、本当に尊いなって……」

　顔を輝かせペラペラしゃべる私を、金子さんはものすごく冷たい目で見ていた。

　おっと、腐った部分が溢れ出てしまった。

「なんだよそれ、嫉妬してた俺がバカみたいじゃねーか」

「嫉妬、してたんですか……？」

「するだろ。好きな女が他の男ばっかり見てたら」

　驚いて瞬きをした私を、金子さんがふてくされた表情で睨む。

「でも私、オタクですよ？」

「知ってるよ」

「その上、腐女子です」

「それも知ってる」

　恐る恐る確認する私に、金子さんは当然のようにうなずいた。

「気持ち悪くないんですか？」

　答えを聞くのが怖くて、ぎゅっと胸の辺りを握りしめながら金子さんを見つめる。

　そんな真剣な私をからかうように、金子さんは優しく笑った。

「最初はお前のこと、誰よりも真面目に仕事をして、面倒なことも率先してやって、いい子だなって思ってた。花の手入れもいつも丁寧にして、他の社員が働きやすいようにすごく気を遣ってくれて。そんな姿を見ていたら、いつの間にか好きになってた」

　穏やかな声でそう言われ、信じられなくて瞬きを繰り返す。

「結婚間近の彼氏がいるって聞いて諦めようと思ってたところに、あの日お前が忘れてったメモリを見たんだ。それで、デートや彼氏ってのはウソで本当は趣味に没頭してたんだと知って、ホッとした。その上、会社で見せてるのは偽物の顔なんだなってわかって、素のお前にすごく興味を引かれた」

「で、でも。それじゃあ、金子さんは猫をかぶってた私が好きだったわけで、本性は全然違うし、こんな変人を好きになるわけないし……！」

　早口でそう言っている途中で、悲しくなって口ごもる。

　金子さんの告白が、嬉しいのか悲しいのかわからない。たとえ始まりは私に好意を持ってくれていたんだとしても、こんな素の自分を見られた今、とっくに幻滅されてるに決まってる。

「おい、勝手に決めんな、バカ」

　ぐいと乱暴に頭をなでられた。

「素のお前を見て、もっと好きになったとか考えられないわけ？」

「え……？」

　私は驚いて瞬きをする。

「些細なことで泣いたり叫んだり怒ったり忙しくて、二次元のことになるとキラキラ目を輝かせて語りだして。そういう素の表情を知ってるのが俺だけだと思うと、すげー優越感で、嬉しかった」

「ウソぉ……」

「お前は、本当に俺のことを信用しねぇなぁ」

　苦笑いで言いながら、金子さんは私の腰に腕を回し、ぎゅっと体を引き寄せた。突然のことに驚いているうちに、胸の中に抱きしめられる。

　だ、だだだ抱きしめられてますっ。どどどどどうしよう!!

「これで、信用できるか？」

　耳元で甘く囁いて、私の顔をのぞき込む。

　押しつけられた逞しい体や、私の腰に回された長い腕、耳元で聞こえる息遣い。初めて体験することばかりで、頭がパニックになる。

　どうしていいのかわからずに、顔を真っ赤にしてぶんぶんと首を縦に振ると、金子さんははぁっと大きなため息をついて、うなだれるように私の肩に頭を置いた。

「……莉央、すげー好き。本気で」

　長身をかがめ私の首筋に顔を埋めて、低い声で絞り出すように言った。

　心の中の熱を吐き出すように囁かれた言葉に、あぁ、この人は本当に私を大切に想ってくれているんだな、と実感する。

「金子さん……」

　心の水位がぐわりと上がって、涙が溢れそうになる。温かい、形のないもので心が満たされて、幸せなのに苦しい。

「ホント、お前は柴崎のところに行っちまうのかなと思った」

「……そんな、金子さんのことが好きなのに、他の男のところなんて行くわけありません」

「お前、なに考えてるか全然わかんねーし」

　私のことを抱きしめて、肩に頭を置いたまま話し続ける。

　外で抱きしめられるなんて落ち着かないし心臓が弾け飛びそうだけど、頬に触れる金子さんの柔らかい薄茶色の髪が気持ちよくて、もう少しだけこのままでいたいと思ってしまう。

「私は、金子さんのことばっかり考えてました。最初は、誰にでもニコニコする八方美人のうさんくさい人だと思ってたし、本性知ってからは性格のねじ曲がった悪魔だと思ってたんですけど……」

「散々な言われようだな」

　私の言葉に、金子さんが苦笑しながら小さく肩を揺らした。

「でも、気づいたら好きになってました。からかわれて振り回されて、迷惑だって思っていたはずなのに、いつの間にか金子さんのことばっかり考えてて……」

　たどたどしい言葉で必死に言うと、ゆっくりと金子さんが視線を上げ、私の顔をのぞき込む。

「……本当に？」

　試すように甘く問われ、頬が熱くなる。

　今まで聞いたことがない、熱をはらんだ声と色っぽい表情に、私は声も出せずに、ぶんぶんと必死で首を縦に振る。

　だから、いい加減離して。このまま抱きしめられ続けたら、血圧が限界を突破してしまう。

　じたばたと胸の中でもがく私を、金子さんは小さく笑いながら抱きしめる腕に力を込めた。

「じゃあ莉央が、俺のことをちゃんと好きだと言ったら離してやる」

「え、さっき言いましたよ」

　とんでもない交換条件に、顔を赤くしながら反論する。

「あんなやけくその告白、数に入らねぇよ」

「ひどい」

「イヤなら、離さないけど？」

　意地悪に囁かれて、くそうと頬を膨らます。

「……好きです」

　小さくつぶやいた自分の声は、ひどく上うわ擦ずっていた。動揺している自分が恥ずかしくて、さらに顔が赤くなる。

「誰が？」

「金子さんが」

「もっと、ちゃんと」

　まるで出来の悪い生徒にレッスンをするみたいに、金子さんが私の言葉を促す。

　ああ、もう。わかってるくせに。それでも言わせたがるなんて、この人、本当に性悪だ。

　半分やけくそで、私は大きな声で言った。

「金子さんが、三次元で一番好きです！」

　一世一代の大告白。

　これで文句はなかろうと、金子さんの顔を見上げる。

　しかしなぜかそのキレイな眉の間には、大渓谷のような深い深いシワが刻まれていた。

「はぁ……？　三次元で一番？」

「そ、そうですけど、なにか？」

　なんで金子さんは怒っているんだろう。

　理解できずにパチパチと瞬きを繰り返す。

「テメェ、まさか俺より二次元のほうが大切だとか言わないよな」

　眉をひそめ、口元を引きつらせながら、金子さんが私を問い詰める。

「金子さん、私が何年オタクをやってきたと思ってるんですか。筋金入りの腐女子ですよ。二次元の酸いも甘いも吸いつくし、大人の事情で打ち切りになるたびに枕を涙で濡らしてきた日々。公式を支えるために、好きなジャンルにコツコツ貢ぎ続けたこの十数年。それを三次元の男と比べてどちらが優位だなんて、愚かなことを私が言うとでも？」

　胸を張り、そう答える。

「……あぁ、そんなことを聞いた俺がバカだった」

　はぁーっと長いため息を吐き出して、金子さんが額を押さえた。

　もしかして、あきれられちゃった？　やっぱり、こんなオタク気質な女、気持ち悪いと思われた？

　心配になって金子さんのことをじっと見つめていると、キレイな顔がゆっくりとこちらを見た。さらりと流れた薄茶色の髪の間から、涼しげな切れ長の瞳がのぞく。

「まぁいいか」

　そうつぶやいた口元が微かに持ち上がり、キレイな弧を描く。獲物を追いつめた捕食者のようにニヤリと笑った。

「すぐにそんな余裕がなくなるくらい、俺に惚れさせるから」

　そんな傲慢なことを言う目の前の男は、悪魔のように魅力的だ。悔しいけど、すでに余裕なんて微塵もない。大好きで、大好きで、もう泣きそうだ。

「おいで。帰ろう」

　そう言って、差し出された大きな手。

　優しく微笑まれて、私は恐る恐るその手を取った。

　触れた瞬間、もう離さないというようにきゅっと握られる。触れた指から伝わる体温に、胸が高鳴った。

「金子さん……」

　名前を呼ぶと、金子さんが穏やかな表情でこちらを見る。

「好きです」

　この人は私のものなんだと思うと幸せで胸がいっぱいで、思わず言葉が口からこぼれた。

　私の言葉を聞いて、金子さんがゆっくりと目を細める。

　私を愛いとおしそうに見るその視線に、涙が溢れた。

　あぁ、これがハッピーエンドってやつだ。王子様とお姫様は互いの愛を確かめ合い、お城で末永く幸せに暮らしました。おしまい、ってやつ。

　私の頭の中では、軽やかなエンディングテーマとともに、スタッフロールが流れていった。










私だけの秘密




「行きたくない！　イヤだぁぁっ!!」

　朝っぱらから全力で泣き叫ぶ私。

「うるせぇ。さっさと立て！」

　そんな私を容赦なく怒鳴りつけるのは、恋人になったばかりのはずの金子さん。

　愛しい彼女に向かって、普通、そんな剣幕で怒鳴る!?

　昨日は、あのまま金子さんのおうちにお泊まりした。

　泊まったといっても、超恋愛初心者の私のペースに金子さんが合わせてくれて、本当に一緒に眠っただけで、〝そういうこと〟はなにもしてないんだけど。

　一般的に、恋人同士が初めて一緒に朝を迎えたときって、少し照れながら微笑み合ってコーヒーを飲んだり、幸せいっぱいで抱きしめ合ったりするもんじゃないの？　なんで私、首根っこ掴まれて床の上を引きずられてるの？　ぜんっぜん想像と違うんですけど！

「いいから、さっさと立て！　会社に遅刻するぞ」

　フローリングに爪を立てて必死に抵抗する私を、容赦なく引きずっていく金子さん。

「やだ！　会社、行きたくない！」

「なにふざけたこと言ってんだよ。テメェ、社会人何年目だ」

「だって、きっともう会社中に私が腐女子だってことがバレてますもん。恥ずかしくて行けないです！」

　ガルルルルッと唸りながら、涙目で金子さんを睨む。

　入社してから五年間、上品で穏やかな完璧女子のフリをしていたのに、今さら腐女子だなんて、みんな気持ち悪がるに決まってる。

「俺が腐女子でも好きだって言ってんだから、他のヤツの視線なんて気にしないで胸張って会社行けよ」

「それとこれとは、別ですー！」

　頑としてその場を動こうとしない私に、金子さんは大きくため息を吐き出し、引っぱっていた私のコートから手を離した。

「わかった」

　ようやくわかってくれたのね。かわいい恋人がこんなにイヤがってるんだもんね、無理やり会社に行けなんて、血も涙もないこと言わないよね。

　ほっとして顔を上げると、そこにあったのは悪魔の微笑み。

「じゃあ、実力行使だ」

「へ……っ」

　ニヤリと笑ったキレイな口元を見て、青ざめる。

　まさかまた、アイアンクローですか!?　『行くって言わなきゃ頭蓋骨潰つぶすぞ』とか言うんですか!?　ひぃ、ＤＶだ！　これが噂に聞くＤＶ男だ!!

「誰がＤＶ男だ、バカヤロウ」

　私の心中を見透かしたように不機嫌な顔で言って、金子さんは床の上にうつぶせになっていた私をごろりと転がした。

「ふぁ？」

　油断していたせいで簡単に仰向けにされた私の視界には、むかつくほど余裕しゃくしゃくの表情でこちらを見下ろす金子さん。

　……あ、なんかこれ、ヤバい状況だ。

　本能が危険を察知して、じわりと背中に冷たい汗が浮き出る。

　引きつる私の顔を見て、金子さんがふっと息を吐いて笑った。ゆっくりと私の髪を梳き、うなじに唇を押し当てる。

「ひ……！」

　皮膚に触れた温かい感触に思わず小さく飛び上がると、今度は唇にキスを落とされる。

　唇と唇が触れるたびに、ぞくぞくと甘い痺しびれが背筋を走る。

「ま、待って待って待って待って！」

　未知の感覚にどうしていいのかわからず、金子さんの体の下で身をよじりながら叫んだ。必死に顔を逸らすと、顎に手を添えられて正面を向かされる。

「逃げんな、コラ。ほら、顔上げて、口開けて」

「んっ」

　ぎゅっと目をつぶり唇を固く閉ざした私におかまいなしで、金子さんは触れるだけのキスを何度も繰り返す。

　唇が柔らかくて、触れるたびに体が熱くなる。緊張と混乱で、今にも死にそうだ。

　かぷりとついばむように唇を食はまれ、床の上に転がった私の体がびくんと大きく跳ねた。

「ほら、ちゃんと息しろよ」

　そう促されて、自分が息を止めていたことに気づく。慌てて口を開いて、ぷはぁと空気を吸い込む。

　脳みそが沸騰しそうに熱くて、どうにかなりそう。さっきから体の中で、誰かが太鼓を打ち鳴らしているのかというくらい心臓がうるさくて、今にも爆発してしまいそうだ。

　そんないっぱいいっぱいの私に、さらに唇を寄せる金子さん。

「や、やめて、金子さん……っ！」

「ちゃんと会社行くか？」

「うっ、それは……」

「じゃあ、やめねぇ」

　そう言って、唇の隙間から舌を差し込んできた。

　口の中の粘膜を、湿った柔らかい舌でぬるりとなぞられて、ぞくりと全身の毛穴が開く。

「ひゃあ！　わかった、わかったから。会社に行くから！」

　たまらず私が叫ぶと、金子さんは満足そうな表情で体を起こし、ニヤリと笑った。

　……こいつ、ホント悪魔。

　私は金子さんを睨みながら、悔しくて歯ぎしりをした。

　金子さんに連行され、いやいや会社に向かう。

　あぁ、どうせ会社に行ったら、みんなに冷たい目で見られるんだろうな。

　そう思いながら暗い気持ちで事務所に入ると、遠藤課長と目が合った。

「お、友野さん、今日はゆっくり出社なんだな」

「えっと……」

　あれ、普段どおり話しかけられた？

「いや、いいよ。いつも朝早く来て事務所の掃除をしてくれるのは本当に助かってるけど、強制じゃないんだし、面倒なときはやらなくてもいいからな」

「はぁ……」

　いつもと変わらない態度に、私は混乱する。

　あれあれ？　なんか予想と違うぞ？　もしかして、私が腐女子だって噂、広まってない？

「……友野さん、昨日と同じ服」

　首を傾げていると、うしろからぼそっと声をかけられた。

「ひゃ！」

　驚いて振り返ると、並んで立つ私と金子さんを見た柴崎くんが、面白くなさそうに顔をしかめていた。

「もしかして、金子さんと友野さん、うまくくっついちゃった感じですか？」

　柴崎くんの言葉にニヤリと笑った金子さんが、見せつけるように私の腰に腕を回し抱き寄せる。

「まぁね」

「うっわ、勝ち誇っちゃって、やな感じ。実は金子さんって性格悪いですよね」

「知らなかった？」

「むかつくー」

　鼻にシワを寄せてそう言った柴崎くんは、くるりと私に背を向けて歩きだす。

「ごめん、ちょっと」

　私は腰を抱く金子さんに短く謝って、その腕の中から抜け出すと、慌てて柴崎くんのあとを追った。

「柴崎くん！」

「なんですか？」

　面倒くさそうに振り返る柴崎くんに、恐る恐る尋ねる。

「あの、もしかして、私が腐女子だってこと、言わないでいてくれた？」

「女に振られた腹いせに悪口を言って回るなんてカッコ悪いこと、俺がするわけないじゃないですか」

　心外だ、というように柴崎くんが眉をひそめる。

「ありがとう……」

「お礼を言うなら相楽さんにじゃないですか？　あの人噂好きだし、絶対みんなに面白おかしく言いふらすと思ったのに、誰にも言わなかったみたいですよ」

　相楽さんが……？

　驚いて瞬きすると、ちょうど出社してきた相楽さんと目が合った。

　ゆるふわの髪に、ぷるぷるの唇。ピンク色のチークに、くるんとキレイにカールしたまつげ。今日も完璧な仕上がりの相楽さんは、そのメイクに似つかわしくない険しい表情で私のことを上から下まで値踏みするように眺めると、ふんと大きく鼻息を吐き出す。

「これみよがしに、昨日と同じ服を着て出社されるとむかつく」

「いや、これは……」

「昨日のあのやけくそテンションのまま金子さんに突撃して、告白大成功で朝帰りってこと？」

「ええと……」

　まったくもってそのとおりで、恥ずかしくてうつむく。

　すると相楽さんは突然、大声で私の名前を呼んだ。

「友野莉央！」

「はい！」

　条件反射で顔を上げると、びしっと目の前に指を突き出される。

　私はぎょっとして目を丸くした。

「今日、ランチおごって。強制だから。いい？」

「あ、……はい」

　有無を言わさぬ勢いに、思わず素直にうなずく。

　それを隣で見ていた柴崎くんが、「女子の修羅場、こえー」と面白がるようにノンキに笑った。




　金子さんに、相楽さんと一緒にランチに行くと話すと、「大丈夫か？」と心配された。

　確かに、今まで散々イヤがらせされたり悪口を言われたりしたから、不安な気持ちはある。でも、なんとなく相楽さんは大丈夫な気がする。

　そう伝えると、「ノンキだな」とあきれられた。

　相楽さんが選んだお店は、前に柴崎くんと来たオシャレなカフェで、迷わずオープンテラス席に陣取る。

　オシャレピーポーはホント、オープンカフェが好きですね。私は寒いし居心地が悪くて落ち着かないんですけど……。

　ウエイターさんが貸してくれたひざ掛けを腰の周りにぐるぐる巻き、そわそわしていると、相楽さんはそんな私におかまいなしで、届いた料理の写真をスマホでパシャパシャ撮る。しかも、百点満点のキレイな笑顔を浮かべ、自撮りまで始めた。

　さすがオシャレ女子。オシャレなカフェで写真を撮り慣れてる。もし私がやったら挙動不審で、盗撮してるのかと疑われてしまいそうだ。

　キレイにネイルが塗られた指でスマホを操作している相楽さんに、「あの」と声をかける。

　スマホに向いていた視線が、ちらりとこちらを見た。

「私が腐女子だってこと、他の人に言わないでくれて、ありがとうございました」

「別に」

　私が頭を下げると、相楽さんはぷいっと顔を逸らし、またスマホに触れる。

　きっとＳＮＳに【今ランチ中】とか投稿しているんだろう。

　そう思いながらスプーンを持って、届いたオムライスを食べ始めると、テーブルにスマホを置いた相楽さんがこちらを見た。

「ねぇ、友野さん。私ってどう見えます？」

「どうって、オシャレでかわいくて男にモテそうなリア充かと」

「ですよねー」

　私の答えに、なぜか膨れっ面をする相楽さん。

　彼女がなにを言いたいのかわからなくて、私は首を傾げた。

「友野さん。昨日言ってた、彼氏いない歴二十七年って本当ですか？」

「恥ずかしいですけど」

「私も、おんなじ」

「は？」

　私は意味がわからず瞬きをする。

「だから、私も男と付き合ったことないって言ってんの。まぁ、私はまだ二十五歳だけど」

　相楽さんは、年齢の部分を強調するように言った。

「えぇ!?」

　相楽さんが男の人と付き合ったことがないなんて、意外すぎる。これだけかわいくて、あれだけ積極的に金子さんに声をかけていたから、恋愛慣れしてるんだと思ってた。

「私、顔がいい男が好きなんですよね」

　驚く私をよそに、相楽さんは頬杖をついてのんびりと言う。

「あぁ、前に言ってましたね、そんなこと」

　いつかロッカーで聞いた会話を思い出しながらうなずいた。

「ミーハーな姉の影響で中学のときからアイドルのおっかけをやってて、コンサートには自作のうちわ持って参戦したし、移動日を調べて空港で出待ちとかしてたんですよ」

「わ、意外……」

　相楽さんの性格なら、アイドルを追いかけるよりも、周りの同級生の男の子たちをはべらせているほうがしっくりくるのに。

「アイドルばっかり追いかけてたせいで、もともと面食いだったのがエスカレートしていって、その辺にいるレベルの男じゃ全然恋愛対象にならなくって、気づいたらこの歳になっても、誰とも付き合ったことないんですよね」

「そうだったんだ……」

　アニメオタクの私と、アイドルオタクの彼女。ちょっと、いや、かなり親近感を持ってしまう。

「さすがに社会人になっても誰とも付き合ったことがないなんてヤバいかなって思って、焦って合コンしてみても、やっぱり恋愛対象になるようなイケメンって、なかなかいないんですよね。ちっともイイ男がいなくて恋愛を諦めかけてたとき、会社で金子さんを見て、『この人だ！』って運命感じたんですよ。でもこっちが必死に誘っても全然手応えなかったのに、エリートの恋人がいたはずの友野さんと付き合い始めたって聞いて腹が立っちゃって」

　そう言って相楽さんは、頬を膨らませて私を睨む。

「なるほど」

「だから、実は友野さんがオタクで恋愛経験ゼロだって話を、面白おかしく噂する気にならなかったんですよね。私も人のこと言えないし」

「ありがとう、相楽さん」

　相楽さんをまっすぐ見つめて、お礼を言った。

「別にぃ」

　相楽さんは、私の言葉を興味なさげに受け流して頬杖をつく。

「あーあ、どっかにイケメン落ちてないかなぁ」

　そう言って大きなため息をついたあと、フォークを持ってランチを食べ始めた。

「イケメンねぇ……」

　アイドルレベルのイケメンしか恋愛対象にできないっていうのは、かなり厄介そうだ。

　そのとき、思い当たる人物が頭に浮かんだ。

「あ、柴崎くんは？　彼もイケメンじゃない？」

「でも年下でしょー？」

　私の提案に、相楽さんは渋い顔をする。

「けっこう気が合いそうだけどな。ふたりとも腹黒同士だし」

「はぁ？　誰が腹黒だって？」

　険しい表情でドスのきいた声で唸られ、びくりと飛び上がる。

「あ、ごめんなさい」

　怖い。相楽さん、怖い。

「いいなぁ、友野さんはあの金子さんと付き合い始めたんだもんなぁ」

　ぶんぶんとフォークを振り回しながら睨まれて、肩をすくめる。

「昨日、金子さんの家に泊まったんですよね？」

「まぁ、一応……」

　私が照れながらうなずくと、相楽さんが興味津々で身を乗り出してきた。

「どうでした？」

「どうって……」

　身を乗り出され、思わずあとずさる。

「もう、もったいぶらないで教えてよー！」

「教えるもなにも……」

　テーブルの下でガシガシ足を蹴ってくる相楽さんの攻撃をかわしながら、真っ赤になって必死に首を横に振る。

「なんにもしてないわけ、ないよね？」

「ええと、それは……」

　しつこい追及に、私は言葉に詰まって視線を泳がす。そうやってじっと見られると、勝手に頬が熱くなってしまう。

「なに思い出して真っ赤になってんの、このスケベ」

「スケベって、ひどい」

「あー、むかつく。【今、友達にノロケ聞かされて胸やけ中】ってツイートしよ」

　ふんと鼻息を吐き出して、スマホを手にした相楽さんに、「え？」と驚いて顔を上げた。

「友達……？」

　私と相楽さんが？

　きょとんとする私に、相楽さんが不満そうに眉を引き上げる。

「イヤなの？」

「イヤじゃないけど」

　相楽さんみたいなオシャレ女子が、私みたいな腐女子となんて友達になりたがるとは思わなかった。

「じゃあ、お友達。ほら、ライン登録するからＩＤ教えて」

「あ、はい」

　ずいと手を出され、慌てて自分のスマホを取り出す。

「私たち友達なんだから、金子さんの友達でイイ男いたら、紹介してよね」

「そういうことか」

　相楽さんらしすぎる発言に、思わず噴き出す。

「なによ」

「いや、私、相楽さんのこと、けっこう好きだなと思って」

「女に好かれても嬉しくないから」

　相楽さんはそう言って、ツンと顔を逸らした。

「冷たい」

「それにしても、あんたも単純な女ね。あれだけ私に悪口言われてたくせに」

「まぁ、そうですけど」

　相楽さんにはかなり辛しん辣らつな言葉をぶつけられたけど、ああやって面と向かって私に悪口を言ってきたのは、彼女だけだった。トゲのある言葉に傷ついたけど、集団で遠目からヒソヒソ言われるより、ずっとマシだと思う。

　そう思いながら、小さな手鏡で自分のメイクをチェックしている相楽さんをぼんやり見ていると、テーブルの端に置かれた伝票をひょいと誰かが持ち上げた。

　驚いて顔を上げると……。

「金子さん！」

　私のことを優しい表情で見下ろす金子さん。

「そろそろ休憩終わるぞ」

　金子さんはそう言いながら、さっさと私たちの伝票をレジに持っていき、支払いをしてくれる。

「金子さん、どうしてここに？」

　慌ててあとを追い財布を取り出そうとすると、そっとその手を下ろされた。

「この近くで打ち合わせがあって通りかかったら、テラス席にいるのが見えたから」

「そうなんですか。でも、お金……」

「いいよ」

「あ、ありがとうございます」

「ん」

　私がお礼を言うと、金子さんが優しい表情でうなずいた。

　カフェの外に向かって歩きながら私たちのやりとりを見ていた相楽さんが、不満そうに舌打ちをした。

「目の前でいちゃつかないでくださいよ」

「別にいちゃついてないけど？」

　相楽さんをちらりと見た金子さんは、小さく笑いながら私の腰に手を回した。ぐいと急に体を引き寄せられ目を丸くしていると、長い指が私の唇をなぞる。

「ん……！」

　唇に感じた少し冷たい指先の感触に、思わず固まると……。

「口の横にソースついてた」

　金子さんは笑いながら、私の目の前で赤いトマトソースがついた指先をぺろりと舐めてみせた。

　わーわーわー、間接チュウ！　キレイな唇からのぞいた赤い舌とか、煽るようにこちらを見る視線とか、私の腰に回した腕とか、いちいち色っぽすぎるんですけど！

　パニックで顔を真っ赤にしている私を見て、金子さんはくすりと笑うと腰を支えていた腕を離す。

　思わずその場にへたり込んだ私に、「じゃあ、俺は先に会社に戻るから」と言い残し、涼しい顔で去っていく金子さん。

　くそう、散々人を動揺させておいて、置き去りですか。ホント性格悪すぎでしょ！

　歩道にへたり込んだまま金子さんのうしろ姿を睨んでいると、隣で相楽さんがあきれたようにため息をついた。

「金子さんって余裕がある大人かと思ってたのに、けっこう嫉妬深くて心が狭いんだ」

「は？　どういう意味？」

「気づかなかったの？　レジのそばの席にいたサラリーマンふたり組、私たちに声をかけるタイミングをずっと狙ってるっぽかったのに」

「へ？」

「それに気づいて金子さん、わざと見せつけて牽制したんでしょ。いくら付き合ったばかりだからって、過保護すぎ。そもそも友野さんより若くてかわいい私狙いに決まってるのに。まぁ、あの程度の顔面偏差値の男たちに口説かれたって、嬉しくもないけど」

　キレイなピンク色のグロスを塗られた唇は今日もよく動くなぁ、なんてぼんやりと眺めていると、冷たい目で見下ろされた。

「友野さん、いつまでしゃがみ込んでんの」

「や、ちょっと、腰ぬけた」

「はぁ？」

「ごめん。立ち上がれないから、手貸して」

　相楽さんの手を借りて、よろよろと立ち上がる。

「なにあのくらいで腰砕けてんのよ。付き合ってんでしょ、あんたたち」

　あきれた口調で言う相楽さんに、私は真剣に聞いてみる。

「ねぇ相楽さん。同僚がカッコよすぎて腰が砕けたって言ったら、労災下りるかな」

「……知らねぇよ。てか、木っ端微塵に爆発しろ、バカップルが」

「ひどい……」

　容赦ない相楽さんの言葉に、私は顔をしかめた。




　その週の水曜日。

　恋人になってから初めての休日は、金子さんの希望で、私の部屋で会うことになった。

　本棚にぎっしり詰まった漫画の単行本。テレビの棚の中には、宝物のＤＶＤボックス。壁にはポスター。ベッドにはぬいぐるみやキャラクターのクッション。パソコンの周りにひしめき合うフィギュア。

　そんなオタク感満載の部屋の中にいる金子さんは、違和感が半端ない。

「さすが。実家の部屋よりすげーな」

　私の暮らす単身者用のワンルームマンションは、どこもかしこもアニメグッズで埋め尽くされている。

「あちこち漁らないでくださいよ。私の宝物に勝手に触れたら死刑ですからね」

　そう言って釘を刺してもおかまいなしで、金子さんは勝手に部屋の中を物色している。

「あ、これ」

　嬉しそうに声を上げたかと思えば、ベッドのヘッドボードに置いてあるフィギュアを見つけてニヤニヤ笑う。

「ちゃんと大事にしてるんだ？」

　前に金子さんがコンビニのくじで当ててくれたフィギュアだ。

　他のフィギュアはパソコン周りに置いてあるのに、それだけベッドに置いてあるのを目ざとく見つけられてしまった。

　しまった、ぬかった。ちゃんと他のフィギュアと一緒に置いておけばよかった。

「これだけこっちに置いてあるって、特別ってこと？」

　思いきりからかうつもりだな、ちくしょう。

「えっと、そうです……」

「ふーん。その特別って、俺がプレゼントしたから？」

　真っ赤になりながら私がうなずくと、金子さんはフィギュアに顔を寄せ、ちらりと意味深な流し目をこちらに送る。

「それとも、このキャラが俺に似てるから？」

　甘く意地悪な声でそう問われ、一気に顔が熱くなった。

「ち、違うから！　調子のんな、この自意識過剰男が！」

「はは、ホントお前わかりやすい」

　金子さんがそう言って、楽しげに肩を揺らす。

「本当にキャラが好きだからで、金子さんは関係ないし……っ！」

「ふーん。枕元に置いて、抱きしめて寝たりしてんの？」

「な……っ」

　金子さんの言葉に、思いきりうろたえる。

　その私の表情を見て、金子さんがニヤリと笑った。

「あー、してるんだ。妬けるなぁ」

「ちがっ、一回だけ……」

「一回だけ？」

　なにを口走ってるんだ、私。どんどん墓穴を掘ってる気がする。

　顔が熱くて仕方なくて、腕で必死に顔を隠そうとしていると、金子さんの指が私の手首を捕まえ、ゆっくり腕を下ろされた。

　正面から顔をのぞき込まれ、仕方なく口を開く。

「前に、風邪で熱が出て心細かったとき……。金子さんが来てくれたらいいのにって思ったら、寂しくて……気づいたらこのフィギュアを抱きしめてて……」

　情けないほど真っ赤な顔を見られたくなくて、うつむいたままでそう言うと、突然金子さんが「あーっ！」と大きな声を出した。

　ビクッとして顔を上げると、私に負けないくらい顔を赤くしてこちらを睨む金子さん。

「お前、ホントあざとい」

「え、あざとくなんて……」

　この展開は、またアイアンクローをくらうのかと身構えると、優しく抱きしめられた。大きな手で後頭部を支えられ、触れるだけのキスをされる。

　柔らかい唇が触れ、離れて、また触れる。

　思わず体を固くしてぎゅっと目をつぶっていると、ぺちぺちと頬を叩かれた。

「ほら、また息止めてる。ちゃんと呼吸しろ、バカ」

「や、だって……」

　恥ずかしくて顔を逸らすと、顎をつかまえられ正面を向かされる。

「キスくらいでいちいち逃げんな、コラ」

「だって、キスくらいじゃないです。もう緊張して死にそう……」

「はいはい。ちゃんとこっち向いて」

「ん……」

　まるで私の緊張をほぐすように、柔らかい唇が頬に触れ、まぶたに触れ、鼻の頭に触れる。子供の戯れのようなキスを繰り返し、時折「莉央」と甘い声色で呼ぶ。

　それだけでぎゅっと心臓を握られてしまったように、体が言うことをきかなくなる。背骨がぐずぐずに溶けてしまったように、自分の体を支えていられなくて、金子さんの胸の中に崩れ落ちた。

　頭に血がのぼって、脳みそが蒸発しちゃいそう。

「金子さん……」

　どうしていいのかわからずに、金子さんのシャツをぎゅっと握りしめながら名前を呼ぶと……。

「ん？　金子さん？」

　意地悪な笑顔でこちらを見下ろす。

　未だに『金子さん』と呼び続ける私をからかうように問われ、ますます顔が熱くなった。

「あ……」

「あ？」

　金子さんが私の顔をのぞき込み、続きを促すようにそう言って、小さく首をかしげた。

「ああああ、あつし、さ、んんんんんっ……！」

　だ、ダメだ、やっぱり恥ずかしくて耐えられない。敦さんって……なにそれ、夫婦みたいじゃないの！　ホント、無理。恥ずかしくて無理！

「ホント面白いな、お前」

　やっぱり上手に名前を呼べなくて、恥ずかしさのあまり床を転げ回っている私を見て、金子さんがからかうように笑う。

「なんかもう、すいません……」

　こんな自分がいたたまれなくて、両手で顔を覆ったまま謝った。

「なにが？」

「もういい歳なのに、名前を呼んだりキスしたりするたびに、こんないちいち大騒ぎして……めんどくさい女ですよね」

　不安になって、顔を覆った指の間から金子さんの顔を見上げると、優しい微笑みを返された。

「別に。無理して先に進んだってしょうがねぇだろ。お前のペースに合わせるよ」

　まるで子供をあやすように優しく頭をなでられて、ほっとする。

「それに俺は、好物はあとに取っておいて、ゆっくり楽しみたいタイプだし？」

　人が安心した途端、意地の悪い笑みを浮かべられて思わずびくりと飛び上がる。その反応まで楽しむようにニヤリと笑われて、ホントこの人には敵かなわないと思ってしまう。

　手のひらの上で転がされて、からかわれるのが不快じゃない。しかもいちいち動揺する情けない私を、そんな愛おしげに見つめられたら、ますます好きになってしまうじゃない。

　そう思いながら膨れていると、長い指で頬をなぞられた。

　視線を上げれば近づいてくる、キレイな微笑みを浮かべた端正なお顔。

　もう一度キスをされるのかな、と思いながら緊張で視線を泳がすと、金子さんの肩越しにカレンダーが見えた。

　そして、今日の日付を見てハッとする。

「しまったぁ!!」

「うるせぇっ！　突然耳元で叫ぶな」

　驚いた金子さんが眉をひそめた。

「イベント締め切り、昨日までだった！」

「はぁ!?」

「来年の一月末にやるオリジナル同人誌の即売会イベントですよ！　サークル参加の締め切りが昨日までだったのに、すっかり忘れてた……。金子さんと柴崎くんを見て、描きたいネタが盛りだくさんだったのに。年末年始の休みは、家に引きこもって原稿を描く予定だったのに！」

　私は青ざめながら頭を抱える。

「ちょっと待て。なに勝手に人を漫画のネタにしようとしてんだよ！」

　私の言葉に金子さんが声を荒げた。

「私の萌えたぎる創作への情熱は、誰にも止められないの！」

「んなこと、知らねぇよ！」

「ああ！　毎回参加してたのに！」

　私としたことが……。イベントの日程をすっかり忘れてしまっていたなんて！　最近金子さんのことばかり考えていたせいで、肝心のオタク活動がおろそかになっていた。

　頭を抱えて悔しがる私に、金子さんはうんざりしたようにため息を吐き出す。

「お前はホント、意味わかんねぇな」

　疲れきったつぶやきに、愛想をつかされてしまったかなと不安になって振り返ると、そんな私の不安までお見通しという表情で笑う性悪男。

　ホントこの人、腹黒だ。

「そんな不安そうな顔しなくても、そういうのを全部ひっくるめて惚れてるから大丈夫だっつうの。安心しろよ」

　ニヤリと笑われて、私は慌てて顔を逸らす。

「別に、不安そうな顔なんてしてません！」

「そ？」

　わざと素っ気なく、試すように問われて、ぐっと言葉に詰まった。

　ホントにこの人は、視線から声色、笑い方まで、いちいち私の心をかき乱すからタチが悪い。

「……莉央、好きだよ」

　膨れっ面の私を抱き寄せながら、金子さんが耳元で甘く囁いた。

「……私も、好きです」

「三次元で一番？」

「はい。三次元で一番」

　金子さんの言葉にうなずくと、「二次元は手強いな」と小さく笑った。

　本当は、二次元どころか、もし四次元や五次元があったとしても、金子さん以上に私の心を振り回す人なんているわけがない。

　だけど、こちらの手の内をすべて明かして、『なによりもあなたが好き』なんて素直に認めるのは悔しいから、こんなに金子さんに惚れているってことは、まだ私だけの秘密だ。
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あとがき




　こんにちは、きたみ まゆと申します。

　本作の主人公の莉央は、会社ではなんでもそつなくこなす完璧な女を演じていますが、最初の数ページであっという間にその化けの皮が剥がれ、あとはひたすら腐女子として叫び滾たぎり暴走するという、キャラの濃いヒロインでした。仕事でも趣味でも、なにかに熱中している女の子の話を書くのが大好きなので、腹黒な金子に振り回されつつも自分の趣味を突っ走る莉央の姿を書くのはとても楽しかったです。

　そんな個性の強い莉央ですが、今回書籍化にあたり、サイト掲載時よりキャラをマイルドに！　腐女子用語は少なく！　妄想は短く！　という方針で修正を頑張りました。自分ではなんの違和感もなく書いた莉央のセリフに『意味がわかりませんが、これは腐女子用語ですか？』という赤字が入っているのを見たときは、そんな指摘をさせてしまったことが申し訳なくて、パソコンの前で顔を覆いました（笑）。

　担当の増子様と編集協力のヨダ様には、たくさんご迷惑をおかけしたかと思いますが、おかげでサイト掲載時よりもずっと莉央の可愛げがアップして読みやすくなりました。大変お世話になりました。

　そして、素敵なカバーを描いてくださったイラストレーターの一歌様。今にも言い合いを始めそうな生き生きとした金子と莉央をありがとうございました。テーブルに置いたＵＳＢメモリや絡んだ指、そして莉央の持つ同人誌の表紙まで、細部まで素敵に描いていただけて感激でした！

　スターツ出版の皆様をはじめ、本作が書籍になるまでに携わってくださったすべての方々、そしてサイトで応援してくださった読者様。皆様のおかげで、金子と莉央の物語を素敵な本にしていただくことができました。心から感謝しています。




　そして最後になりましたが、たくさんの本の中から本作を手にしていただき、他愛のないあとがきにまでお付き合いくださりありがとうございました。金子と莉央の賑やかで騒がしい恋を、少しでも楽しんでいただけたなら幸せです。


きたみ まゆ
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